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第2回世界のウチナ ー ンチュ大会宣言

私述は 、 戦後50周年の節目にfJ1界各地から

海を越え、 言菜を越えて、

ふるさとウチナ ー に梨いました。

また大きく広がる友梢と交流の輪を

互いに確かめあいました。

私たちは 、 21/fl紀に向けて「共生の心」をIll界に伝え 、

ウチナ ー ンチュが1項lと友好の架け栢になることを併い 、

「J頂l戸l！梁• 平ill妥好の民」としてのl-'liとを新たに 、

さらに努力することを 、 ここに宜言します。
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第2回世界のウチナ ー ンチュ大会テ ー マ ‘ノング

片手に三線を
Con el Sanshin en la mano 
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人も俎色も 変わるけど

愛する想いだけは 忘れずに

ITち膀つ心 付ち給けて

: -:: � C 

”年よ 三線侍ち立ち

弾き叫らし

li!界にlii/かって 共に

かりゆしぬ 船//Jさな

慰め合う 言然より

三線弾いて 励まそう

II!界にHをlii/け 今 この時を

旅立つ心 光 あびて

iがl：ょ 三線待ち立ち

弗き囮らし

l!!界にl；りかって 共に

かりゆしぬ 船lliさな

哀しく 紐り返してきた 俎いlliを

気侍ち晶めて 輝く なゑへ 変えてゆこう

肖年よ 三線待ち立ち

弾きl囚らし

/1!界に/ii/かって 共に

かりゆしぬ 船lllさな

肖年よ 三線Jf手に

弾き叫らし

平RI求めて 共に

この船で 旅立とう

i釘l：ょ 三絲待ち立ち

弾きJf!Jらし

Ill界に府かって 共に

かりゆしぬ 船//Iさな
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ー 大 会 企 画

| 1 ． 大 会 開 催 の 基 本 的 な 考 え 方
世 界 各 地 に 在住す る ウ チ ナ ー ン チ ュ 、 県人会 、 留学生等 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 民間大使 、 本 県 と 縁の あ る 者

（ 外 国 人含） 等 、 本 県 と の 関係者 を 全世界的 な ネ ッ ト ワ ー ク で結ぴ 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 活用 を 通
し て技術、 情報、 経済、 芸能 、 文化 、 教育等各分野に お い て 、 人的、 物的交流 を 促進 し 、 本 県 と 移住先国
あ る い は諸外国 と の交流 を よ り 一層強力 かつ効率的 に進展 さ せ 、 双方の社会 ・ 経済の 発展や活性化 に 資 す
る と 共 に 、 我が国の 「南 に お け る 国際交流拠点の形成」 を 目 指す。

県 は 、 世 界各地で活躍す る ウ チ ナ ー ン チ ュ を 支援 し 、 移住先 国 と の 交流事業 を 推進す る た め 、 平成 2 年
に 沖縄県の祖国復帰20周年記念事業の 一環 と し て 、 「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 を 開 催 し た が 、 第 2 回世
界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 は 、 世 界 に 活躍す る 県系 人 に 加 え て 、 新 た に 本県 に 縁の あ る 外国 人 を も 結 び付 け
る 一大 交 流 事 業 で あ る 。 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 は 、 あ ら ゆ る 分野 に お け る 「沖縄」 を 国際 的 視点 か ら 内外 に
ア ピ ー ル す る も の で あ り 、 そ の 結 果 、 本県 と 国 内 は も と よ り 諸外国 と の 間 に 各種交流が よ り 一層進展す る
と と も に 、 そ れ を 通 じ て 文化 や ス ポ ー ツ の 向上、 教育 ・ 学術、 産業 ・ 経済の 発展等ひ い て は 本 県の地域発
展 に つ な が る も の で あ る 。 又 、 1995年は終戦50周年の歴史的節 目 の 年 で あ り 、 国際交流 と 平和 の意義 を 考
え る に あ た っ て時宜 を 得 た も の と な る 。

■ 概 要

1 ) タ イ ト ル ： 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会
- The 2 nd Worldwide UCHINANCHU FESTIVAL -

2 ) 会 期 ： 1995年1 1 月 16 日 （木） ～ 19 日 （ 日 ） ※ 前夜祭15 日 （水）

3 ) 会 場 ： ① 沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー 及びその周辺施設
② 首里城公園
③ 国際通 り
④ 沖縄県総合運動公園

4 ) 主 催 ： 沖縄県、 （財） 沖縄県国際交流財団、 （財） 沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー 、
（財） 沖縄 ピ ジ タ ー ズ ピ ュ ー ロ ー

5 ) 主 管 ： 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員 会

6 ) イ ペン ト 企画制作 ： 琉球新報社

7 ) 後 援 ： 沖縄開 発庁、 外 務 省 、 自 治 省 、 国際協力事業団、 国際交流甚金 、 関係国大使館 、 沖縄郵政
管理事務所 、 沖縄県教育委員会 、 沖縄県体育協会、 （財） 海洋博翌会記念公園管理財団 、 琉
球新報社、 沖縄 ク イ ム ス 社 、 NHK沖縄放送局、 琉球放送 、 沖縄テ レ ビ、 ラ ジオ沖縄 、 FM沖縄

8 ) 協 賛 ： 各市町村 、 各企業及び団体

9 ) 参 加 者 ： 海外 か ら 3,000人
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[ 2 . 目 的 と 意義
本 l,l· は 、 我 が 国有 数 の 移民 県 で あ る 。 戦前 ・ 戦

後 を 通 じ て 多 く の 県民が海外へ雄飛 し 、 現在では
洵 外 に 在住 す る 県系 人 は北米 ・ 南 米 を は じ め 、 東
南 ア ジ ア 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 ア フ リ カ 等 、 世 界の 国 々
に 約30万 人 と 言わ れ て い る 。

l l !! か ら 4 世 ま で を 含 め た こ れ ら 多 く の 県 系 人
は 、 そ の 移 住 先 国 に し っ か り と 定 着 し 、 政 治 、 経
済 、 文 化 、 学術等 の 各 方面で活躍 、 そ の 国 の 開 発 、
発 展 に 寄 与す る と 共 に 、 本 県 と 在住国 と の 交流の
架 け 栢 と し て 大 き な 役割 を 果 た し て い る 。

こ の 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ の ネ ッ ト ワ ー ク を 我
が 県 の 貨 重 な 人 的 財産 と し て 再確認 し 、 沖縄県 が
国際交流 に 果 た す 多 大 な 役割 を ア ピ ー ル す る 事 菜
と し て 、 1 990年 （ 平成 2 年） 8 月 に 「 世 界 の ウ チ
ナ ー ン チ ュ 大 会」 が 開 催 さ れ た 。 沖縄 県の 祖国復
帰20周 年の記念 '.]J 業 と し て 行 わ れ た こ の イ ベ ン ト
は 、 世 界 各 国 の ウ チ ナ ー ン チ ュ や そ の 関 係 者 等 、

令 世 界 的 な ネ ッ ト ワ ー ク の 人 的 な 核 と し て 「 世 界
の ウ チ ナ ー ン チ ュ 民 間 大使制 度」 を 発 足 さ せ 、 そ
の 活動 を 通 じ て 、 よ り 強 ）） な 国 際 交流 市 業 と し て 、

具体的 な 展 開 を ス タ ー ト さ せ 、 今 1-I に 至 っ て ＼ ヽ る 。
ま た 、 第 3 次 沖縄振 膝 開 発 朴 画 に お し ヽ て 、 本 県

の 国際 交 流の 枯 本 方 向 及 び推進 方 針 と し て 「 南 に
お け る 国際 交流拠点 の 形 成」 を 図 る と (\,i ii'↑ づ け て
お り 、 国際交流の 架 け 柏 と し て の 本 県の 役割 は ．

層重要に な っ て い る 。
第 2 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 は 、 第 1 回大

会の成 果 を 踏 ま え て ウ チ ナ ー ン チ ュ 及 び沖縄 と 関
わ り の あ る 人 々 を 中 心 と し た 国際交流 ネ ッ ト ワ ー

ク を さ ら に 拡 大 、 充実 、 発 展 さ せ 、 産業 、 経済 、
文 化 、 学 術 等 あ ら ゆ る 分野 で の 交流事業 を 展 開 し 、
本 県 の 地域活性化 を 図 る と 共 に 相 手 国 の 発展 に も
大 き く 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て 掲 げ る も の で あ
る 。 第 2 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 は 、 世 界 で
活躍 す る 県 系 人 に 加 え 、 木 県 に 縁 の あ る 外国 人 も
一詣 に 会 す る 一 大 交流j� 業 で あ る 。

国 際 交 流 を 重 要 な 施 策 と す る 沖縄 県 が 、 地 方 レ
ベ ル か ら 国際 交流 市 業 を 展 開 、 ア ヒ゜

ー ル す る 意義
は 、 我 が 国 に と っ て も 大 き t ヽ も の で あ る 。 ま た 、

木 大 会 の 開 催 は 国際版 光 ・ 国際 コ ン ベ ン シ ョ ン 市
業 と し て 、 観 光 立 県 を 掲 げ る 本 県の 経済振 興 に も
大 き く 寄 与 す る も の で あ る 。

第 2 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 の 行 わ れ る
1 995 年 （ 平 成 7 年 ） は 、 大 平洋 戦 争 ・ 沖縄戦終 結
50周 年 の 節 [I に 当 た る 国 際 交 流 が ‘臼�‘|1 を 前提 と
し 、 平 1•1 1 を 創 ，出 す る 要 件 で あ る こ と を 考 え た 時 、

県民 一 人 ひ と り が 、 今 後2 1 世 紀 に 向 け て 本 肌 の 国
際 交 流 ・ 協 ）J 市 業 を 協 力 か つ 発 展 的 に 4―{l'：進 し て t ヽ
く こ と は 、 沖縄 は も ち ろ ん 1ご 1 本 お よ び 也 界 各 国 に
と っ て も 屯 嬰 な 意義 を 打 す る も の で あ る 。

• 9 _..-.. → へ~ -→写躙-釈"-二）

゜ 考 2 回 世 界 のウ チ ナ ー ン チ ュ 大 含 前 夜 祭 パレ ード

‘• 第2回 世界のウチナーンチュ大会を成功させ
‘ ,  •2.0、? 、

．． ; • 9 

〇：ン
主 8f 第2言 を 炉 のテ ナ ー ンチ ュ 大 会 如う る 只 会 期円 下 成 7 年11月15已 （ 水 ） ヽ1S巳 臼
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I I 総 括 関 係

I 1 . 大 会 開 催 ま で の 歩 み

1 994年
（平成 6 年）
7 · 12 「第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会開催の基本方針」 作成
8 • 4 「同基本方 針」 庁議決定
8 · 4 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会、 太平洋戦争 ・ 沖縄戦終結50周年事業 と し て 決定。

10 · 26 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員会が発足 （第 1 回実行委員会）
11 · 1 同 事務局 を 設置 （県庁内）
12 ・ 企画書の作成、 大会 シ ン ポルマ ー ク 、 ロ ゴマ ー ク 、 キ ャ ッ チ フ レ ー ズの作成

1 995年
（平成 7 年）
1 ・ 「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 ニ ュ ー ス 」 第 1 号発行。 世界170地区へ7000部配布。
1 • 28 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会の打ち

合
わせでペル ー の ピ ク ト ル ・ ア リ ト ミ 駐 日 大使 が 来 県

1 · 3 1  ポ ス ク ー ( 2 種類） 、 リ ー フ レ ッ ト で き る 。
2 · 3  

~ 18 中 南米 キ ャ ラ バ ン ( 4 人） 派遣
3 · 11 

~26 
3 · 28 

3 · 28 

3 · 29 

4 . 

4 · 28 

4 • 28 

5 · 2 

8 · 8 

8 · 15 

10 · 17 
10 · 17 
10 · 20 
11 · 1 

11 · 13 
11 · 13 

北米キ ャ ラ バ ン (4人） 派遣
市町村説明会 （ 本 島 、 周辺離島44市町村） 県庁4階講堂
市町村説明会 （宮古 6 市町村） 宮古支庁会議室
市町村説明 会 （八重山 3 市町） 八重山支庁会議室
「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 ニ ュ ー ス 」 第 2 号発 行
第 2 回実行委員会開催
「大会 を成功 さ せ る タ ベ」 琉球新 報 ホ ー ル。 県、 国際交流財団 、 琉球新報社 な ど の 関係者約80人
が参加、 来 県 中 のペ ル ー の ア プサ ロ ン ・ バ ス ケ ス 農業大臣、 ア リ ト ミ 大使 も ゲ ス ト 参加。
テ ー マ ソ ン グ に デ ィ ア マ ン テ ス の 「片手に 三線 を 」 が 決 ま り 発表。
「大会 ま で あ と 100 日 」 街頭 キ ャ ン ペ ー ン 、 パ レ ッ ト く も じ 前 。
「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 ニ ュ ー ス 」 第 3 号発行。
第 3 回実行委 員 会 開 催
「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 を 成功 さ せ る タベ」 （大会 ま で 1 か 月 ）
「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 ニ ュ ー ス 」 第 4 号 発 行
世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実施本部設置
大会場 （沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー ） に実施本部事務局移転
街頭での チ ラ シ の 配布 ・ パ レ ッ ト く も じ 前
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| 2 ． 大 会 実 行 委 員 会 関 係
■ 1 ． 実行委員会規約

＿

＿

 

（名 称）
第 1 条 本会は、 「第 2 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 実行委員会 （以下 「本会」 と い う 。 ） と 称す る 。

（ 目 的）
第 2 条 本会は、 海外に在住 し 、 経済、 文化、 学術等あ ら ゆ る 分野で活躍す る 県系人及び本 県 に 関 係 の深 い 者 を 国際的

ネ ッ ト ワ ー ク で結び、 強化す る た め 、 平成 7 年に 「第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 を 開 催 し 、 も っ て本 県 と の 交
流 を よ り 一層有機的かつ効率的に進展 さ せ、 双方の社会 ・ 経済の発展や活性化 に 資す る と と も に 、 我 が 国 の 「南 に お
け る 国際交流拠点の形成」 を 目 指す。

（事 婁）
第 3 条 本会は、 前条の 目 的 を達成す る た め次の よ う な事業 を 行 う 。

( 1 )  ウ チ ナ ー ン チ ュ 民間大使会議
( 2 )  ワ ー ル ド ・ ウ チ ナ ー ン チ ュ ・ フ ォ ー ラ ム

( 3 )  沖縄芸能交流祭
( 4 )  ス ボ ー ツ 交流祭
( 5 )  ワ ー ル ド ・ ウ チ ナ ー ン チ ュ ・ ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト
( 6 )  ワ ール ド ・ ウ チ ナ ーバザ ー ル
( 7 )  そ の他 「第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 開催に必要 な 事 業

（組 織）
第 4 条 本会は会長｀ 副会長、 委員 及び監事を も っ て組織す る 。
2 会長は、 沖縄県知事の職に あ る 者 を も って充て る 。
3 副会長、 委員及び監市は、 別表 1 に掲げ る 職 に あ る 者 と し 、 会長が委嘱す る 。

（役員の慶務）
第 5 条 会長は、 本会を代表 し 、 会務 を 総理す る 。
2 副会長 は、 会長を 補佐 し 、 会長に事故あ る と き は そ の職務 を 代理す る 。
3 その職務 を 代理す る 者は 、 あ ら か じ め会長が指定 し た者 と す る 。
4 監事は、 会長か ら 審査に付 さ れ た 決尊 魯 を 監査す る 。

（任 期）
第 6 条 役 員 、 委員 及び監事の任期は、 本会が解散 さ れ る ま で と す る 。

（会 謙）
第 7 条 会議は、 会長が招集 し 、 その議長 と な る 。
2 第 3 条に掲げる 事業 を推進する た め 、 本会は、 次の各号に掲げ る 事項 を 審議 し 、 決定す る 。

( I  } 大会運営 に 係 る 基本方針に関する こ と 。
( 2 )  事業計画に関す る こ と 。
( 3 )  予算及び決算に関す る こ と 。
( 4 }  規約の制定、 及び改廃に関する こ と 。
( 5 )  そ の 他 、 重要な事項に関する こ と 。

（膿 事）
第 8 条 本会の議市は、 出席委員の過半数で決 し 、 可否同数の と き は 、 議 長の決す る と こ ろ に よ る 。

（会長の専決処分）

第 9 条 会 長 は 、 会議 を招集す る い と ま の な い場合に お け る 緊急 な 事項につい て は 、 こ れ を 専決処分す る こ と が で き る 。
2 会長は前項の規定に よ り 専決処分 し た と き は、 こ れ を次の会議に報告 し そ の承認 を 得 な け ればな ら な い。

（幹事会）

第10条 本会 に 幹事会を お く 。

2 幹事会は委 員 会 に付議すぺ き 事案 を あ ら か じ め 調査検討 し 、 委員会の 円滑な運営 を 図 る 。
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幹事会は 幹事長、 副幹事長及び幹事 を も っ て糾織す る 。
幹事長は沖縄県総務部知事公室次長 を も っ て 充て る 。
副幹事長 及 び幹事 は別表 2 に掲 げ る 職に あ る 者 と し 、 会長が委嘱す る 。
幹事長 は 、 会 務 を 総括す る 。
幹 事長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 欠 け た と き に は 、 副幹事長が そ の職 務 を 代理す る 。
幹事長 は 、 必 要 が あ る と き は専門家又 は関係者 を 参考人 と し て幹事会に出1枯 を 求め る こ と が で き る 。

（事務局）
第 1 1 条 本会の事務 を 処理 す る た め 、 沖縄県総務 部知事公室国際交流課に事務局 を 窟 く 。
2 事務局職 員 は 、 県関係部局 、 関係機関等の職 員 を 兼務 さ せ る も の と す る 。
3 事務局 に 関 し 必要 な 事 項 は 、 会長が別 に 定 め る 。

（会 計）
第 12条 本会の経費 は 、 負担金 そ の 他の収入 を も っ て 充て る 。
第 13 条 本 会 の 会 計 年度 は 、 毎年 4 月 1 日 に 始 ま り 、 翌年 3 月 31 日 に終わ る 。
2 本 会 の 会 計 に 関 し 必 要 な 事項 は 、 会長が定め る も のの ほ か 、 沖縄県の財務 に 関 す る 諸規定の例 に よ る 。

（委 任）
第 14条 こ の規約 に 定 め る も の の ほ か 、 本会の運営 に 関 し 必要 な 事項 は 、 会長が定め る 。

附 則
こ の規約 は 、 平成 6 年 10月 26 日 か ら 施行 す る 。

■ 2 .  第 2 回世界の ウ チ ナ ー ンチ ュ 大会組織概要

・ ー ·, ． l 主 催 者

沖縄県、 （財） 沖縄県国際交流財団、

（財） 沖縄コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン ク ー 、

（財） 沖縄 ピ ジ タ ー ズ ピ ュ ー ロ ー

•- -
．． 実行委 員会 94 • 1 0  • 26 後- ...ー ・ ＇ 

会長 ： 沖縄県知事 ・ 沖縄l；り 発庁 ・ 沖縄郵政管理 事務所
・ 外 務省 ・ 沖縄県教育委員会

市長会、 町村会、 国際 協力事業団沖縄国際 セ ン ク ー 、 ・ 自 治省 ・ 沖縄県体育協会

沖縄県商工会議所連合会、 （財） オ キ ナ ワ コ ン ペ ン • 国際協力 事業団 ・ （財 ） 沖海洋博吃会記念公園

シ ョ ン ピ ュ ー ロ ー 、 マ ス コ ミ 各社、 他関連団体代表
• 国際交流基金 管理財団
• 関係国大使館 ・ マ ス コ ミ 各社

事務局 94 • 1 1  • 1 協

琉球
報付
新 : ＾ 翡開， 

事務局長 ： 沖縄県OO際交流謀長 • 各 市町村 ・ 各 企 業 及び団体

・ 沖 縄 県 国 際 交 流 課 ・ 沖縄 コ ンペンシ ョ ンセ ン ク ー

・ 沖縄県国際交流財団 ・ 沖縄 ピジ ク ーズピューロー

総括班 I 招待班 I イ ペ ン ト 班 I 広報班
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■ 3 ． 実行委 員 会名 簿 別表 l

役員／委員 所 属 役 ． 委 員 沖 縄 テ レ ビ 放 送 社 長

会 長 沖 縄 阻 知 事 委 員 沖 縄 タ イ ム ス 社 社 長

副 会 長 沖 縄 県 副 知 事 委 員 琉 球 新 報 社 社 長

副 会 長 沖 縄 限 副 知 ll9 委 貝 （株） ラ ジ オ 沖 縄 社 長

副 会 長 沖 縄 屈 出 納 長 委 員 F M 沖 縄 社 長

副 会 長 沖 縄 臥 政 箇 讀 整 監 委 員 （ 社 ） 沖 縄 県 バ ス 協 会 ＾ 工 長

副 会 長 沖 縄 凩 技 監 委 員 （ 社 ） 沖縄県 ク ク シ ー 協 会 ＾ コス 長

副 会 長 沖 縄 県 市 長 ＾ 工 工^ 長 委 員 沖 縄 電 力 株 式 会 社 社 長

副 会 長 沖 縄 県 町 村 ＾ 工 工^ 長 委 貝 り ゅ う ぎ ん 国 際 化 捩 興 財 団 ＾ ェス 長

副 会 長 iII囁lコ ンペ ン シ ョ ン セ ン ク ー 副 理 事 長 委 員 第二笥ffl （株） 沖縄営業所 所 長

副 会 長 沖縄 ピ ジ タ ー ズ ピ ュ ー ロ ー 理 事 長 委 員 沖 縄 県 社 会 福 祉 協 議 会 工ヽ二 長

副 会 長 沖 縄 県 国 際 交 流 財 団 副 理 事 長 委 員 沖 縄 県 身 体閲害者 福 祉 協 会 会 長

委 員 沖 縄 駄 総 務 部 長 委 員 ひ め ゆ り 同 窓 会 会 長

委 員 沖 縄 限 知 事 公 室 長 委 員 沖 縄 県 遺 族 連 合 会 会 長

委 員 沖 縄 県 企 酉 開 発 部 長 委 員 国 際 、ノ ロ プ チ ミ ス ト 沖 縄 会 長

委 貝 沖 縄 県 振 輿 開 発 室 長 委 員 財 団 法 人 お き な わ 女 性 財 団 理 事

委 貝 沖 縄 只 生 活 福 祉 部 長 委 員 在 沖 米 国 商 工 会 議 所 会 頭

委 員 沖 縄 県 環 境 保 健 部 長 委 員 中 琉 文 化 経 済 協 会 代 表

委 目 沖 縄 県 病 院 管 理 局 長 委 員 在那覇 フ ィ リ ピ ン 名 営領事館 名 営 領 事

委 員 沖 縄 屈 農 林 水 産 部 長 委 員 在那覇 プ ラ ジ ル 名 蛍領 事 館 名 営 領 事

委 員 沖 縄 県 商 工 労 働 部 長 委 員 在nli添パ ラ グア イ 名 営領事館 名 誉 領 事

委 員 沖 縄 県 観 光 文 化 局 長 委 員 在那覇ペルー共和国名営領事館 名 誉 領 事

委 貝 沖 縄 県 土 木 建 築 部 長 委 員 在那覇ペルー共和国名岱領事館 名 営 領 事

委 員 沖 縄 県 枚 育 長 委 員 沖 縄 県 青 年 海 外 協 力 協 会 会 長

委 員 沖 縄 阻 企 業 局 長 監 事 沖 縄 県 総 務 部 次 長

委 員 沖 縄 県 賢 察 本 部 長 監 事 沖 縄 県 出 納 事 務 局 長

委 員 沖 縄 県 銀 行 協 会 会 長

委 員 沖 縄 県 人 材 育 成 財 団 理 事 長

委 員 海洋博覧会記念公園管理財団 常 務 理 事

委 員 オキナワコンペンショ ンピューロー 副 会 長

委 員 沖 縄 国 院 セ ン ク ー 所 長 幹事会名簿 別表 2

委 貝 沖 縄 県 体 育 協 会 会 長 役員／委員 所 属 役 職
委 員 沖 縄 県 工 業 連 合 会 ＾ 工 長 幹 事 長 沖 縄 県 知 事 公 室 次 長
委 員 沖 縄 県 商 工 会 議 所 連 合 会 会 長 副 幹 項 長 沖 縄 県 総 務 部 次 長
委 員 沖 縄 県 経 営 者 協 会 会 長 幹 事 沖 縄 県 企 画 開 発 部 次 長
委 貝 沖縄惧 中 小企業団体 中 央会 会 長 幹 事 沖 縄 県 振 興 開 発 室 次 長
委 員 協伺組合沖縄フリー ト レー ドゾーン 理 事 長 幹 事 沖 縄 県 生 活 福 祉 部 次 長
委 貝 沖縄県 農 業 協 同 組 合 中 央 会 会 長 幹 専 沖 縄 県 環 境 保 間 部 次 長
委 員 沖 縄 県 水 産 業 中 央 会 会 長 幹 庫 沖 縄 県 病 院 管 理 局 次 長
委 員 8 本if年会議所沖縄地区協議会 会 長 幹 事 沖 縄 県 農 林 水 産 部 次 長
委 員 沖 縄 県 青 年 団 協 議 会 ＾ 工 長 幹 事 沖 縄 県 商 工 労 働 部 次 長
委 員 沖 縄 県 婦 人 連 合 会 会 長 幹 19 沖 縄 県 観 光 文 化 局 次 長
委 員 沖縄Uホテル恢且閑燒術生目臭者籍合 副 理 事 長 幹 専 沖 縄 県 土 木 建 築 部 次 長
委 員 沖 縄 県 善 怠 通 訳 友 の 会 会 長 幹 事 沖 縄 県 教 育 次 長
委 員 N T T 沖 縄 支 店 支 店 長 幹 事 沖 縄 県 誓察本部 参 事官兼
委 員 日 本 テ レ コ ム 沖 縄 支 店 支 店 長 誓 務 課 長
委 員 K D D 沖 縄 支 社 支 店 長 幹 事 沖 縄 県 企 業 局 次 長

委 貝 国院デジクル通信株式会社沖縄営烹所 P斤 長 幹 事 沖縄 ピ ジ ク ー ズ ピ ュ ー ロ ー 事 務 局 長

委 員 N H K 沖 縄 放 送 局 局 長 幹 事 沖縄コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン ク ー 事 務 局 長

委 員 液 球 放 送 （株） 社 長 幹 布 沖 縄 県 国 際 交 流 財 団 事 務 局 長
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■ 4 ． 実行委員会事務局の組織及び運営 に関す る 規程

第 1 章 総 則

（趣 旨 ）
第 1 条 こ の規程 は 、 「 第 2 回 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 実行委 員 会規約第11条 3 項の規定 に 基づ き 、 「 第 2 回 世 界 の

ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 」 実行委員 会 事務局 （以下 「事務局」 と 言 う 。 ） の組織及び連営 に 関 し 必 要 な 事項 を 定 め る も の
と す る 。

第 2 章 事 務 局

（事務局）
第 2 条 事 務 局 は 、 沖縄県総務部知事公室国際交流課内 に お く 。

（業 務 ）
第 3 条 事 務 局 は 、 「 第 2 回 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 実行委員 会 に 関 す る 一 切の事務 を 処理す る 。

（組織 及 び所掌事務）
第 4 条 事 務 局 に 別 表 第 1 に 掲 げ る 班 を 誼 き 、 そ れぞれ同表に掲げ る 事務 を 分掌す る 。

（職 員 ）
第 5 条 事務局 に次の職員 を 誼 く 。

( 1 )  事務局長
( 2 )  事 務局副参事兼次長
( 3 )  事 務局次長
( 4 )  班 長
( 5 )  班 員

2 事 務 局 長 は 、 沖縄県総務部知事公室国際交流課長 を も っ て 充 て る 。
3 会長は前項 に 定 め る も のの ほ か 、 特 に必要 が あ る と 認め る と き は、 職 員 を 任命又 は委嘱す る こ と が で き る 。

（職 務 ）
第 6 条 事務局長は、 会 長の 命 を 受 け 事務 を 総括 し 、 職員 を 指揮監督す る 。
2 事務局副参事兼次長は、 イ ペ ン ト の企画 ・ 実施に 係 る 事項 を処理す る 。
3 事務局次 長 は 、 事務局長 を 補佐 し 、 事務局長に事故あ る と き は 、 事務局次長が そ の職務 を 代理す る 。
4 班 長 は 、 上 司の 命 を 受 け班の事務 を 総括す る 。
5 班 長 は 、 上司の命 を 受 け 事務 に 従事す る 。

第 3 章 事務の決裁

（専 決）
第 7 条 事 務 局 長 及 ぴ班 長 は 、 別表第 2 に掲げ る 事項 を 専決す る こ と がで き る 。

（代理決裁）
第 8 条 会 長 が 不 在の と き は 、 あ ら か じ め 、 会長が指定 し た 副会長が、 会 長 及 び副会長が と も に 不在の と き は 、 事 務 局

長 が そ の事 務 を 代理決裁す る 。
2 事務局長が不在の と き は 、 事務局次長 が そ の職務 を 代理決裁す る 。
3 代理決裁 し た 事項 に つ い て は 、 専決すべ き 者 に速や か に 後 閲 を 受 け 、 又は報告 し な け ぱな ら な い。

（ 重 要 事項 の 専決保留）
第 9 条 専決者 は 、 こ の規程の定め る と こ ろ に よ り 、 専決で き る 事項 で あ っ て も 、 事案の内容が特 に 頂 要で あ る も の 、
巽例の も の 、 疑義の あ る も の 、 頂大な紛争 を 生ず る お そ れの あ る も の等 は 、 上司の決裁 を 受 け な け れ ば な ら な い。

第 4 章 文 章
（ 収 受 及 び発送）
第 10条 事 務 局 に到着 し た 文掛 及 び物品は、 総括班で収受 し 、 配布す る も の と す る 。
（記号 及 び 番 号 ）
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第 1 1 条 文 得 に は 、 「 世 ウ 委」 の記号 を 付 し 、 総括班備 え 付 けの 文書処理簿 に よ る 一連番号 を つ け な け れば な ら な い。
た だ し 、 簡 易な文書について は、 こ れ を省略する こ と がで き る 。

（発信者 名 ）
第 12条 文書の発信者は、 会長名 を用いる も の と す る 。 た だ し 、 事案の軽 易 な 文害 に あ っ て は事務局長名 を 用 い る こ と

が で き る 。

（合 議）
第13条 他の班に関係が あ る と 認め ら れる起案文書 につい て は 、 当 該班 に 合議 し な ければな ら な い。

第 5 ● 公 印

（公 印）
第15条 公印の種類は、 別表第 3 の と お り と す る。
2 前項 に定め る公印の管理者は、 総括班長 と す る。

第 6 ● 服 務

（服 務）
第16条 職員の服務については、 沖縄県職員の例に よ る 。

第 7 ● 財 務

（予算案の作成）
第17条 耶務局長は、 予算案 を作成 し 、 会長の決裁 を 受 け な ければな ら な い。 予算の補正 に つ い て も 同様 と す る 。

（出納員 の設置）
第18条 事務局に 出納員 を置 く 。
2 出納員 は、 事務局次長を も って 充て る 。
3 出納員の朦務は、 次の各号の と お り と す る 。

( 1 ) 現金 （証券 を含む） の出納及び保管に 関す る こ と 。
( 2 ) 物品の出納及び管理に関す る こ と 。
( 3 ) 前各号に付随す る会計事務に関する こ と 。

4 事務局次長が不在の場合、 総括班長が出納員 の戦務 を代理す る 。

（出納閉鎖）
第19条 出納は、 翌年度の 5 月 31 日 に 閉鎖す る。
2 前項の出納閉鎖期 日 は、 会長がやむ を得 な い と 認め る と き は 、 そ の 期 日 を 変更す る こ と がで き る 。

（金融機関の指定）

第20条 現金の出納は、 事務局長が指定す る 金融機関 を 通 し て 取 り 扱 う も の と す る 。

（決 算）

第21条 出納員 は、 出納閉鎖後60 日 以内 に収入支出決算書 を 、 会長に提出 し な け ればな ら な い。

第 8 章 補 足

第22条 こ の規程に定め る も ののほか、 事務局の運営に関 し て は、 沖縄県の諸規則等の 例 に よ る 。

付 則
こ の規程は、 平成 6 年11月 1 日 か ら 施行す る 。
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く別表第 1 〉 第 4 条関係
班 名

総 括 班

所 掌 事 務
1 予 算 （負担金） に 関 す る こ と 。
2 人 事 に 関す る こ と 。
3 規約 ・ 規程の作成 に 関す る こ と 。
4 大会の指針 と な る 碁本方針の策定 に 関す る こ と 。
5 事務局の予算 に 関す る こ と 。
6 諸規定の改廃に 関 す る こ と 。
7 出納事務 に 関す る こ と 。
8 外国 と の一般連絡 ・ 調整 に 関 す る こ と 。
9 委員会、 幹事会 に 関 す る こ と 。
10 寄付金 に 関す る こ と 。
11 大会の 収 支 に 関す る こ と 。
12 委託業務の総合管理 ・ 調整 に 関 す る こ と 。
1 事前PRに 関 す る こ と 。
2 開 ・ 閉会の記者会見 に 関 す る こ と 。

広 報 班 3 大会 シ ン ポルマ ー ク の取 り 扱い に 係 る 規程の制定に 関 す る こ と 。
4 キ ャ ラ バ ン の 計画 、 人選 、 派遣 に 関 す る こ と 。

招 待 班

5 委託業務の管理 ・ 謂整 に 関 す る こ と 。
1 VIPの 人選 に 関す る こ と 。
2 民間大使 • 特

別
招待者の選定 に 関 す る こ と 。

3 海外県人会 と の連絡 ・ 調整 に 関 す る こ と 。
4 キ ャ リ ア エ ー ジ ェ ン ト 等への 協力依頼に 関 す る こ と 。
5 各国首脳か ら の メ ッ セ ー ジ に 関 す る こ と 。
6 招待客 及び一般参加者の宿泊 ・ 輸送 に 関す る こ と 。
7 委託業務の管理 ・ 聞整 に 関 す る こ と 。
1 各市町村への 関 連 イ ベ ン ト に 関 す る 連絡 • 閲整 に 関 す る こ と 。
2 実 施 イベン ト の進行 ・ 管理 に 関 す る こ と 。

イ ベ ン ト 班
3 50周年関連 イ ベン ト に 係 る 他部局 と の調整に 関 す る こ と 。
4 各 イ ペ ン ト ヘの 外国 か ら の参加 に 関 す る こ と 。
5 委託業務の管理 ・ 調整 に 関す る こ と 。
6 イ ベン ト に 係 る 企画 ・ 実 施の委託業務に 関 す る こ と 。

く 別表第 2 〉 第 7 条関係
1 事務局長専決事項

( 1 ) 班長及び班 員 の任命
( 2 ) 事務局長、 事務局副参事兼

次
長 、 事務局長、 班長、 班 員 の旅行命令及 び復命の受理

( 3 ) 職 員 以 外 の 者の旅行依頼及び報告の受理
( 4 ) 国 、 市町村、 関係機関 と の 協議
( 5 ) 重 要 な 通達 、 進達、 副 申 、 通知、 照会、 回 答 ま た は報告
( 6 ) シ ン ポ ルマ ー ク の使用許可及び協賛の付与
( 7 ) 予 算の 配 当 、 流用及び収入金の讃定並びに徴収
( 8 ) 支 出 負担行為の決定及び支 出 命令

2 班長専決事項
( 1 ) 班 員 の 事務分担
( 2 ) 軽 易 な 通達、 進達、 副 申 、 通知、 照会、 回答 ま た は報告

く 別表 第 3 〉 第1 5条関係

公印の種類 ひ な 型 寸 法

会 長 印
第 2 回世界 のウチナーンチュ 70 ミ リ メ ー ト ）いF方

大会 実 行委員会会長之印 れ い書

事務局長印
第 2 回世界 のウチナーンチュ 70 ミ リ メ ー ト ）いF方

大会 実 行委員 会事務局長之印 れい書
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■5． 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委 員 会事務局組織図
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| 3 ． 大 会 実施本部組織体制関係

■ 1 ． 実施本部設置要綱

（ 目 的 ）
第 1 条 こ の 要 綱 は 、 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 （以下 「大会」 と い う 。 ） の 開 催趣旨 に 沿 っ て 、 各種 イ ペ ン
ト を 円滑 • 安全に 実施 し 、 大会の成功 を 期す る た め 、 「第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実施本部」 （以下 「実施本部」
と い う 。 ） の組織及び運 営 に つ いて 必 要 な 事項 を 定め る も の で あ る 。

（組 織）
第 2 条 実施本部 は 、 第 2 回世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員 会及び事務局の ス ク ッ フ を 中 心 に 、 関係団体等 か ら の

協 力 支援 を 得て 組織す る 。
2 実施本部の組織体制 は 、 本部長 （実行委員 会会長 沖縄県知事 大田昌秀） 以下、 別添 「実施本部組織体制図」 の

と お り と す る 。

（役員 の職務）
第 3 条 本部長は、 実施本部の 会 務 を 総理す る 。
2 副 本 部 長 は 、 本 部長 を 補佐 し 、 本 部長不在の と き 、 ま た は 事故 あ る と き は 、 そ の職務 を 代理す る 。 但 し 、 そ の職務

を 代理す る 者 は 、 予め 本部長が指定 し た 者 と す る 。
3 統括部 長 は 、 必 要 に応 じ て 統括幹事 と 協議 し て 、 実施本部事務局の大会運営 に 係 る 重要事項 を 総括す る 。
4 統括次 長 は 、 統括部長 を 補佐 し 、 統括部長不在の と き 、 ま た は事故 あ る と き は、 そ の職 務 を 代理す る 。 但 し 、 そ の

職務 を代理す る 者 は 、 予 め統括部長が指定す る 。

（実擁本部事務局）
第 4 条 実施本部事務局 は 、 別表の 「各部、 各班の業務内容」 に 示す実施本部の事務 を 処理す る 。
2 事 務 局 長 は 、 実施本部事務局の事務 を 総括 し 、 職 員 を 指揮監督す る 。
3 副参事兼次長 は 、 イ ペ ン ト の実施 ・ 監督に 係 る 事務 を 処理す る 。
4 事務局次 長 は 、 事務局長 を 補佐 し 、 事務局長 に 事故 あ る と き は 、 事務局長 を 代理す る 。

（応援体制）
第 5 条 本 部 長 は 、 大 会開 催 中 、 共催 3 団体か ら 、 施設提供 、 便宜供与、 職 員 の派遺等 を 求め る と と も に 、 必 要 に 応 じ

て 通訳等一般か ら の ポ ラ ン テ ィ ア を 募 る 。

（非常時の管理体制）
第 6 条 本 部 長 は 、 台風等の荒天又 は突発の事故等 に よ り 予定 ど お り の大会業務運営 が不可能 と 判断 さ れ る 場合 は 、 統

括部長及び実施本 部事務局の報告 に 基づ き 、 実施計画内容の変更又 は 中 止 を 決定す る 。

（実施本部設置の時期）
第 7 条 実施本部の設置 に つ い て は 1995年11 月 1 日 と し 、 1 1 月 13 日 か ら 19 日 ま での 間 は 、 沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン ク ー

内 に 実施本部事務局 を 置 く 。
2 実施本部 は 、 大会の終 了 に伴い 、 解散す る 。

（雑 則 ）
第 8 条 こ の 要 綱 に 定め る も のの ほ か 、 実施本部の運営 に 関 し必要 な 事項 は 、 本部長が別に 定 め る 。
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■ 2 .  実施本部組織体制図
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全人員 1 90人

本部長 9,t知 ’" 大 田 昂 秀
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［別 表］
■ 3 ． 各部 、 各班の業務内容
総務部 ： 大会全般の運営 に 係 る 総合調整、 総合案 内 、 苦情処理の ほ か、 他の部に属 し な い業務 を 処理す る 。

班 名 係 名 業 務 概 要 摘 要

l ． 総務班 1 ①総務係 ( 9 人）
(19人）

班 長 1
副班長 1

②救護係 ( 3 人）

大会全般に係 る 諸業務、 総
合

讃整、 総
合

案内所、 会場内外 の ア
総

合
案内、 苦梢処理、 各部各班 と の ナ ウ ン ス、 「苦情台帳」 作成

連絡讃 整 に 関す る こ と 。 1 招待者旅費支払

③食糧係 ( 2 人）

医療救護の業務 に 関 す る こ と 。 看護婦 l 名 （海邦病院と連絡）

「救護台帳」 の整備

大会本部の 弁 当 、 飲み物等の管理配 I 各部、 各班員への配布
布 に 関 す る こ と 。
そ の他食糧の管理に 関 す る こ と 。

④備品 係 ( 1 人） 大 会 に 必 要 な 資料等の管理、 配布に
関す る こ と 。
必要な機材等の管理に 関 す る こ と 。

パ ン フ レ ッ ト 、 チ ラ シ 、 プ
ロ グ ラ ム 等 大 会 資 料 の 管
理。 機材の管理

⑤遺失物係 ( 2 人） I 会場内 に お け る 遺失物 ・ 拾得物の収
1

「遺失物台帳」 の作成
集管理、 迷

子
の保護 に 関 す る こ と 。 「拾得物台帳」 の 作成

各 部 、 各班か ら の情報収集、 事務引 「迷
子

台帳」 の作成
き 継 ぎに 関 す る こ と 。

2 ． 受付班 1 ①受付係 ( 18人）
(21人）

班 長 1

副班長 1

オ ー プニ ン グセ レ モ ニ ー 及 び フ ィ ナ ー 通訳 ポ ラ ン テ ィ ア 、 一般 ポ
レ ・ レ セ プシ ョ ン の 受 付 け に 関 す る ラ ン テ ィ ア 動 員 、 V I P 、
こ と 。 受 1寸 カ ー ドの受取 り 、 プ ロ グ 海 外 、 国 内 別 の 受 付 、 受 付

． ラ ム等、 記念品の配布に関す る こ と 。 後記念品の準備

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -►  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - .  - - - - - - - - - - - - - -·- - - - - - - - - - - - - - - - - -

②ク ロ ー ク係 ( 1 人） I 招待者の貴重品以外の手荷物等の 一 貴 重 品 は除 く 。 招待 者 を 原
時預か り に 関 す る こ と 。 1 則 と す る 。

常時は設誼 し な い。
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総務部

班 名 I 係 名 業 務 概 要 摘 要

3 . 接待班
(23人）

班 長 1
副班長 2

①接待係 ( 6 人）
＼ 

来究の出席確認、 移動計画、 連絡讃 通訳対応、 V I P ル ームの

整、 湯茶接待等並びに 一般参加者 の 準備 ・ 管理、 湯茶準備、 湯
ための湯茶接待に関する こ と。 茶接待ポラ ン テ ィ ア

②案内係 ( 4 人） I 来賓等の誘導、 会場案内に関する こと。 1 入 口 か ら の誘導、 通訳対応

接伴員 (10人） V I P の 県内滞在中 に お け る 視察、
訪問等の接伴に関す る こ と。

部 ・ 課 長 ク ラ ス 等 で対応
（通訳 を 要す る ）

4 . 広報班
( 4 人）

班 長 l
副班長 1

係 ( 2 人） 報道機関との連絡讃整及び プ レ ス セ 各 部 、 各 班 か ら の情 報 集
ン タ ー の管理 に 関する こ と。 そ の他 約 、 日 程 の変更、 イ ベ ン ト
大会広報一般業務 に 関す る こ と。 結果の報道

5 . パ ー テ ィ 係 ( 4 人） 歓迎 レ セ プシ ョ ン 、 海外県人会会長 1 通訳対応 、
一班 会議懇親会の運営管理に関する こ と。
( 6 人） （国内県人会会長懇親会）

班 長 1
副班長 1

6 . 会議班 係 ( 7 人） 民間大使会議、 ワ ー ル ド ・ ウ チ ナ ー 部会結果 のと り まと め 。 全
( 9 人） ン チュフォー ラムの進行、 連絡、 コ 体 コ ミ ュ ニ ケ の作成。 通訳

班 長 1 ミ ュ ニ ケ等会議結果 の総括に 関す る 対応。 プ レ ス 対応。 旅費支
副班長 1 こ と。 給対応。

7 ．首里城班
( 6 人）

班 長 1

副班長 l 

① 総務係 ( 1 人） イ ペ ン ト 総合潤整、 問い合わせ、 苦
情処理等 に関す る こ と。 各部、 各班
との連絡調整に関する こと。
報道機関への対応及び連絡調整 に 関
する こと。
遺失物 ・ 迷子の保設管理に関する こと。

受 け 付 け 、 総合案 内 、 場内
ア ナ ウ ン ス 、 バ ス 輸送の チ
ェ ッ ク 、 弁 当 配布 、 「苦情
台 帳 」 作 成 、 「遺 失 物 台
帳」 作成、 「迷子台帳」作
成
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総務部

班 名 係 名 業 務 概 饗 摘 要

② 救護係 ( 1 人）

③ 整理係 ( 1 人）

医療救獲の業務 に 関す る こ と 。 「救護台帳」 の 整備

会場内外の案内、 交通対策 、 駐車場 I バス 発着の対応。
の管理に 関 す る こ と 。

④ 出場者係
( 1 人）

通訳業務 に 関す る こ と 。
1

事 前打 ち
合

わ せ 、
出場者と の調整、 通訳に関する こ と 。 受付通訳、 会場通訳、

8 総
合

運 動 公 1 ① 総務 係 ( 1 人）
園班

( 6 人）
班 長 1
副班長 1 

イ ベ ン ト 総
合

調整、 問 い
合

わせ、 苦 受 け 付 け 、 総
合

案 内 、 場 内
情処理等 に 関 す る こ と 。 各 部 、 各班 ア ナ ウ ン ス 、 バ ス 輸送 の チ
と の連絡調整に関す る こ と 。 ェ ッ ク 、 弁 当 配布 、 「苦情
報道機関への対応及び連絡調整 に 関 台帳」 作成、 「遺失物台帳」
す る こ と 。 作成、 「迷

子
台帳」 作成

遺失物 ・ 迷
子

の保護管理に関する こ と 。

② 救護係 ( 1 人）

③ 整理係 ( 1 人）

医療救護 の 業務 に 関 す る こ と 。 「救護台帳」 の 整備

会場内外の案内、 交通対策、 駐車場 1 バ ス 発 着 の 対応。
の 管理 に 関す る こ と 。

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - — ► - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 場 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

④ 出場者係
( 1 人）

通訳業務 に 関す る こ と 。
l

事前打ち
合

わ せ 、
出場者 と の讃整、 通訳に関す る こ と 。 受付通訳、 会場通訳、
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イ ペン ト 部 ： イ ペン ト 部門の管理 ・ 監督、 総合調整、 問い合わせ、 苦情処理等に関す る 業務 を 処理す る 。

班 名 係 名 婁 務 概 妻 摘 要

l ．総務班 係 ( 3 人） イ ベ ン ト 部門に関す る 総括業務 に 関 イ ベ ン ト 、 競技結 果 の 取 り
( 5 人） す る こ と 。 ま と め広報対応 （広報班）

班 長 1 問い
合

わせ、 苦情処理に関す る こ と 。 遺失物、 迷
子

の 連絡 、 弁 当
副班長 l の受配通訳連絡 、

各イ ペ ン ト 会場 と の連絡調整 に 関す
る こ と 。

2 ． イ ベ ン ト 班 係 ( 8 人） イ ベ ン ト の実施に関す る こ と 。 会場整理 （会場班 と の連絡
(10人） 調整）

班 長 1 競技結果報告、 出 演者連絡
副班長 1 
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会場整理部 ： 各 イ ペン ト 等を 安全円滑に実旅す る ため、 宜野湾市会場内外の整理全般に関す る業務 を 処理す る 。

班 名 係 名 業 務 概 饗 摘 甕

l ．会場班 1 ①案内係 ( 17人）
(24人）

班 長 1
副班長 1 

②整理係 ( 3 人）

鑓内外の案内、 誘導に 関する こ と 。 1 オ ー プニ ン グ セ レ モ ニ ー 及
び フ ィ ナ ー レ 、 受付班 と の
連携、

会場内外の整理、 保安及び植栽管理 式典場内での待機 、 場外の
に 関 す る こ と 。 1 整理

③連絡係 ( 2 人） I 各部、 各班と の連絡調整に関する こ と。

2 ．交通班 1 ①誘導係 ( 5 人）
(13人）

班 長 1
副班長 1 

会場内外の交通整理 に 関 す る こ と 。 I 駐車証、 各専用駐車場、 バ
ス 待機一般市民への案 内

②駐車場係 ( 4 人） I 会場内外の駐車場の管理に関する こ と。 I 駐車場内の誘導 、 無許可車
両の チ ェ ッ ク 、 駐車場内 で
の事故予防

③連絡係 ( 2 人） I 各駐車場 と の連絡調整に 関する こ と 。
1

駐車状況の連絡 、 警 備 会社
場内駐車場、 場外一般駐車場 （北谷、 と の連絡
港J 1 1 、 宜野湾） と の連絡調 整 に 関 す
る こ と 。
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通 訳 部 ： 大 会 運 営 に 係 る 通 訳 、 翻 訳 に 関 す る 業 務 を 処 理 す る 。

班 名 係 名 婁 務 概 要 摘 要

1 総務班 1 ①総務係 ( I 人）
( 5 人）

班 長 1
副班長 1 

②受付係 ( 1 人）

通訳、 翻訳に係る総合調整、 各 イ ベ プロ通訳、 ポラン テ ィ ア通訳
ン ト 会場との連絡閲整に関すること。 「ポラ ン テ ィ ア 動員 台帳」

点検

③パ ー テ ィ ー 係
( 1 人）

オ ー プニ ン グ セレ モ ニ ー 及びフ ィ ナ I V I P 対応通訳、
ー レ の受付時に おける通訳 に 関する
こと

歓迎 レ セプシ ョン 等 各種のパ ー テ ィ I プロ通訳、 ポラン テ ィ ア通訳
ー に お ける通訳に 関するこ と。

2 ．会場案内班 1 ①総合案内係
I

総合菊噸における饂に関すること。 1 総務 部 総 務 班 と の 連携 、 場
( 5 人） （ 1 人） 内 アナウ ン ス 、 外国語訳資料

班 長 1 
副班長 I 

②会場係 ( 1 人） l 各 イ ペ ン ト 会場 に お ける通訳に 関す 各会場 受 け 付 け 、 パ ザ ー ル
ること。 等 各 会場 の 巡 回 、

③会議係 ( 1 人） 1 民間大使会議等各種会議 に お ける通 プ ロ 通訳 、 事 前 準 備 、 事 後
訳 ・ 翻訳に 関するこ と。 点検

管理部 ： コ ンペ ン シ ョ ン セ ン タ ー施設の管理全般に関す る 業務 を処理 す る 。

班 名 係 名 業 務 概 要 摘 要

l ．管理班 コ ン ベ ン シ ョン セン ク ー 施設の管理
( 2 人） 全般に関するこ と。

班 長 l 会場の 各種機材、 備 品 、 電気等の 点
副班長 1 検、 会場の開閉等に 関すること。
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[ 4 ． 大 会 予 算

■ 1 . 実行委 員会94年度収支

平 成 6 年 度 収 入 支 出 決 算

収入の部

目 当初予算額 増 減 額 予算現額 収入済額 過不足額 駁 明

負 担 金 31,843,000 ゜ 31,843,000 31,843,000 ゜ 県負捐金

雑 入 ゜ 21,667 21,667 21,667 ゜ 普通預金決算利息

計 31 ,843,000 21,667 31,864,667 31,864,667 ゜

単位 ： 円

支 出 の部

目 当初予算額 増 減 額 予算現額 支出済額 予算残額 駁 明

共 済 費 5,000 888 5,888 5,888 ゜
賃 金 584,000 △ 90,248 493,752 493,752 ゜
旅 費 9,494,000 △ 1,147,618 8,346,382 8,346,382 ゜

（普通旅費） 1 ,814,000 △ 749,844 1,064,156 1,064,156 ゜
（特別旅費） 6,716,000 450,450 7,166,450 7, 166,450 ゜
（費用弁償） 964,000 △ 848,224 1 15,776 115,776 ゜

濡 用 費 2,970,000 1 ,640,540 4,610,540 4,610,540 ゜
（消耗品費） 450,000 650,070 1,100,070 1,100,070 ゜

（ 食糧費） 1 ,520,000 288,253 1 ,808,253 1,808,253 ゜
（印刷製本費） 1,000,000 702,217 1 ,702 217 1,702 217 ゜

役 務 費 1,355,000 △ 592,526 762,474 762,474 ゜
（通信運拓費） 1 ,355,000 △ 613,126 741,874 741,874 ゜

（広告料） ゜ 20,600 20,600 20,600 ゜
委 託 料 16,661,000 △ 911,000 15,750,000 15,750,000 ゜

陳用料及び賃僭料 557,000 △ 184,070 372,930 372,930 ゜
備 品 購 入 費 217,000 1,305,701 1,522,701 1 ,522,701 ゜

計 31,843,000 21 ,667 31,864,667 31,864,667 ゜
収入総額

支出総額

収入支出差引額

31,864,667 円

31,864,667 円

0 円

翌年度へ繰 り 越すべ き 財源

（繰越明許＂繰越額）

実質収支額

0 円

0 円
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■ 2 ． 実行委員会95年度収支

平 成 7 年 度 収 入 支 出 決 算
収入の部

目 ＊ 年 裏 前 年 霞 比 較

負捐金 315,000 31,843 283,157 

協賛金 10,000 ゜ 10,000 

雑入 1,345 22 1 ,323 

計 326,345 31,865 294,480 

支出の部
財 源 内 容

目 ＊ 年 霞 前 年 霞 比 較 県負担金 そ の他

賃 金 4,944 494 4,450 4,944 ゜
共 済 賣 86 6 80 86 ゜

覗慣費 (6,439) ゜ 6,439 6,439 ゜
（報償金） 60,500 ゜ (6,439) (6,439) ゜

旅 賣 35,754 8,346 切，408 35,754 ゜
（ 普通旅費 ） 914 1,064 △ 150 1,000 ゜
（ 特別旅費 ） 34,008 7,166 26,842 34,008 ゜
（ 費用弁償 ） 832 1 16 716 832 ゜

需 用 費 12,629 4,611 8,018 12,246 383 

（ 食 糧 費 ） 6,298 1,100 5,198 5,915 383 

（ 消耗品費 ） 4,895 1,809 3,086 4,895 ゜
（印刷製本費） 1 ,436 1,702 △ 266 1,436 ゜

役務 費 6,408 762 5,646 5,446 962 

（通信運粕費） 6,049 741 5,308 5,087 962 

（筆記含み訳料） 359 ゜ 359 359 ゜
（ 広 告 料 ） ゜ 21 △ 21 ゜ ゜

使用料及び賃ilffi 3,531 373 3,158 3,531 ゜
偏品購入費 510 1 ,523 △ 1,013 510 ゜
委 託 料 256,044 15,750 240,294 246,044 10,000 

計 326,345 31,865 293,480 315,000 1 1 ,345 
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単位 ： 千円

傭 考

県負担金受入

市町村協賛金

預金利子

単位 ： 千円

説 明 及 び 積 算 内 訳

事務補助及び大会補助要員

賃金雇用 に 伴 う 保険料

大会参加記念品等

屑係員関（国）への説明、 讚竪等事務局運営

海 外招待者旅費一部負担分

胃係機関（国）への説明、 舅整等旅行依員分

開係者息誌会、 大会弁当、 委員会開催t"’
表敬者土産代 、 事務消耗品等

大会用印刷物、 その他庫務用印刷物等

電話料、 文書等発送料」

ポル ト ガ）澤翻訳 暉甜犬、 礼杓

ク ク シー、 コ ピー 、 F A X 、 パソ コ ン伎月”

記録 ピ デ オ の防湿庫

イ ペ ン ト 委託 招待業務委託



| 5 ． 寄付 協 賛 関 係

• 第 2 回 世 界 のウ チ ナ ー ン チ ュ 大会に は 多 く の企業 ・ 団体及び個人 か ら 寄付金 ・ 協賛金 ・ 物品給付の形で
財政的支援が寄せ ら れた 。 そ の 内容は以下の と お り であ る 。

■ 寄付者一覧 単位 ： 円

所 属 金 額

株式会社 ホ テ ル西武オ リ オ ン 1,0 00,000 
株式会社島袋 20 ,000 
沖縄高速印刷株式会社 30 ,000 
瑞穂酒造株式会社 20 ,000 
那 覇青果物卸商事業 協 同組合 100,0 00 
旭建設株式会社 150 ,0 0 0  
沖縄道路株式会社 30 ,000 
株式会社南海建設 10 0 ,0 0 0  
沖縄乗用 自動車事業協同組合協同焦線 ク ク シ ー 30 ,000 
株式会社 Y K K A P 沖縄 20 ,0 0 0  
株式会社 ざ ま み ダ ン ポ ー ル 30 ,000 
浦添市管工事事業協同組合 10 , 000 
（社） 沖縄県建設業協会 100,000 
平安座総合開 発株式会社 50 ,0 0 0  
株式会社 名 城 20 ,0 0 0  
第一食糧株式会社 50 ,0 0 0  
丸尾建設株式会社 50,0 0 0  
沖 水化成株式会社 10 ,000 
財団法人沖縄県学校給食会 50 ,000 
沖縄ス パル自 動車株式会社 30 ,0 00 
社団法人沖縄県 医師会 100,0 00 
株式会社唐真組 30 ,000 
株式会社 ジ ミ ー 500,000 
沖縄商工会議所 30 ,0 00 
株式会社高橋土建 30 ,000 
南 西電設株式会社 50 ,0 0 0  
株式会社沖建住宅 1 0 ,000 
株式会社 ぐ し け ん 30 0 ,0 00  
南都ワ ー ル ド 株式会社 20 ,000 
株式会社大寛組 30 , 000 
株式会社沖電工 30 ,000 
株式会社沖縄 県 く み あ い機械 1 0 ,0 00  
社団法人沖縄県歯科医師会 50 ,0 0 0  

沖縄プ ラ ン ト 工業株式会社 30 ,000 
株式会社仲善 1 0 ,0 0 0  
リ ュ ー セ ロ 株式会社 50 ,000 
沖縄県生 コ ン ク リ ー ト 協 同組合 30 ,0 0 0  
社団法人沖縄県薬剤師会 50 ,000 
株式会社オ

ー ク ス 30 ,000 
日 本電

信
電話株式会社沖縄支店 100,000 
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所 属

大永建設株式会社
沖縄県 自 動車販売協会
屋宜原総業有限会社
沖縄製粉株式会社
株式会社国建
睦会
有限会社福地組
国際電信電話株式会社沖縄支社
社団法人 福島県観光連盟
沖縄 ピル ・ メ ン テ ナ ン ス 株式会社
社団法人 沖縄県測屋設計業協会
沖縄県 調理師団体協議会
牧港建設 （株）
南西石油株式会社
日 本生命保険相互会社

（社） 沖縄県宅地建物取引業協会
（社） 茶道裏千家淡交会 沖縄支部
国際デジ タ ル通信株式会社沖縄営業所
糸嶺 ト ヨ 子
沖縄県酒造組合連合会
東京海上火災保険株式会社
J T B 協定旅館 ホ テ ル連盟沖縄支部
沖縄ナ シ ョ ナル特機株式会社
沖縄電力株式会社
沖縄松下 ラ イ フエレク ト ロニクス株式会社
有限会社沖縄マ イ ク ロ セ ン タ ー

沖縄県金融協会
小禄ポ ー リ ン グ ・

琉球 セ メ ン ト 株式会社
国際 ソ ロ プチ ミ ス ト 沖縄
株式会社 ニッ タ
株式会社 り ゅ う せ き 燃料
南西燃料株式会社
合資会社 丸石設備
有村産業株式会社
古波鮫敏子

計

金 額

200,000 
110 ,000 
100,000 

20 ,000 
50 ,000 

50 0 ,000 
50 , 000 

10 0 ,0 00  
63,000 
50 ,000 

215,000 
30 ,000 
50 ,000 

300,000 
1 0 ,0 0 0  

1,000,000 
50 ,0 0 0  

10 0 ,0 0 0  
100,000 
300,000 
500,000 

1,000,000 
100,000 

1,000,000 
50 ,000 
50 ,000 

2,000,000 
1,000,000 
1,000,000 

100,000 
20 ,000 

150 ,000 
150 ,000 

1 0 ,000 
100,000 

5,000 

1 4 ,0 23,000 



■ 協賛企業一覧

所 属

単位 ： 円

金 額

■ 寄付物品一覧

国際電信硝話 （株） 沖縄支社 3,500,000 

オ リ オ ン ピ ー ル （株） 3,000,000 

N T T沖縄支店 3,000,000 

沖縄 ケ ー プル ネ ッ ト ワ ー ク （株） 3,000,000 

国際デ ジ ク ル通信 （株） 3,000,000 

沖縄 コ カ ・ コ ー ラ ポ ト リ ン グ （株） 3,000,000 

沖縄電力 （株） 2,000,000 

（株） 図場組 750,000 

（株） 國和会事務局 750,000 

（株） 屋部土建 1,500,000 

日 本 た ば こ 産業 （株） 沖縄支店 1,500,000 

全労済沖縄県支部 1,000,000 

福山商事 （株） 1,000,000 

（株） 金秀本社 1,000,000 

（株） 久米島の久米仙 1,000,000 

琉球 ガ ラ ス 村 500,000 

ジ ェ イ テ ィ ー ピ ー 沖縄 （株） 500,000 

（有） 浦添産業 500,000 

（株） 日 本エ ア シ ス テ ム沖縄支店 500,000 

日 本テ レ コ ム沖縄支店 500,000 

J A 沖縄中央会 300,000 

尚 学院 300,000 

オ キ コ （株） 300,000 

沖縄瓦斯 （株） 300,000 

大同火災海上保険 （株） 300,000 

（株） ジ ミ ー 300,000 

琉球海運 （株） 300,000 

瑞泉酒造 （株） 300,000 

（株） り ゅ う せ き 250,000 

沖縄県砂利採取事業協同組合 1,000,000 

ラ イ オ ン ズマ ン シ ョ ン 協力会 1,000,000 

寄 付 物 品 数 量 寄 付 者

サ ー ク ー ア ン ダギ ー 3000個 料亭松の下
（湯茶接待）

ク ン ナ フ ァ ク ル ー 1000個 マ ル タ マ 製菓
（ フ ィ ナ ー レ ）

ク ッ キ ー 詰め
合

わ せ 3000個 ンヽ● ／ ミ` ー

（開会式お土産）

合
計 36,150,000 
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■ 「第 2 回世界の ウ チナ ー ンチ ュ 大会」 募金要綱

1 趣 旨
本 県 で は 第 3

次
沖縄振興開発計画に お い て 、 本 県 を 「我が国の南に お け る 国際 交 流の拠点」 と し て 位

置 づけ る と と も に 、 国際交流 推進の た め に様々 な施策 を 展 開 し て い る と こ ろ で あ る が、 こ の た び、 県 内
外 のウ チ ナ ー ン チ ュ 及び本県 と 縁の あ る 外国 人 等 多 数の参加の も と 「第 2 回世界のウ チナ ー ン チ ュ 大会」
（以下 ： 「 大会」 と す る 。 ） が 開催 さ れ る に あ た り 、 こ の大会を よ り 一陪意義の あ る も の に す る た め 、 広
く 県内 外 の 各 界 各層 か ら の理解 と 協力に よ る 募金 を 実施 し 、 大会の成功 を 期す る 。

2 募金の名称
「第 2 回 世 界 のウ チ ナ ー ン チ ュ 大会募金」 と す る 。

3 募金の実施
募金の推進及び実施は 、 「第 2 回世界のウ チナ ー ン チ ュ 大会」 実行委員会事務局が行 う 。

4 募金の 目 標額
3 千万円

5 募金の期間
平成 7 年 6 月 1 日 か ら 平成 7 年1 1 月 3 0 日 ま で と す る 。

6 募金の使途
「第 2 回 世 界 のウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 に 係 る 経費 に 充当 す る 。

7 募金の対象
県 内 外 の 法 人 、 団体及び個 人 を 対象 と す る 。

8 募金の方法
募 金 は 「実行委員会」 が 発行す る 申込書 に よ り 応募 し 、 納 付は県の 発行す る 納入通知書 に よ り 取扱 金

融機関へ払込む。 払込みの方法は現金及び小切手の いずれか に よ る も の と す る 。

9 そ の他
こ の 要綱に定 め る も の の ほ か 、 募金実施 に つ い て必要な事項は別 に 定 め る 。

附 則

こ の要綱 は平成 7 年 6 月 1 日 か ら 実施す る 。

-49-



「第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 募金協力趣意書

本県はわが国有数の移民県であ り 、 戦前 ・ 戦後 を 通 じ て 多 く の 県民が海外へ雄飛 し 、

今 日 では海外 に在住す る 県系人は約30万人に達す る と 言われて お り ま す。

1 世か ら 4 世 ま でを含め た こ れ ら 多 く の 県系 人 は 、 そ の移住先 国 に し っ か り と 定着

し 、 政治や経済、 文化か ら 学術等 に至 る 様 々 な分野に お い て 活躍 さ れ、 そ の 国の 開 発

及び発展に寄与す る と 共 に 、 本県 と 在住国 と の架け橋 と し て 大 き な 役割 を 果 た し て ま

い り ま し た 。

こ う し た貴重な人的財産の有機的ネ ッ ト ワ ー ク の 確立 を 目 的 と し 、 平成 2 年 8 月 に

「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 を 開 催 し た と こ ろ 、 世 界 17 ヶ 国 、 4 1地域 よ り 2,397人 が

参加 し た の を は じ め 、 全体での 延べ参加者が約47万 人 に 達 す る な ど 、 大 き な 盛 り 上 が

り の なか大成功 をお さ め ま し た 。

あ れか ら 4 年有余が経過 し た 今 、 第 1 回大会の成功 を 踏 ま え て 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 及

ぴ沖縄 と 関 わ り の あ る 人 々 を 中 心 と し た 国際 ネ ッ ト ワ ー ク を さ ら に 拡 大 ・ 充実 • 発展

さ せ、 産業 ・ 経済 ・ 文化 ・ 学術等 あ ら ゆ る 分野での交流事業 を 展 開 し 、 本 県の地域活

性 化 及 び相 手 国 の 発展への寄与 を 目 的 と し た 、 「第 2 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」

を 開催す る こ と と 致 し ま し た。

今年は大平洋戦争 ・ 沖縄戦終結50周年の節 目 に あ た り 、 平和の実現、 維持 に 国際交

流の果た す役割が高 ま る な か 、 今回の大会 に お い て は 、 前回 に も 増 し た 成果 を 挙 げ る

べ く 、 実行委員会事務局 を 中 心に連 日 の作業 に 取組んでい る と こ ろ で あ り ま す。

つ き ま し て は 、 日 頃か ら 本県の発展 に深い御理解 と 御協 力 を お寄せ項い て お り ま す

責台か ら 、 大会の趣旨への御賛同 と 御厚志に あ ずか り た く 、 出 費 多端の折誠 に 恐縮で

は あ り ま すが、 格別の御配慮 を賜 り ま す よ う お願い申 し 上 げ ま す。

平成 7 年 6 月 1 日

「第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 実行委員 会

会 長 大 田 昌 秀

（沖縄県知事）
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| 6 ． ワ ッ ペ ン 及 び印刷物
大会事務局 は 、 大会期 間 中 海外 か ら 参加 し た世界のウチナ ー ンチュが識別で き 、 い ろ い ろ な面 で便宜が

図れるよ う ワ ッ ペン やバス 無料乗車証、 優先入場証な ど 発行 し た 。 また 、 参加者 に 催 し物の 概要 、 開 催時
期 、 場所等 が 分かるよ う に 交通案内図、 イ ベ ン ト別 に 4 か国語 （ 日 本語、 英語、 ス ペイ ン 語、 ポルト ガル
語） で記 し た リ ー フ レ ッ ト を作成＝巻頭グラ ビア参照＝配布 し た 。

制 作 物 種 類 配 布 対 象 配 布 方 法 制作 制 作 意 図枚数
ワ ッ ペ ン 赤 オープニングセレモニー _ 

（海外特別招待者）
海外VIP

受付にて
30 

（海外参加者） 海外一般参加者 （役割な し ） 事前蘇送 3,530 

（海外功労者） 海外功労者 事前郵送 100 

（ ウチナー ンチュ民 間 大使） ウ チ ナ ー ン チ ュ 民間大使 事前郵送 150 
＊ ワ ッ ペ ン の 色に よ っ て海外／国

（ りール ド ・ ウサーンチュ7ォーうム） フ ォ ー ラ ム海外パネ リ ス ト 事前郵送 35 内 を識別す る

（ ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト ） ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト 海外参加者 事前郵送 45 '> ＊ 表示の内容 に よ っ て役割 • 国名 ・

ワ ッ ベ ン 白 オープニングセ レモニー 名 前 を 識別 す る

（国内特別招待者） 県内／県外VIP
受付にて

30 
＊ 大会期間 中の 全ての イ ペ ン ト の

（国内招待者） 国内一般招待者 事前郵送 969 
優先人場 を 確保す る

（ウチナーンチュ民間大使会議） 民間大使会議県内 コ ー デ ィ ネ ー ク ー 事前郵送 6 

（ ワール ド ・ ウサーンチュ7ォーラム）
国内 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

事前郵送 15 
パ ネ リ ス ト ／甚濶講演者

（ ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト ） ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト 県内参加者 事前郵送 5 

参 加 カ ー ド 赤 ｀ 
（ 日 ・ 英 ・ 西 ・ ポ併記）

海 外招待者 （歓迎 レ セ プシ ョ ン あ り ） 事前那送 300 ＊ オープニ ングセレモニーに お い て 各

ピ ン ク ( 8 • 英 百 ・ ボ併記） 海外一般招待者 （歓迎 レセプシ ョ ンな し） 事前郵送 300 参加者の着席位宜を持参 し た カー

黄 （ 日 ・ 英 • 西 ・ ポ併記） 海外一般招待者 （役割 な し ） 事前郵送 3,200 、 ドの 色に よ り 特定す る

＊ 海外参加者の沖縄滞在に関す る
受付 カ ー ド 赤 国内一般招待者 （歓迎 レセプシ ョ ンあ り ） 取前郵送 200 

最 新 デ ー タ を収集す る

青 国内一般招待者 （歓迎 レセプシ ョ ンな し） 事前郵送 600 

バ ス 無料乗車券 VIPを除 く 全海外参加者 事前郵送 3,530 ＊ 海外参加者滞在 中 の 交通 の 便宜 を 図 る

公式ス ケ ジ ュ ール 日 ・ 英 英語圏海外参加者 事前郵送 2.000 

｝
＊ 海外参加者他に最終的 な 大会

日 ・ 西 ス ペ イ ン 語圏海外参加者 事前郵送 1 ,000 
ス ケ ジ ュ ー ル を 周知徹底 さ せ る

日 ・ ポ ポ ル ト ガ ル語圏海外参加者他 事前那送 1,000 

交通案内図
全 参加者／招待者 事前蘇送 3,500 

＊ 各参加者 に 会場の場所 ・
( 8 . 英 • 西 ・ ポ併記） ア ク セ ス 等 を 周知徹底 さ せ る

VIP／実行委員 ／民間大使
--

虹車許可証 赤 事前郵送 200 ＊ 会場周辺の駐車場利用 配 分 を 円
フ ォ ー ラ ム 出席者 な ど
VIP／実行委員／民間大使 滑 に 行 う

ピ ン ク
フ ォ ー ラ ム 出席者 な ど

事前蘇送 400 

ヽ ＊ 色分 け に よ っ て 配布対象者 を 区

青 出演者 ・ ス タ ッ フ 他 説明会にて配布 2,000 
別 す る

緑 テ ナ ン ト ・ 業者 ・ ス ク ッ フ 他 説明会にて配布 500 ＊ 裏面 に は駐車場配消図 を 印刷す る

入構許可証 白 県内一般招待者 （一部） 事前蘇送 300 ＊ 各指定車両の会場への入構を 円滑に行 う
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No 印 尉 物 名

01 I 奉納芸能 祭 （パ ン フ レ ッ ト ）

版 型 I頁敦I色数I 翻 訳 1 部 数 1 配布対象／場所／方法

参加者 ・ 来場者／
B S 変形 I 4 I 2 I 英西ボ I 1.000 1 

会場／手渡 し

内容 （備考）

概要 ・ 出演者等

- - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • - - - - - - - - - - ...- - - ...- - - • - - - - - - • - - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - -ト - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

02 
ウ チナ ー ン チ ュ民間大使会議

・（パ ン フ レ ッ ト ）
B S 変形 I 14 I 2 I英西ボ I 1.000 · 

参加者 ・ 来場者／ 1 概要 ・ テーマ ・

会場／手渡 し 出席者 ・ 広告等
- - - - ・ - - - - - - - - - - - • - - -- 0 . — ー ・ - - - - - - - - - - - - -- ◄ - - - - - - - - - - ◄- - - ◄- - - ◄ - - - - - - ・ — - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - -.. - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

03-1 
ワール ド ・ ウチナー ンチュフォ ーラム

（パンフ レ ッ ト）

参加者 ・ 来場者／ 1 概要 ・ テー マ ・

B 5 変形 I 12 I 2 I英西ポ I 2.000 · 
会場／手渡 し 出席者 ・ 広告等

- - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ◄ - - - - - - - - - -�- - - →--― • - - - - - - • - - - - - - 會 - - - - - - - - - - - - - - - - - - —← - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- -
一般県民他／ 概要 ・ 広告等

03-2 1 同甚潤講演用入場整理券 65X150 I 2 I I I 英西ポ 1 600. 
県庁他／事前配布 （入場希望者に 事前配布）- - - - ・ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ◄ - - - - - - - - - - ..- - - ◄- - - ◄ - - - - - - • - - - - - - ・ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -... - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

04-1 I 芸能交流祭 （ ミ ュージックフェスティパル） I B S 変形 I s I 2 I 英西ボ I 10,000 
参加者 ・ 来場者／

会場／手渡 し
概要 ・ 出演者 ・ 広告等

- - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ◄ - - - - - - - - - -...- - - ...- - ― ◄ - - - - - - • - - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - -... - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

叶2 1 同 イ ペ ン ト 用入場整理券

芸能交流祭 （組み踊 り と 舞踊 、

05-1 
獨土芸能、 芝居 と民謡） （パンフ レ ッ ト）

0出2 1 同イ ペ ン ト 用 入場整理券

06 I サ ッ カ ー交流祭 （パ ン フ レ ッ ト ）

07 
国際交流ゲー ト ポ ー ル大会

（パ ン フ レ ッ ト ）

08 I ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト （パ ン フ レ ッ ト ）

09 I 沖縄角力大会（パ ン フ レ ッ ト ）

10 
ワ ー ル ド ・ ウ チ ナ ーバザ ー ル

（パ ン フ レ ッ ト ）

1 1  I 総合プロ グ ラ ム

3.000
1

一般県民他／

X2日 県庁他／事前配布
65X l50 I 2 I 1 I 英西ポ

参加者 ・ 来場者／
B 5 変形 I 12 I 2 I英西ボ I 5.000 . 

会場／手渡 し· - - - - - - - - - - - ·  
2,000

|
―般県民他／

X2日 県庁他／事前配布
65Xl50 I 2 I 1 I英西ボ

B 5 変形 I s I 2 I英西ポ I 600 

· - - - - - - - - - - - - - - - ·  
参加者 ・ 来場者／

会場／手渡 し- - - - - - - - - - - - -
参加者 ・ 来場者／

B 5 変形 I s I 2 I 英西ポ I 1,300· 

B 5 変形 I 6 I 2 I英西ポ I soo 

会場／手渡 し· - - - - - - - - - - - ·  
参加者 ・ 来場者／

会場／手渡 し

参加者 ・ 来場者／
B 5 変形 I s I 2 I 英西ポ I 1.000 

会場／手渡 し· - - - - - - - - - - - ・
参加者 ・ 来場者／

B 4  2 12+21 - 1 100,000 

会場／手渡 し· - - - - - - - - - - - ·  
海外参加者／オープ

B 4  

概要 ・ 広告等

（入場希望者に事前配布）

概要 ・ 出演者 ・ 広告等

概要 ・ 広告等

（ 入場希望者 に 事前配布）· - - - - - - - - - - - - - - - ·  
概要 ・ 参 加 チ ー ム

広告等
· - - - - - ·  
概要 ・ 参 加 チ ー ム

広告等

概要 ・ 参 加 者 等

概要 ・ 参 加 者 ・ 広告等

大 会 ス ケジュール ・ 地図 ・

（パザ ー ）り 出店業者等）
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
大 会 全 イ ペン ト の概要 ・

広告等
40 1 4 I 英西ポ1 5,000

1
ニング ・ セ レモニー

受付／手渡し- - - - ♦- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -+ - -+- - 4 - - - - - - I - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
海外参加者／オー プ 「 大 会 ス ケ ジュール ・ 地図 ・

A 5 変形 I 16 I l I 英西ポ| 5,000 I ニング ・ セ レモニー12 I イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ ガ イ ド

13 I 大会用 チ ラ シ

- - · - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - ➔- - -+ -- l - - - - - — ↓ - - … 烹舵王渡し- - - - —+E四竺亙呵……--- - -
一軍 • 関係薗樋／ 大 会ス ケジュール ・ 地図等

A 4 2 14+1 • - 50,000 

ー／街年 ・ 蘇送等 （事前告知用）
- - - - ♦ - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - , ― - - - - - - - - - 1- - - -j- - - � - - - - - ― ↓ - - - - - ＿ 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - _』 _ ＿ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

14 I 大会用ポ ス ク ー B 2  1 I 4 , ― 
関係諸機関／ ー ／

3,000 1 
大 会 ス ケ ジュ ール等

L 事前配布 （直前告知用）
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I 7 .  会 場 管理関係

■ 1 ． 警 備
大 会 会場 の 警 備 及 び車 両 誘 警備対象 期 間 時 間 人 数

導 と 駐車 場 の 整理 は 、 沖縄 コ 首里城奉納芸能祭会場 11 月 16 日 17:00 - 22:00 6 人
ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー 常 駐 の
警備体制 を 考慮 に 入 れ た 上 で 、 バ ザ ー ル会場 11 月 14 日
業 者 に 委 託 し た 。 委 託業 務 の I 19:00 ー 翌朝9:00 各 2 人
内容は右の と お り で あ る 。 1 1 月 19 日

展示場 11 月 16 日 10:00 - 15:30 6 人

11 月 17 日
| 17:00 - 21:30 各 6 人

11 月 19 8

交通誘導 1 1 月 16 日 9:00 - 17:00 18人
9:00 - 22:00 10人

1 1 月 17 日
| 9:00 - 22:00 各22人

1 1 月 19 日

■ 2 ． 医療対策

1 . メ イ ン 会場 （ コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー ）
救急処 置 及 び急 病者 等 の 手 当 な ど 医療関連業務 に は、 会場 に 近い海邦病院の全面 的 な 協 力 を 得 た 。 4 日

間 を 通 し て 会場 内 に 救護 所 を 設置 、 医務要員 l 人 と 海邦病院 よ り 派遣の看護婦 1 人が処置 に あ た っ た 。 期
間 中 の処罹状況の 内訳は以下の と お り で あ る 。

処證件数 う ち 病院移送件数 う ち 入院件数

11 月 16 日 7 件 0 件 0 件
1 1 月 17 日 4 件 0 件 0 件
1 1 月 18 日 5 件 1 件 0 件
1 1 月 19 日 1 0 件 0 件 0 件

合
計 2 6 件 1 件 0 件

2 . サ ッ カ ー 交流祭 ・ 国際交流ゲ ー ト ポー ル大会 （沖縄県総
合

運動公園）
サ ッ カ ー 交流祭 ・ 国 際 交流 ゲ ー ト ポ ー ル大会の会場 と な っ た沖縄県総

合
運動公園 に は 、 中 部徳州 会病院

よ り 毎 日 看護 婦 2 人 の 派遣 と 救急車待機の 協 力 を 得 た 。 試
合

中 軽偽 等 が 絶 え な い た め 、 処 岡 は 多 数 に の ぼ
っ た が 、 病院へ移送 さ れ た の は 3 件 に と ど ま り 、 入 院 に い た る も の は な か っ た 。 ま た 、 ゲ ー ト ポ ー ル 大 会
で の 処 箇 は な か っ た 。
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■ 3 ． 保険関係

保険の種類

施設管理者
賠償資任保険

保 健 範 囲

\ 1 ． 沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン ク ー

( 1 ) 劇場
1 1/15 ~ 19 沖縄芸能交流祭
11/17 組踊 り と 舞踊
11/18 郷土芸能
11/19 芝居 と 民謡

(2) 会議場
11/15 ~ 19 
1 1/17 ~18 

ウ チ ナ ー ン チ ュ 民間大使会議
1 1/17 ~ 19 

ワ ール ド ウチナー ンチュ フ ォ ー ラ ム
11/18 ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト

(3) 展示場
11/15 ~ 19 
11/16 オ ー プニ ン グ セ レ モ ニ ー

1 1/17 ~18 沖縄芸能交流祭
ミ ュ ー ジ ッ ク フ ェ ス テ ィ バル

11/18 ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト 交流会
11/19 フ ィ ナ ー レ ＆ レ セ プ シ ョ ン

対 象 保険金額 （支払限度額）

身 体
席

1
1 名 5,000万 円

1,soo I 1 事故 5 億円
（ 免責金額 l 事 故 に つ き
1 ,000 円）

面積 ( m2) 1 財 物
120 I 1 事故 1 ,000万 円

（ 免責金額 l 事 故 に つ き
1 ,000 円）

入場者
30,000人

2 . 宜野湾海浜公園 多 目 的広場 1 面積 ( m2)
1 1/15 ~ 19 ワール ド ・ ウチナーバザール 24,688 

3 . 宜野湾市立体育館 入場者
11/15 ~ 19 ワ ール ド ・ ウチナーパザール

1 
30,000人

4 . 首里城公園
1 面積 ( mり

1 1/15 ~ 19 I 23,465 
11/16 奉納芸能祭

5 . 沖縄ハ イ ツ
11/15 ~ 19 

I 入場者
30,000人

1 1/17 ウ チ ナ ー ン チ ュ 民間大使会議
1 1/18 ワ ール ド ・ ウチナー ンチュ フ ォ ー

ラム

6 . 前夜祭パ レ ー ド に 係 わ る 観客 に 対す
1 入場者

る 賠償 30,000人
1 1/15 壺屋小学校～国際通 り ～ 県庁

7 . 沖縄県総合運動公園 面積 ( m2 )
1 1/ 15 ~ 1 1/ 1, | 23,465 
1 1/18 ~ 1 1/19 サ ッ カ ー 交流祭
1 1/18 ~ 1 1/19 国際交流ゲ ー ト ボ ー

ル大会

8 . 沖縄県総合運動公園 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 面積 ( m2)
ドーム 1 7,194 

生産物賠償責任保険 I I . 宜野湾海浜公 園 多 目 的広場
1 1/15 ~ 19 
1 1/ 16 ~ 19 ワ ール ド ・ ウチナーバザール

売上高 1 身 体
300万 円 1 名 3,000万 円

1 事故 1 億 円
（ 免責金額 l 事 故 に つ き
1 ,000円 ）
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保険の種類 保 健 範 囲

受託者賠償責任保険 I 1 ． 放送設 備 、 照明設備補償
( 1 ) 沖縄 コ ンペン シ ョ ン セ ン ク ー会議場 ・

劇場 ・ 展示場
1 1/15 ~ 19 

(2 ) 沖縄県総
合

運動公園
1 1/15 ~ 19 

(3 ) 首 里城公園
11/15 ~ 19 

(4) 沖縄ハ イ ツ
1 1/15 ~ 19 

(5) 宜野湾市立体育館
1 1/15 ~ 19 

傷害保険 I 1 ． 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会期間中の
会 場 及 び指定駐車場

（ 首 里城公園 ・ 沖縄ハ イ ツ 等含む）

2 . 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会期間中の
会 場 及び指定駐車場

（ 首 里城公園 ・ 沖縄ハ イ ツ 等含む）

3 . 前夜祭パ レ ー ド
11/15 壺屋小学校 ～ 国際通 り ～ 県庁

4 . サ ッ カ ー 交流祭
1 1/18 ~ 19沖縄県総

合
運動公園

5 . 国際交流ゲ ー ト ポ ー ル大会
11/18 ~ 19沖縄県総

合
運動公園

6 . ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト
1 1/16 ~ 18 ジュニアサ ミ ッ ト 体験航海

7 . 沖縄角 力 大会
11/19 ワ ール ド ・ ウチナーパザー）叩井特

設会場

対 象 保 険 金 額

財 物
l 事故 100万円
期間中 300万円

（ 免責金額 l 事故につ き
1,000円 ）

ー
計

3,000万円 3,000万 円
（ 免責金額 l 事故 に つ き
5,000円）

補償限度額 保険金
合

計
1,000万円 1 1,000万円

（ 免責金額 l 事故 に つ き
5,000円）

1 海 外 か ら 1 死亡 ・ 後遺 1,000万円
の参加者 入 院 10,000円

通 院 5,000円

2 ． 大 会 運 営
ポ ラ ン テ ィ
ァ

3 ． 前 夜 祭 パ
レー ド
参加者1,000名

4 ． サ ッ カ ー

交流祭
参加者350名

5． ゲ ー ト ポ
ー ル大会
参川者1,000名

6． ジ ュ ニ ア 死亡 ・ 後遺 3,000万 円
サ ミ ッ ト 体 入 院 8,000円
験航海 通 院 5,000円
参加者33名

7 ． 沖縄 角 力 死亡 ・ 後遺
大会 1 入 院
参加者50名 通 院

500万 円
7,500円
5,000円

※ 今回 は賠償保険 2 件 と サ ッ カ ー 交流祭で障害保険 3 件の適用 があ っ た 。
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■ 4 ． 交通 ・ 駐車場対策

l ) ア ク セ ス と 駐車場対策
前 回 を 上回 る 海外か ら の参加と 自 家用車 に よ る 来場 が 多 数 と な る こ と が予 想 さ れ た た め 、 公共交通機関

の利用呼びかけ と 駐車 欠 ペ ー ス 確保に 重点 を お い た対策が要求 さ れ た 。 駐車
場

確 保 と 車 両 入
場

予定数につ
い て は、 1 8 平均 4 万 6 千人 と 想定。 う ち 1 台 あ た り に平均 3 人 来場

、 会
場滞在時間平均 3 時間 、 1 台分

ス ペ ー ス 当 た り 1 日 4 回転の計算 と して、 4500台余の駐車場が必要 と な っ た 。

2 ) 公共交通機関 （路線パス ） の利用
会場の沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン ク ー 付近に は路線パ ス の 真志 喜停留所 が あ り 、 1 4 の 路 線 、 系 統番号20、

21 、 22、 23、 24、 27、 28、 29、 31、 63、 77、 80、 112、 120のバ ス が運 行 し て い る 。 こ れ ら の運 行 獄 は那覇
発の下 り が 1 日 554台、 那覇行の上 り が53 7台で、 来場者 に はバ ス の利用 が呼びか け ら れ、 海外か ら の参1Jl
者に は路線バス の無料乗車証が配布 さ れた。

3 ) 海外参加者の移動手段について
今回、 海外か ら の参加者には、 社団法人沖縄県バ ス 協会の協力に よ り 、 大会期 間 前後 ( 1 1 月 10 日 か ら 11

月 24 日 ） 有効のバス 無料乗車証 （巻頭カ ラ ー 参照） が配布 さ れた。 ま た 、 大型バ ス を チ ャ ー タ ー で利用 す
る 団体 も あ り 、 海外か ら の参加者の移動は円滑に行われた。

4 ) 会場周辺の駐車場 と 輸送体制について
コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン ク ー 内の駐車場収容景が750台余 と 限 ら れて い る た め 、 こ れ を 大会運営 ス タ ッ フ及び

関係者用 と し 、 一般来場者 に は北谷 サ ン セ ッ ト ピ ー チ隣 駐 車 場 ( 150 0 台収 容 ） 、 サ ン エ 一 本 社 前 駐 車場

(2000台） と 牧港浦添漁港駐車場 (400台） を確保 し た 。 こ れ ら の駐 車
場

と会
場

の 間 は シ ャ ト ルバ ス が ピ ス
ト ン 運行 し （別表参照） 、 全体で4650台分の駐車 ス ペ ー ス が 、 大会期 間 中 9 割以上の延べ稼働率で利用 さ れ
た。

シ ャ ト ルパスの運行状況

一般入場者用の駐車場 と 会場間の シ ャ ト ルバス の運 行状況は以下の と お り で あ る 。

8 : 3 0 

｝ 
2 2 : 0 0 
( 2 台循環）

8 : 3 0 

｝ 
2 2 : 0 0 

( 1 台循項）

牧港浦添漁港駐車場
↓ ↑ 

真志喜バス 停
↓ ↑ 

沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン ク ー

サ ン エ ー 本社前駐車場
↓ 

沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー

↓ 
宜野湾市立体育館月l
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1 2 : 0 0 

2 2 : 0 0 
( 1 台循環）

北谷サ ン セ ッ ト ピ ー チ駐車場
↓ 

沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー

↓ 
宜野湾市立体育館前

↓ 
サ ン エ ー 本社前

こ の ほ か 、 那覇市 内 で お こ な わ れ た 歓迎 レ セ プ シ ョ ン 、 奉納芸能祭 ( 16 日 ） の 参加者や出演者 、 沖縄県
総合運動公 園 で の サ ッ カ ー 交流祭、 ゲ ー ト ポ ー ル 大会の 出場者の た め にパ ス が運行 さ れ た 。
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■ 5 . 緑化整備対策

11.
 

rニヽ『．
第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ大会の メ イ ン会場 一 沖縄コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー を 県民 の燃 え る 気持ち と

肝清 ら さ を草花で表現 し よ う と 南部農林高校、 中 部農林高校、 北部農 林高校の職 員 と 生 徒 が 連 携 し て 、 B
頃の授業の成果 を 発揮 し 、 熱帯果樹、 観葉植物、 そ し て色鮮や かな ラ ン の 花で会場 を デ ィ ス プ レ イ し た 。

南 部農林高校は、 マ リ ー ゴ ー ル ド 、 キバナ コ ス モ ス 1,000鉢 で会場棟 の ス ロ ー プ、 観葉植物50鉢で展示棟
の 壁や柱、 デ ン フ ァ レ の切 り 花500本 を 材料に し て展示棟の 入口左右 を 装飾 し た 。

中 部農林高校は、 マ リ ー ゴー ル ド 、 キバナ コ ス モ ス 1,000鈴で池、 パ ー ゴ ラ 池 前 、 観葉植物 12鉢で柱 や展
示場のモル ク ル壁 を 飾 っ た 。

北部農林高校は、 パ ー ゴ ラ 池、 観菓植物30鉢で柱、 デ ン フ ァ レ 15鉢で鐘桜、 円 い 花壇、 パ ー ゴ ラ 池 、 観
葉植物30鉢で柱、 デ ン フ ァ レ 15鉢、 コ チ ョ ウ ラ ン 15鉢で劇場棟入口 を 華 や か に し た 。

マ リ ー ゴ ー ル ド 、 キバナ コ ス モ ス は沖縄緑化開 発 セ ン ク ー が 、 種 ま き 、 育 苗 し 、 3 農林扁校 が 管理 し た。
宮里朝光指導主事 （沖縄県立教育セ ン ク ー 農業教育分室） が ト ー ク ル 的 な 指導 を 行 っ た 。

なお、 こ の企画に は民間企業の協力があ っ た。
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配 置 箇 所 内 容 北農 中農 南農

A 駐車場 と 池 ・ 鐘楼 と の 間 の 円 い花壇 プ ラ ン ク ー24個 ◎ 

5 号 、 8 号観葉 ◎ 

前 プ ラ ン タ ー75個 ◎ 

B 池 と 鐘楼の周 り 奥 プ ラ ン ク ー 58個 ◎ 

C 通用 口廊下の柱 7 本 （右側） 尺鉢28鉢 ◎ 

D 通 用 口廊下の柱 7 本 （左側） 尺鉢28鉢 ◎ 

E イ ベ ン ト ホ ー ル か ら の 軒柱 （右側） 柱 を 巻 く ・ 観葉尺、 8 号 ◎ 

F 劇場棟か ら の 軒柱 （左側） 柱 を 巻 く ・ 観葉尺、 8 号 ◎ 

G イ ペ ン ト ホ ー ル 入 口 右側 の モ ル ク ル壁 ディ スプレー (10m) ・ 観葉 ・ ク ン ・ 切花 ◎ 

H 劇場棟入 口 左側 の モ ル ク ル壁 壁の装飾 ・ 観薬尺 8 , 5 ，合 わせ ◎ 

I イ ベ ン ト ホ ー ル 入 口左右 入 口 左右デンフ ァ レの柱 （金網の柱） 観 ◎ 

J 劇場棟 入 口 の 左右 入 口 左右 デン フ ァ レの柱観葉鉢物 ◎ 

K イ ベ ン ト ホ ー ル前 の 柱 2 本 観葉尺 8 号で囲む ◎ 

L 劇場棟 前 の 柱 2 本 観葉尺 8 号で囲む ◎ 

M バ ー ゴ ラ 池 前 の 左右 プ ラ ン ク ー 58個 ◎ 

N バ ー ゴ ラ 池のS t a g e プ ー ゲ ン ピ レ ア 尺鉢 ◎ ゜ 会議棟前左右の ス ロ ー プ プ ラ ン ク ー 70個 ◎ 

1 ．観葉植物類
品 名 規 格 数 量

北農 デ ン フ ァ レ 3 号 15 
” コ チ ョ ウ ラ ン 3 号 15 
’’ ベ ン ジ ャ ミ ナ 8 号 10 
’’ コ ン シ ン ナ 8 号 10 
’’ バ ナ ナ 8 号 10 

中 農 ア レ カ ヤ シ 12号 1 1  
’’ ア レ カ ヤ シ 13号 1 

南 農 ソ ン グ オ プ 10号 50 
’’ デ ン フ ァ レ 切 り 花 500 

2 ．草花類 （ プラ ン タ ー 用 ）
品 名 規 格 数 量

北農 サ ル ピ ア 苗 ポ ッ ト 苗 750 
’’ プ ラ ン タ ー 62;ン 150 

中 農 サ ル ピ ア タ ネ 5 
’’ マ リ ー ゴ ー ル ド ク ネ 5 

南農 マ リ ー ゴ ー ル ド 3 寸 1,000 
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■市町村懸垂幕掲示状況

広報実施状況

県内全市町村 に懸垂幕制作 （市町村負担） 及び掲示 を お願 い し た 。 53 市町村の う ち 、 以下の市町村が懸
垂幕、 横断幕、 パ ネ ル 等 を 制作、 掲示 を 行 っ た。

浦添市、 糸満市、 沖縄市、 石川 市 、 宜野湾市、 国頭村、 大宜見村、 本部町、
恩納村、 伊江村、 与那城町、 嘉手納町、 玉城村。

■ イ ン タ ー ネ ッ ト で 世 界 へ情報発信

ウチナ ー ンチ ュ 大会を 世 界 に ア ピ ー ルす る た め 、 1995年 6 月 19 日 か ら イ ン タ ー ネッ ト を 通 じ てウチナ ー

ンチ ュ 大会情報の発
信

を 開始 し た。

1 9 9 5 年 1 1 月 生 ま れ 島で会い ま し ょ う 。
ま じ ゅ ん語や び ら 、 世界 の 、 沖縄の 2 1 世紀。

再会 を 喜 び あ う 固 い握手。 あ ふ れ る 思い に 自 然に流れ出 す涙。 カ チ ャ ー シ ー の リ ズム と と も に揺れ動 く 人の液 ・ ・ ・ 。 あ れ
か ら 5 年。 国境 を 、 言 葉 の璧 を 乗 り 越 え て ウ チナ ー ン チ ュ の血が熱 く 燃 え た 4 日 間の ドラ マ が、 萬び戻 っ て き ま す。

第 2 回世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会。 沖縄 を 遠 く 離れ世界の国 々 に暮 ら す ウ チナー ン チ ュ がふ る さ と に纂い語 ら う 感動のイ ペ

ン ト の 開催が、 沖縄県よ り 正式に発表 さ れ ま し た。
大会 日 程 は 、 1 995年1 1 月 1 6 日 か ら 1 9 日 ま での 4 日 間。 キ ー ワ ー ド は 「海 を 越 え 、 言 葉 を 越 え て」。 世界 と沖縄で暮 ら す ウ チ

ナ ー ン チ ュ が芸能 ・ 文化 ・ ス ポー ツ ・ 教育 ・ 産婁 な ど 、 幅広い分野で互いに手 を 取 り あ い 、 21 世紀の繁栄に向 け て の ネ ッ ト ワ
ー ク を つ く り あ げる こ と が 目 的 で す。 イ ペ ン ト の主役 と な る の は 、 世界の様々 な 国 で ご活躍中の海外在住の ウ チナ ー ン チ ュ の

皆 さ ん。 ぜ ひ 、 こ の機会にふ る さ と の沖縄 を 訪 れ る と と も に 、 熱 く 、 心あ た た ま る 4 日 間のふれあ い を 、 私た ち と 共有 し て く

だ さ い。
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． 電光広告搭の活用

第 2 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン

チ ュ 大会開 催 を 広 く 県 民 へ
知 ら せ る と と も に 大会へ の
参 加 、 協 力 を 呼 び か け る た
め 3 月 9 日 か ら 1 1 月 1 9 日 ま
で 県 の電光広告搭 （ 県庁前）
で 右 の よ う な 広報 文 を 流 し
た 。

交 互 静 止 流 動

世 ま 海 B ＊ 第
界 じ を か ム云 ーー
の ゆ 越 ら 開 回‘

ん え 一 催 世
沖 あ

ヽ
九 界

し 言 8 九 の
の ば 葉 ま 五� ウ
ニ な を で 年 チ

・ 十 語 I 越 ー ナー や i え 會 l 
世 び て 月 ン
紀 ら ー チ

一且 ユfヽ

広
報
内
容
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1 . 琉球新報

2 . 沖縄 タ イ ム ス

3 . 宮古毎 日 新聞

4 . 宮古新報社

5 . 八重山毎 日 新聞

6 . 八重山 B 報

7 . サ ンパ ウ ロ 新聞

8 .  ら ぶ ら た報知

1995年 8 月 8 日 （火）
1995年10月 17 日 （火）
1995年11 月 15 日 （水）

1995年 8 月 8 日 （火）
1995年10月 17 日 （火）
1995年11月 15 日 （水）

1995年10月 17 日 （火）
1995年11 月 12日 （ 日 ）

1995年10月 17 日 （火）
1995年11 月 12 日 （ 日 ）

1995年10月 17 日 （火）
1995年11 月 12 日 （ 日 ）

1995年10月 17 8 （火）
1995年11月 12日 （ 日 ）

1995年 9 月 7 日 （木）

1995年11月 4 日 （金）

全15段 フ ル カ ラ ー ・ 100 日 前告知
全 5 段モ ノ ク ロ ・ 30 日 前告知
全15段 フ ル カ ラ ー ・ 大会前 日

全15段 フ ル カ ラ ー ・ 100 日 前告知
全 5 段モ ノ ク ロ ・ 30 日 前告知
全15段 フ ル カ ラ ー ・ 大会前 日

全 3 段モ ノ ク ロ ・ 30 日 前告知
全 5 段モ ノ ク ロ ・ 1 週間前告知

全 3 段モ ノ ク ロ ・ 30 日 前告知
全 5 段モ ノ ク ロ ・ 1 週間前告知

全 3 段モ ノ ク ロ ・ 30 日 前告知
全 5 段モ ノ ク ロ ・ 1 週 間前告知

全 3 段モ ノ ク ロ ・ 30 日 前告知
全 5 段モ ノ ク ロ ・・ 1 週間前告知

74 （天地） X 123 （左右）
モ ノ ク ロ

99.』＇st
レr....•

 '’、.‘
,...

 ,‘̀.,＇し
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1 .  ス ポ ッ ト 沖縄テ レ ビ
琉球放送
琉球朝 日 放送

1995年11 月 6 日 （木） ～11 月 16 日 （木） 68本
1995年11 月 10 日 （金） ～ 11 月 16 日 （木） 30本
1995年11 月 10 日 （金） ～11月 16 日 （木） 30本

2 . 特別番組

W I  

1 .  ス ポ ッ ト ・

2 . 特別番組

沖縄テ レ ビ

ラ ジ オ 沖縄
琉球放送
FM沖縄

ラ ジ オ 沖縄

ケ イ ズ放送
（ハ ワ イ ）

1995年11 月 16 日 （木） 16:00~17:24
1995年11 月 18 日 （土） 15:30~16:52 

ウ チ ナ ー ン チ ュ 民間大使大い に 語 る 。
1995年11月 26 日 （ 日 ） 14:30~15:24 総編集

開会式

1995年10月 26 日 （木） ～11 月 19 日 （ 日 ） 125本

1995年11 月 1 日 （水） ～11 月 16 日 （木） 74本

1995年11月 1 日 （水） ～11 月 16 日 （木） 80本

1995年1 1 月 15 日 （水） 14:00~21:00

1995年11 月 16 日 （木） 10:00~21:00

1995年1 1 月 17 日 （金） 10:00~21:00

1995年11 月 18 日 （土） 7:00~ 19:30

1995年11月 19 日 （ 日 ） 11 :00~21:00

1995年11 月 16 日 （木） ～ 11 月 19 日 （ 日 ）
1995年13:15~14:15

［
 

G
 

1 . 県広報誌 9 月 「大 き な 和」 A 4 、 1 頁、 フ ル カ ラ ー
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I 2 . シ ン ボル マ ー ク 、 キ ャ ッ チ フ レ ー ズ
-

l

 

シ ン ボルマ ー ク

第 1 回大 会マ ー ク の イ メ ー ジ を 継承 し つ つ も 、
結 び合 う 手 と 手 に よ り 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ ネ ッ ト ワ
ー ク が よ り 強 固で充実 し た も の であ る こ と 表 現 。
第 2 回大会の 基本理念 「 さ ら な る 国際交流 ネ ッ ト
ワ ー ク の 構 築 を 目 指 し て 」 にふ さ わ し い 、 ‘‘世 界
の ウ チ ナ ー ン チ ュ が し っ か り と 手 を 結び、 結束を
よ り 確か な も の に す る こ と ” を鮮や か に イ メ ー ジ
さ せ る も の であ る 。

WorlawIde 
UCH "｀＾NCH u  

夏::"' E S’r夏｀‘ L

キ ャ ッ チ フ レ ー ズ

「海 を越 え 、 言葉 を 越 え て 」

徊＇：ニ
え 、言葉< 

（ 
乃月

ふ る さ と 沖縄を 後に広大な海を 越 え 、 身 を も っ て 「万国津梁」 （ばん こ く し ん り ょ う ） の 民 で あ る こ と を
証明 し た 移民 1 世 。 言葉の壁 を は じ め と し た 様 々 な ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 乗 り 越 え て 今 日 を 築 い た 先駆者達
の 功績 を 称 え る と と も に 、 日 本語 を 解 さ な い 3 世 • 4 世の 若 い 世 代 も 父祖の 地 ・ 沖縄へ戻 っ て く る こ と 、
さ ら に 第 2 回大会で充 実 ・ 強化が図 ら れ る ウ チ ナ ー ン チ ュ ネ ッ ト ワ ー ク が 国境 と 言 葉 の 違 い を 越 え た も の
で あ る こ と を キ ャ ッ チ フ レ ー ズに託 し た 。
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[ 3 . テ ー マ ‘ノ ン グ

本大会の 開 催 を 内外 に P R す る た め に 、 大会テ ー マ ソ ン グ を 作成。 有識者 数名か ら な る 選考委員会を 設
置、 検討の後、 ディ ア マ ンテ ス の 「片手 に 三線 を」 に決定。

● 審査委員
’’ 
” 
’’ 
’’ 

祖 堅
上 原
名 嘉
照喜名
船 越

方
直
睦
朝
義

正
彦
稔
一
彰

（県立芸大教授）
( R B C ディ レ ク ク ー ）
（ プ ロ ジ ェ ク ト コア代表）
（琉球古典音楽指導者）
（作 家）

● テ ー マ ソ ン グ公募経過

1995年 1 月
2 月 20 日
2 月 27 日
3 月 1 0 日
5 月 2 日

応募総数

2 1 人 の ア ー チ ス ト を 指 名 公募開始
指名 公 募締切
第 1 回選考委員会
第 2 回 選 考 委 員会
記者会見 発 表会

9 曲

● テ ー マ ソ ン グ入選作

哨浮に竺籐を」
作 詞 ア ルベ ル ト 城間

ポ プ 石 原
伊 狩 典 子

作曲 ア ルベ ル ト 城間

歌唱 ・ 演奏 ： デ ィ ア マ ン テ ス
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D I AMANTES 

さ ん し ん

片手 に三線 を
Con e l  sansh i n  en l a  mano 

作詞

作曲

アルベル ト城間
ポプ石原

伊狩典子
アルベル ト城閤
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| 4 ． シ ン ボルマ ー ク 等取扱規程及び行催事後援取扱要領
「 —―

第 2 回世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会シ ン ポルマ ー ク 取扱規程

第 2 回世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会の シ ン ポルマ ー ク取扱規定 を次の よ う に 定 め る

（趣 旨）

第 1 条 こ の告知は、 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 シ ン ポル マ ー ク （以下 「大会マ ー ク 」 と い う ） の

取扱につ いて必要な事項を定める も の と す る 。

（使用申請）

第 2 条 国及び他の地方公共団体以外の者が大会マ ー ク を 使用す る 場
合

に は、 第 2 回世 界 の ウ チナ ー ン チ ュ

大会シ ン ポルマ ー ク使用承認申請書 （別記様式） を 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 実 行委 員 会 （ 以下大

会委員 会と い う ） に提出 し な けれぱな ら な い。

（使用の承認）

第 3 条 大会実行委員会は、 前条の申請が次の各号に適
合

し て い る と 認め る と き は 、 大 会マ ー ク の使用 を

承認す る も の と す る 。

( 1 ) 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員 会が制定 し た大会マ ー ク で あ る こ と 。

( 2 ) 大会の ピ ー ア ー ル を 図 る ための広報に協力する も の であ る こ と 。

( 3 ) 大会マ ー ク を 使用 して販売す る物品の価格が不適当 な も の でな い こ と 。

( 4 ) そ の他大会の品位 と 信用 を傷つ け る お そ れが な い も の であ る こ と 。

2 前項の承認には、 必要な条件を付す る こ と ができ る 。
( 1 ) 営利 目 的の場合、 原則 と して協賛企業 を 承認す る 。

第 4 条 大会実行委員会は、 承認 を 受 け な いで大会マ ー ク を使用 し て い る 者 、 又 は 前 条 第 2 項の規定 に よ
り 付せ ら れた条件に違反 し て大会マ ー ク を使用 し た者に対 し て大会マ ー ク の承認 を 取 り 消 し 、 又 は使用
物件の 回収 を 求め る な どの措置を と る も の と す る 。
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附 則
こ の告示は、 公布の 日 か ら 施行す る 。
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第 2 回世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会 シ ン ポルマ ー ク使用承認 申請書

第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会

実行委 員 会 殿

所 在 地

名 称

代 表 者 名

，
 

9

,、
會',19
I
I

I'•9,．，9

印

下記に よ り 第 2 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 シ ン ポルマ ー ク を使用 し た いの で承認願い ま す。

1 使用 目 的

2 使用対象
3 使用方法

使用期間

平成 年 月 日 か ら 平成 年 月
添付書類

，
 

ー．

，＇

大会マ ー ク を 使用 し よ う と す る 事業 に 関 す る 企画 書 （商品 に つ い て は製造価格、 又 は販売価格、

商 品 見 本 、 製造数量、 広 告 等 に つ い て は 、 広告の原稿、 広告費用 、 製作数量、 広告計画等 を明記す る
こ と 。 ） 及び会社経歴書 を 添付す る こ と 。
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第 2 回世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会テ ー マ ソ ン グ取扱規程

第 2 回世界のウチナ ー ン チュ大会テ ー マ ソ ン グ取扱規定 を次の よ う に定める。

―
-
』-――-

t

;.

（趣 旨）

第 1 条

る も の と す る 。

（使用の 申請）

第 2 条

ウチナ ー ン チュ大会テ ー マ ソ ン グ使用申請 （別記様式） を大会実行委員 会に提出 し な け ればな ら ない。

（使用の承認）

第 3 条

用を承認す る も の と する。

( 1 ) 第 2 回世界のウチ ナ ー ン チュ大会実行委員 会が制定 し た テ ー マ ソ ン グであ る こ と 。

( 2 ) 大会の ピ ー ア ー ルを 図 る ための広報に協力す る も のであるこ と。

( 3 ) 大会の品位 と信用 を傷つけ る お それの な い も のであ る こ と。

2
 

こ の告示は、 第 2 回世界のウ チ ナ ー ン チュ大 会 テ ー マ ソ ン グ取扱 に つ い て 必要な事項 を定め

国 及 び他の地方公共団 体以外の も の が 、 テ ー マ ソ ン グ を 使 用 す る場 合 は 、 第 2 回世 界 の

大会実行委員会 は、 前条の申請が次の各号 に適合 し て いると認めると き は 、

前項の承認に は、 必要 な条件を付す こ と ができ る 。

テ ー マ ソ ン グ使

第 4 条

大会実行委員 会は、 承認を受 け な いでテ ー マ ソ ン グ を 使 用 し て いる者、 又は、 前 条 の規定に よ り 付 け ら れ

た 条件 に違反 して テ ー マ ソ ン グ を使用 した者に対 して テ ーマ ソ ン グの使用承諾 を 取 り 消 し 、 又 は 、 使用差

し止めな ど 必要 な 措置 を と るも の と す る 。

•.•
 :
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附 則 こ の告示は、 交付の 日 か ら施行す る 。
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別記様式 （ 第 2 条関係）
第 2 回世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会 テ ー マ ソ ン グ 使用承認申請書

第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会
実行委 員 会 殿

所 在 地

名 称

代 表者氏名 印

下 記に よ り 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 テ ー マ ソ ン グ を使用 し たいので承認願い ま す。

1 使用 目 的
2 使用 対 象
3 使用方法
4 使用 期 間

平成 年 月
5 添付書類

日 か ら 平成 年 月 日

テ ー マ ソ ン グ を 使用 し よ う と す る 事 業 に 関 す る 企画 書 （商品について は製造価格、 又 は販売価
格 、 商 品 見 本 、 製造数量、 広告等 に つ い て は、 広告の原稿 、 広告費 用 、 製作数量、 広告計画等 を 明
記す る こ と 。 ） 及 び会社経歴 書 を 添付す る こ と 。
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「第 2 回世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会」 に係 る 行催事の後援等 に 関 す る 取扱要領

（趣旨）
第 1 条 こ の要領は 「第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 実行委員 会 （以下 「実行 委 員 会」 と い う ） に 対

す る 行催事の後援、 協賛 （以下 「後援等」 と い う ） の 申 請 に つ い て 承認 を す る
場

合 に 必 要 な 基準等 を 定

め る も の と す る 。

（後援、 協賛の承認の基準）
第 2 条 実行委員 会会長は第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 を盛 り 上げ る の に効果が あ る と 認め ら れ、 か

つ適当 と 認め ら れる行催事について後援、 協 賛の承認申請があ っ た場 合 に は 、 こ れ を 承認す る こ と がで

き る 。 ただ し 、 次の各号の一 に掲げる 行催事は こ の限 り で は な い。

( 1 ) 個人の行催事
( 2 ) 営利団体が行 う 営利のみ を意図 した仕事
( 3 ) 実行委員会の大会開催趣旨及びそ の実施に反す る 行催事
( 4 ) 政治的 ま た は宗教的 目 的のみを意図 し た行催事
( 5 ) その他実行委員会会長が不適当 と 認め る 行催 事

（承認申請の手統 き ）
第 3 条 後援等の承認の申請 を し よ う と す る者は、 承認申請書 を 行催事開催 日 の14 日 前 ま で に 実行 委 員会

会長に提出 しな ければな ら な い。

（承認の審査及び決定）
第 4 条 前条の規定によ る 申請が あ っ た場合は、 実行委員会会長は第 2 条の基準 に 基づ いて 審査 し 、 承認

す る か ど う かを 決定する も の と す る 。

2
 

実行委員会会長が前項の承認 を し た と き は、 当該申請書 に 対 し て 承認書 を 交付す る も の と す る 。

（後援等の名義）
第 5 条 行催事の後援等の名義は、 「第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員 会」 と す る 。

（ 後援等名義使用の取 り 消 し）
第 6 条 実行委員 会は第 4 条 に定め る 承認の決 定 の 後 に お い て も 承認基準 に 反 す る 事項 が生 じ た 場

合 は 、
後援等の名義の使用 を取 り 消すこ と がで き る。

附 則
こ の要領は、 平成 7 年 6 月 1 日 か ら 施行する 。
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［5 . キ ャ ラ バ ン 隊 の 行 動記録
国 内外及び国 内 各 地 の 県 系 人 に 第 2 回世界の ウ

チ ナ ー ン チ ュ 大会の概要 を 説明 し 、 広 く 参加 と 協
力 を 呼びか け る と と も に 、 必 要 な 業務調 整 を 行 う
た め 、 主 だ っ た 地域 の 県 人 会 に キ ャ ラ バ ン 隊 を 派
遣 し た 。

■中南米キ ャ ラ バ ン 報告概要

1 ) 日 程 （ 団 員 4 人）
1995年 2 月 3 日 （金 ） ～ 2 月 18 日 （土） （ 14泊 16 日 ）

2 ) 訪問国
中 南 米 5 カ 国 （ メ キ シ コ 、 ペ ル ー 、 ポ リ ビ ア 、

プ ラ ジ ル 、 ア ル ゼ ン チ ン ）

3 ) キ ャ ラ バ ン 業 務 内 容
( 1 ) 業務調整

県人会役 員 及 び民間大使 に 対 し て 、 大会及び
イ ベ ン ト 概要 に つ い て 説明 し 、 大会への参加 ・

協 力 を 呼び掛 け る と と も に 、 大会の運営 及び各
イ ベ ン ト に 対す る 意 見 を 聞 き 、 必 要 な 業務 調 整
を 行 っ た 。

( 2 ) 一般説明会
一般 県 人 を 対象 に 大会 及 び イ ベ ン ト 概要 を

説明 し 、 大会への参加 ・ 協力 を 呼び掛 け た 。
会次第

① 団長挨拶及び知 事 メ ッ セ ー ジ 朗読
② 大会 プ ロ モ ー シ ョ ン ピ デ オ 上映 ( 10分）
③ 大会概要説明
④ イ ベ ン ト 概要 説 明
⑤ そ の他 ＆ 質疑応答

参加者
5 カ 国 7 カ 所で説明会 を 開 催 し 、 説明会

への参加者 は概ね次の と お り で あ っ た 。
① メ キ シ コ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ •30人
② ペ ル ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100人
③ ポ リ ピ ア （ コ ロ ニ ア ・ オ キ ナ ワ ） … …50人
④ ,, （ サ ン タ ク ル ス 市） … … … … … • • •50人
⑤ プ ラ ジ ル （ サ ン パ ウ ロ 市） … … … 100人
⑥ ,, （ カ ン ポ グ ラ ン デ市） • … … … … • •50人
⑦ ア ル ゼ ン チ ン … … … … … … … …60人

計 440人

( 3 ) 現地 日 系プ レ ス 訪問及び大使館等関係襖関
訪問
① ペル ー … … … … ベル ー 日 系人協会 、 在 リ

マ 日 本国総領事館、 ペル
ー 駐箭 日 本大使館 、 国際
協 力 事 業 団 ペ ル ー 事 務
所、 ラ ウ ニ オ ン 運動場協
会 、 プ レ ン サ ・ ニ ッ ケ イ 、
ペル ー 新報

② ポ リ ピ ア … … … コ ロ ニ ア沖縄農牧総合協
同組合、 C A I C O · N

E W S 、 サ ン ク ク ル ス 州
政府

③ プ ラ ジ ル … … … 日 伯毎 日 新聞、 サ ンパ ウ
ロ 新間 、 ジ ャ ー ナル ・ パ
ウ リ ス ク 、 プラ ジル沖縄
文化セ ン ク ー 、 南マ ッ ト
グ ロ ッ ソ 州議会、 8 伯文
化体育協会

④ ア ル ゼ ン チ ン … ら ぶ ら た報知社

4 ) 持参広報ツ ー ル
① 大会企画書
② リ ー フ レ ッ ト
③ ポ ス ク ー

④ ウ チ ナ ー ン チ ュ大会ニ ュ ー ス
⑤ 大会プ ロ モ ー シ ョ ン ピデオ
⑥ そ の他 （沖縄観光パ ン フ 、 沖縄観光案内

ピデオ ）

5 ) 参加者 か ら の主な要望 ・ 質問等
①ネ イ テ イ プ も 参加 さ せたい。 ②ジ ュ ニ ア サ
ミ ッ ト の 枠 を 拡大 し て 欲 し い。 ③バ ス の 無料
乗 車 の 継統 を 。 ④市 町 村 と の 交流 を し た い
（大会開催期間 を 避 け て ） 。 ⑤バザ ー ルの関税
の免除。 ⑥ ピザ発給の 優遇。 ⑦そ の他

■東南ア ジア ・ ア ソ シ エ ー シ ョ ン調査及
びキ ャ ラ バ ン 報告概要

1 ) 日 程 （団員 3 人）
1995年 3 月 3 日 （金） ～ 3 月 16日 （木） 13泊14 日
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2 ) 訪問国
東南ア ジ ア 6 ヵ 国 （ フ ィ リ ピン ， シ ン ガ ポ ー

ル ， イ ン ド ネ シ ア ， マ レ ー シ ア ， ク イ ， 台湾）

及びグア ム

3 ) 調査及びキ ャ ラパン業務内容
(1 )調査内容

東南ア ジ ア地域に お け る ア ソ シ ェ ー シ ョ
ン （県系人及びネ イ テ イ プに よ り 組織 さ れ
る 沖縄協会） 設立の た め 、 各国関係者 と の
調整及ぴ将来に ア ジ アの外の主要国及びグ
ア ム を 加 え た諸国間で民間大使、 県 人 会 、
ア ソ シ エ ー シ ョ ン を網羅 し た ネ ッ ト ワー ク

の実現可能性の調査 を行っ た。
(2)第 2 回世界の ウ チナー ン チ ュ 大会キ ャ ラパ

ン説明会
訪問国県人会幹部及びア ソ シ エ ー シ ョ ン

関係者への大会内容の説明
・ 大会概要の説明
• 各 イ ベン ト 説明
・ ア ソ シ エ ー シ ョ ン と 大会の関連について
• そ の他、 質疑応答

4 ) 調査結果及びキ ャ ラパ ン に お け る 質問等

{ 1 )調査結果
、 、ン ／ ガポール ： 組織を 作 り 、 多 く の人 を 知

る こ と に よ り ピ ジ ネ ス を 含
め た相互利益の可能性 が で
き る ので、 県人会等の組織
作 り を 始 め る 。 現 在 、 「星
琉会」 と して活動中。

イ ン ド ネ シ ア ： 県人会 と し ての団体は94年
に 結成済で あ る 。 今後、 規
定等の書類上の整備及び県
と の 交流に お い て の 県人会

役割 に つ い て 実務 的 な 話 し

合 い を 行 う 必要 が あ る 。 現
在 、 「 沖縄 ジ ャ カ ル ク 会 」
と し て 活動 中 。

マ レ ー シ ア ： 県の民間 大使 を 中心 と し て

ア ソ シ エ ー シ ョ ン 設立 を 目

指 す と と も に 、 OICの 修 了
生 及 び県費留学生等の ネ イ
テ イ プ ヘ の 参 加 も 呼 び か

け 、 幅ひ ろ い形での組織作
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り を 始 め る 。 現 在 、 「 マ レ
ー シ ア 沖縄会」 と し て活動
中 。

(2)第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 に対す る
質問等
• 宿泊所の手配等可能か。
・ ピ ザ修得の た め 、 県 の 協力を お願 い し た

し ヽ。
・ バザ ー ルを 含め た 大 会 へ の ネ イ テ イ プの

参加は可能か。

■北米キ ャ ラ バ ン報告概要

1 ) 日 程 （団員 4 人）
1995年 3 月 11 日 （土） ～ 3 月 26 日 （ 日 ） （ 1 4 泊 16 日）

2 ) 訪問国
北米 8 地域 （ ロ ス ア ン ジ ェ ルス 、 シ ア ト ル、 ト

ロ ン ト 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 、 ワ シ ン ト ン D . C 、 ジ ョ
ー ジ ア ・ ア ト ラ ン タ 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ 、 ハワイ ）

3 ) キ ャ ラ パ ン 業務内容
南 米キ ャ ラ バ ン と 同様 、 2 カ 国 8 カ 所で説明会

を開催 し 、 参加者は概ね
次

の と お り で あ っ た。
① ロ ス ア ン ジ ェ ルス … … •••… …•• . .. . … … 50人
② シ ア ト ル ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 70人

③ ト ロ ン ト （ カ ナ ダ） … … … … … … … … 60人
④ ニ ュ ー ヨ ー ク・．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 50人

⑤ ワ シ ン ト ン D . C・・ ・ •••… … ..• … . . . .. . ... 4 0 人

⑥ ア ト ラ ン タ ・ ..． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． . ． ． .. ． ． ． ． ． ． . . ． . ． . . 50人

⑦ サ ン フ ラ ン シ ス コ … … … … … … … … … 50人
⑧ J ヽワ イ・.... ...... ....... . . . .. . . . . . .. . . . . .. . . .... 70人

計440人

( 3 ) 現地 日 系 プ レ ス 訪問及び大使館等関係機関
訪問

①ロ ス ア ン ジ ェ ルス ・ ・ ・羅府新報
② ト ロ ン ト … … … … … 日 加 タ イ ム ス 、 ニ ュ ー カ ナ

デ ィ ア ン 新 聞 、 在 ト ロ ン

ト 日 本 国 総 領 事 館 、 ト ロ

ン ト 日 系文化 会館
③サ ン フ ラ ン シ ス コ…北 米 毎 日 新聞 、 日 米時事 新

聞
④ハ ワ イ … … … … … …ハ ワ イ 州 知 事 、 同 副知 事 、

ハ ワ イ 州 議 会 （ 上 院 、 下

院 ） ハ ワ イ ・ パ シ フ ィ ッ



4 ) 質疑事項

ク プ レ ス 、 ハ ワ イ ヘ ラ ル ド
（ 日 米 ジ ャ ー ナ ル） 、 ハ ワ イ
報 知 社 、 ラ ジ オ K Z O O 、
ラ ジ オ K N D I

①ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト … … 1 1 月 の 学校 期 間 中 、 子 ど
も 達の ス ム ー ズ な 参加 を 促 す た め に 県知事か ら

の推薦書や協力依頼文、 又 は 「研修の 一環 で あ
る 」 旨 の 公文書 を 出 し て も ら え た ら と の 意見が
各地であ っ た 。

②ワ ー ル ド ・ ウ チ ナ ー ン チ ュ フ ォ ー ラ ム … … 近

年、 活動が 目 覚 ま し い海外県人会の 「会長会議」
を 企画 し て は ど う か 、 と の 意 見 が 出 さ れた 。

③海外 か ら の 参加 に 関 し て は 円 高 の 影響 で 、 少 し

で も や す い宿泊施設 の リ ス ト を 県下の観光協会
か ら 提供 し て も ら え な い か 。 ま た 県の共済施設
等の優先 的宿泊の確保や 、 ホ ー ム ス テ イ 等の企
画 は ど う か等の意見 が 出 さ れ た 。

■ 国 内 キ ャ ラ バ ン 報告概要

1 ) 日 程

2 月 ～ 8 月 （ 団 員 各 2 人）

2 ) 訪問地

札幌、 名 古屋 、 福 岡 、 東京、 大阪

3 ) 国 内 県人会の 主 な 意見 ・ 提言
① こ の機 会 に 沖縄 を ど う 考 え て い る か 、 海外 か

ら の意 見 を も っ と 聞 く べ き だ 。
②一般参加者 も 各 イ ベ ン ト に 参加 で き る よ う に

し て ほ し い 。

③国内県人会の具体的役割 を 示 し て ほ し い。
④国 内 県 人会 同 士 の 話 し 合 い の場 を 設 け て ほ し

し ヽ。
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海外県人会への知事メ ッ セ ー ジ

知事 メ ッ セ ー ジ

「第 2 回世界のウチナ ー ン チ ュ 大会」 海外キ ャ ラバ ン を 、 こ こ 000で開催

す る に あ た り 、 一言 ごあ い さ つ 申 し 上げ i す。
i tこ 、 沖縄県人会の 皆様 に は、 i す i す ご位勝 て

‘`
ご活躍 さ れ て い ま す こ と に

対 L 1 L て 、 お喜び申 し 上げi す。

さ て 、 沖縄県に お い て は平成 2 年 8 月 に 祖国復帰20周年記念事業 の 一環 ど し

て 、 世界各国 に在住す る ウチナ ー ン チ ュ と そ の 関 係者の世界的 な ネ ッ ト ワ ー ク
を 構築 L 、 柑互の文化や経済の 交流等 を 通 し て 我 が国 の 南 に お け る 国 際交流拠

点の形成 を 図 る た め 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 を 開催 し 、 内 外の 多 く の 方 々 か

ら 喜ばれ た こ ろ てあ り i す。

当 該大会では、 「ウチナ ー ン チ ュ 民間大使制度」 を 発足 さ せ る な ど、 木県 と 世

界各地で活躇す る ウ チ ナ ー ン チ ュ 及 び県人会、 関 係 組織等 ど の 一層 の ネ ッ ト ワ
ー ク化が促追 さ れ て き た と こ ろ で あ り ま す。 ご承知の と お り 、 今年 は 、 太平洋

戟争 ・ 沖縄戟終結50周年の節 目 に 当 た る こ ど か ら 、 県では そ の 記念事業 の 一環

と L て 、 世界各地に在住す る ウ チ ナ ー ン チ ュ や、 県 人会、 民 間 大伎、 留 学生及

び木県 と 緑の あ る 人々 と の 交流 を 一層 強力 かつ効果的 に 追展 さ せ る た め 第 2 回

＂の ウ チナ ー ン チ ュ 大会 を 開催す る こ と に 致 し ま し た 。 当 大会では、 第 1 回

大会の 成果 を ふ i ぇ 、 国 際 ネ ッ ト ワ ー ク を 更 に 拡大、 発 展 さ せ 、 産 業 、 経済、

文化、 学術等 あ ら ゆ る 分野 での 国 際交流事業 を 展開 し 、 木県の 南 に お け る 国 際

交流の拠点形成 を 一層促追 さ せ る と と も に 、 関 係 各 国 の発展 に も 大 き く 寄与 L

て I, ヽ ＜ 所存 て ご ざい ま す。
ど う ぞ 「第 2 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 に00 を 始 め 、 世界各国 て

｀
活躍

し て い る 沖縄県 系 人 が故昇沖縄の 地 に 集い、 お互いの 交流の 絆 を よ り 一層 深 め
ら れ る よ う お顆 ぃ 申 し あ げ る 次第 て ご ざぃ i す。 最後 に 責県 人会の 限 り な い ご

発展 を 祈念申 L 上げごあ い さ つ ど い た L i す。
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平成 7 年0月 〇 日

第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会

実行委員会 会 長

沖縄県知事 大 田 昌 秀



匡痴ウヂナー ンチュ大会ニュ ースl

大会事 務局 は 、 海 外在住のウチナ ー ンチ ュ ヘの

PRお よ び海外 と 沖縄 を 結ぶコ ミ ュ ニケー シ ョ ン の

た め ク プ ロ イ ド 判 8 ペ ー ジ の PIU氏 「世界の ウ チナ
ー ンチ ュ 大会ニ ュ ー ス 」 を 4 回 (95年 1 月 、 4 月 、

8 月 、 10 月 ） を 発行 し た ＝ グラ ビアペー ジ参照＝。

大会の準備状況、 大 会 に 関 す る ピ ジ ネ ス 情 報 、
文化情報、 大 会 事 務 局 に 寄せ ら れた 提 案 、 意 見 な
ど海外のウ チ ナ ー ンチ ュ が必 要 と 思 わ れ る い ろ い
ろ な情報 を 盛 り 込み 、 日 本語 、 英 語 、 ス ペ イ ン 語、
ボ ル ト ガ ル 語の 4 ヵ 国語 で 記 し た 。 発 行 部 数 は 、
毎回10 , 0 0 0 部で各国 県 人 会 、 ウ チ ナ ー ンチ ュ 民間
大使 を 通 し て 「ウチ ナ ー ンチ ュ 大会」 を 世界ヘ ア
ピ ー ル し た 。

| 7 ． 事前キャンペーン 「大会まであ と1(X)日」

開 催 日 1995年 8 月 8 日 午後 5 時3 0 分

～午後 6 時3 0 分

場 所 パ レ ッ ト く も じ 前広場 （那覇市）

第 2 回 世 界 のウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 の 開 幕 ま で残
す と こ ろ 10 0 日 に な っ た 8 月 8 日 、 開 幕 ま で あ と
「100 日 街頭 キ ャ ン ペ ー ン 」 が 那覇 市 の バ レ ッ ト <

も じ 前広場で開 か れ た 。
大会の横断 幕 や の ぼ り の は た め く 会場

で は ミ ス
沖縄 と 大会関係 者 が 大会 シ ン ポ ル マ ー ク の 入 っ た
風船10 0 0 個 を は じ め 大会 リ ー フ レ ッ ト 等 を 配布

し 、 大会への参加、 協 力 を 呼 びか け た 。
キ ャ ン ペ ー ン で は 、 大 田 昌 秀沖縄県知事

・
（吉元

政矩沖縄県副知事代読） が 「万国津梁の民 と し て

の 自 覚 と 認識 を 新 た に し 、 世 界の 平 和 に 貢献す る
う え で も 大 き な 意義 が あ る と 考 え る 」 と あ い さ つ
し た 。

こ の後 、 小禄 高校吹奏楽 部 が 大会 の テ ー マ ソ ン

グであ る 「片手 に 三線 を 」 を 演奏 、 さ ら に 同部員
に よ る 創作 ダ ン ス も 披露 さ れ た 。

[ 8 . 大会 を 成功 さ せ る タ ベ

開 催 日 1995年10 月 17 日 午後 5 時00分
～午後 7 時00分

場 所 か り ゆ し ア ーバン リ ゾー ト 那覇
（那覇市前島）

「 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ンチ ュ大会」 を 1 か 月
後 に控 え た 10 月 17 日 、 那覇市前島のか り ゆ し ア ー

バ ン リ ゾー ト 那覇で 「大会を成功 さ せ る タベ」 が
開 催 さ れた 。 「成功 さ せ る タベ」 に は東門美津子
沖縄県副知事、 宮平洋沖縄県出納長 ら 県幹部、 県
内 市町村長、 大会事務局 、 協賛企業な どの関係者
3 00 人余が参加。

主催者 を代表 し て大田 昌秀沖縄県知事 （東門副
知 事代読） が 「世界に広が る ウ チナ ー ンチ ュ の 国
際 ネ ッ ト を拡大、 発展 さ せ将来の沖縄づ く り に寄
せ る 夢 を 語 り 合 う 機会と し て 極 め て 意義 あ る 大
会。 全 県民の参加で大会を成功 さ せ よ う 」 と 激励、
協 力 を呼びか け た 。

次
いで又吉辰雄沖縄県知事公室長が経過報告、

玉城一夫沖縄総合事務局局長が来賓 あ い さ つ 、 嶺
井政治沖縄電 力 （株） 会長の 力づよ い乾杯の音頭
で、 大会の成功 を誓い合っ た。

,

．
 

、
,．
1・
1.
I

9
.
9
.

 

| 9 ． 大会 直前 チ ラ シ 配布

開 催 日 1995年11 月 13 日 午後 5 時3 0 分～

午後 6 時3 0 分

場 所 パ レ ッ ト く も じ 前広場 （那覇市）

「 第 2 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ま であ と

3 日 を残す11 月 13 日 、 大会への 県民の ム ー ド を 盛

り 上げ る た め 、 那 覇市のパ レ ッ ト く も じ 前広場で

買 い物客 な ど に 10 0 0 枚の チ ラ シ を 配 り 、 「第 2 回

世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 を P R し た。

チ ラ シ 配 布 に は、 東門美津子沖縄県副知事、 又

吉辰雄沖縄県知事公室長 ら が大会ユニフ ォ ー ム の

真紅の プ レ ザ ー 姿で先頭に立 ち 、 ミ ス 沖縄 ( 3 人） 、

大会実行委員会事務局 員 、 沖縄県国際交流課職員

な ど お よ そ 20 人が大会の合言薬に な っ て い る 「 ま

っ ち ょ ～ た ん ど ぉ 」 と 大会ス ケ ジ ュ ー ルの書かれ

たチ ラ シ を 配 っ て 県民への協力 を呼びかけた。
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［1 ． 大 会 参加 者
今大会に は 前 回 大会の2,397人 を約 1,000人 う わ ま わ る3,409人が海外か ら 参加 した。 地域別の傾向 と し て は 、

南米か ら の参加者が 100 人 程の増加 に と ど ま っ た の に対 し 、 米国、 カ ナ ダ な ど の北米お よ びア ジ ア地域か ら
の参加者 は そ れぞれ前回 の 2 倍以上 に増 え た。 逆 に ヨ ー ロ ッパか ら の 参加者は前回の半数に止 ま っ た。 ま
た、 今 回 は 国 内 か ら 513人 が正式参加 し 、 最終的 な参加者総数は3,922人 と な っ た。
■ 1 ． 大会参加者内訳

地 域 別 国 別 所 瓜 別 前回参1l1者 第 2 回 参 1"行
プ ラ ジ ル ヽ 在（白沖縄収人会 7 8 8  7 1 5  
プ ラ ジ ル ‘

在伯沖縄貼人会 カ ン ポ グ フ ン デ支部
ア Jし ゼ ン チ ン ／ 在亜沖縄限 人会 1 5 9 1 9 6 

南 米 ポ リ ピ ア 、 ポ リ ピ ア 沖縄棋人会 92 60 

1 
ペ ル ー ペ ル ー 沖縄収 人会 4 7 1  6 9 2  
ペ ネ ズエ ラ ・ ペ ネ ズ エ ラ 沖縄県人会 1 2 
メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄il,l-人会 1 2  2 8  
I ＜ ナ マ 1 (ナ マ ゜ 1 ＾ ロ 計 I 5 2 3  1 6 9 4  

北 米 米 国 ュ ー ヨ ー ク 沖縄惧人会 1 8  4 8  
ワ シ ン ト ン D.C 沖縄県人会 2 1  3 9  
シ カ ゴ沖縄県人会 1 5  2 7  
ジ ョ ー ジ ア ・ ア ト ラ ン ク 沖縄阻人会 1 7  8 9  
北米沖縄リ，し人会 1 7 5  2 5 6  
北加沖縄l';t. 人会 3 5  1 1 7  
サ ン デ ィ エ ゴ沖縄収人会 1 3  1 6  
サ ク ラ メ ン ト 沖縄駄人会 1 9  3 9  
ワ シ ン ト ン 沖縄！しし人会 1 6  1 7  
ハ ワ イ 沖縄If↓人述合会 3 8 6  7 2 7  
ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ沖縄県人会 1 7 5  
ュ タ 州沖縄！，し人会 5 1  
ア フ ス カ 沖縄県人会 1 0  1 0  
オハ イ オ 1 ゜
／ く ー ジ 一 ァ 1 ゜
フ ロ リ ダ 1 3 
サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 1 ゜
カ ン サ ス 1 ゜
ア キ サ ス 6 
ー ュ ー ジ ャ ー ジ 一 2 
ペ ン シ ルパ — ァ 1 
オ ク ラ ＊ マ 1 
グ ア ム 沖縄収人会 3 4  3 6  
サ イ パ ン 沖縄し1人会 3 1 0  
そ の 他 1 0  

,Jヽ 計 7 6 8  1 5 8 0 
カ ナ ダ カ ナ ダ沖縄県人連合会 8 1 5  

球悶会 1 2  1 1 

1-- レ ス プ リ ッ ヂ沖縄県人会 ， 5 
カ ル ガ リ 沖縄県人会 2 3 

小 計 3 1  3 4  ＾ ロ 計 1 . 6 1 4  
ア ジ ア フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄し1人会 3 1  3 7  

香港／ 香港沖縄しR人会 8 1 7  
タ イ／ タ イ 沖縄収人会 8 
台湾 台湾沖縄県人会 1 6 
マ レ ー シ ア，， マ レ ー シ ア 沖縄協会 4 

'1 勺 イ ン ド ネ シ ア ジ ャ カ ル ク 沖縄会 2 
シ ン ガ ポ ー ）し 星琉会 3 

2· c
l
'". I ＼ 中 国 福州市 5 

ベ ト ナ ム ペ ト ナ ム 県人 会 1 ＾ ロ 計 4 0  8 3  
ヨ ー ロ ッ パ フ ラ ン ス フ ラ ン ス 沖縄収人会 7 3 

イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖純県人会 1 4 
イ ク リ ア イ ク リ ア 1 1 
ス ペ イ ン ス ペ イ ン 沖縄県人全 1 1  ゜

ラ ス パ ル マ ス 沖縄会 l 
カ ナ リ ア 晶“ 3 ゜

ス ウ ェ デ ン ス ウ ェ デ ン 沖縄県人会 ウ チ ナ ー ン チ ュ 会 1 1 

1 ド イ ツ ド イ ツ 沖縄 lµ 人 会 1 2 
ス イ ス ス イ ス 沖縄しµ人会 1 1 ＾ に1 計 2 6  1 3  

ア フ リ カ ザ ン ピ ア ザ ン ピ ア 沖縄県人会 ｀ 2 3 .  
計· ｀ 2 3 

オ セ ァ — ァ オ ス ト ラ リ ア オ ー ス ト ラ リ ア 2 
計 2 

そ の 他 そ の 他 7 
計 7 

海 外 ＾ ロ 計 2 . 3 9 7  3 , 4 0 9  
内 国 内 （本土） 固内 1 8 4  

姐内 Lµ内 3 2 9  
国 内 ＾ ロ 計 5 1 3  

総 計 2 . 3 9 7  3 , 9 2 2  
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■ 2 ． 海外県人参加者 リ ス ト

［ ブラ ジル
ア カ シ オ セ ル ク エ ラ ネ ト

コ コ

安谷屋
安谷屋
安富祖
安富祖
安富祖
安慶名
安慶名
安慶名
安慶名
安慶名 キ ミ
赤 嶺
赤 嶺
赤 嶺
赤 嶺
赤 嶺
赤 嶺
赤 嶺
赤 嶺
赤 嶺
赤 嶺

マルガ リ タ
俊 吉
幸 栄

元
ギ ン ジ ョ パ ウ ロ

雄
ズ
子
亮

シ

明

エ イ ソ ウ
セ イ シ ョ ウ
太 郎
千 代
賢 次
フ ェ リ ッ ピ
利恵子
ア リ セ節子
亀 造
春 子

赤 嶺 マル シ ア ヒ ロ ミ
赤 嶺 ア ピ リ オ セ イ キチ
赤 嶺 清 子
赤 嶺 尚 由
赤 嶺 富 吉
赤 嶺 清 助
マ リ ア カルノ ア レキサン ド レ
アルフ レ ド ス ウ

ゼ
ル

マ リ ア エ ミ ー リ ア ス ウゼル
シ ッ プ リ ーナ ア マ ー ド
ア マ ザ ン ト サ ン ト ス
リ セ シ ク イ リ ア ア ン ド ラ デ
新 垣 秀次郎
新 垣 卜 、
新 垣 米 子
新 垣 宏 吉
新 垣 マサ子
新 垣 貞 郎
新 垣 エ ミ 子
新 垣 幸 吉
新 垣 フ ミ コ

新 垣 源 栄
新 垣 エ ジ ソ ン

新 垣 ル イ ス

新 垣 ツル子
新 垣 ト ミ 子
アルツ ァ ネ ト
安 里 ト ミ 子
安 里 辰 男
安 里 永 光
安 里 美智子
安 里 サオ コ
テ レサ ク リ ス テ ィ ー ナ

セルク ウ ェ イ ラ
知 花 良 治
知 花 千恵子
知 花 真 勲
知 念 明
知 念 ふみ子
知 念 ヨ シ コ

知 念 ユ
ゼ

ン
知 念 ハ ッ コ
知 念 キ ミ エ
マ リ ー ア ク リ ス テ ィ ー

シプ リ ナ シル ピア モ ウ ラ
ク レバー パ ッ ソ
ク ロ ド ラ ド パ ウ ラ
キ プ リナ シルヴ ァ ク ラ

ド ウ ハ カ ルメ ン
EDUA皿O AMARAL
エ リ ス ペルト ピ レ ス
榮野川 ミ ヨ コ
江 洲 節 子
藤 岡 パ ウ ロ
藤 原 ミ ェ
福 地 フ リ オ 俊之
普天馬 義 信
我 如 古 カ マ ド
呉 屋 徳 幸
呉 屋 ヒ ロ ユ キ
呉 屋 美智子
呉 屋 キ チ ジ ン
具志堅 賀乙留
具志堅 仁
具志堅 勤 栄
具志堅 文
具志堅 光 子
具志堅 末 子
具志堅 古 吉

ヘ ，
具志堅 チエ コ

具志堅 弘
具志堅 サエ コ

浜比嘉 宗 廣
浜比嘉 ノ プ子
花 城 ク ラ ウ ジオ
花 城 清 賢 ジ ョ ール ジ
花 城 淑 子
波田間 正 順
波田間 千 代
ヘバ ー ト シルト ン
平安名 常 義
平安名 常 謹
平安名 ス ミ 子
平安名 よ し子
辺土名 文 子
辺土名 朝 英
平 識 玄 階

比 嘉 増 茂
比 嘉 カ ズ コ

比 嘉 新 昌
比 嘉 ヨ シ 子
比 嘉 昭 和

比 嘉 キ ヨ 子
比 嘉 タ エ

比 嘉 フ チ

比 嘉 茂
比 嘉 静 子
比 嘉 正 栄
比 嘉 ト シ

比 嘉 ラ フ ァ エ ウ

比 嘉 ツ ネ 子
比 嘉 実 美
比 嘉 ア ナ マ リ ア
比 嘉 憲 英
比 嘉 ミ ヨ コ

比 嘉 ウ シ
比 嘉 ヒ デオ
比 嘉 ヨ ネ コ
比 嘉 勝 夫
比 嘉 モニ カ ク ニ コ
平 林 六合子
平 田 覚
平 田 神 谷

光

子
外 間 マ リ オ

J
 

外 間 初 枝
外 間 節 子
外 間 イ レ ー ネ
外 間 秀 夫
外 間 ル ベ ン ス
外 間 ア ド リ ア ナ
伊 江 朝 彦
伊 福 恵利 加
伊 芸 ユ ー ト ク
伊 芸 ハジ メ
伊 芸 博 ジ ョ マ ン
イ ゲ ジ ョ ア ン ヒ ロ シ
伊 波 正 春
伊 波 良 子
伊 波 正 哲
伊 波 正 智
池 原 盛

光池 原
信

子
池 原

信

栄
稲 福 格
稲 福 初 江
稲 福 ト ミ 子
稲 嶺 八 重 子
稲 嶺 山 城 サ チ
伊良波

光

子
伊 良 波 チ ョ プ ン
伊良波 朝 勇
伊良波 チ ョ ジ ン

伊差川 実
伊差川 初 枝
糸 数 ハ ナ
糸 洲 ツ ル

岩 佐 パ ウ ロ
伊豆味 文
伊豆味 ア リ セ

伊豆味 ハ ル コ
ジ ャ ゴ ペル ト ピ レ ス
謝 花 千 代 子
嘉 数 ハ ル
嘉 数 キ 、
嘉 数 政 徳
神 谷 徳

次神 谷 和 子
神 谷 牛太郎
神 谷 ラ ウ ラ ヒ ロ ミ
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神 谷 龍
次神 谷 明 美

神 谷 龍 美
神 谷

マ

リ ー ナ ・ ミサ コ
神 谷

栄

吉
神 谷 静 子
神 谷 清 一
神 谷 プ ラ ン カ
神 谷 清

次神 谷 清
神 谷 シ ゲ
金 城 ミ ツ ェ
金 城 イ ク ツ ギ
金 城 イ ク タ ロ ウ
金 城 ハニ コ
金 城 ア ン ナ
金 城 賀 常
金 城 ヨ シ ェ
勝 連 山 戸
勝 連 春 子
川 端 カ ミ
川 上 卓 蔵
川 上 テ ル コ
川 上 ユ キ コ
川 上 枝美 子
川 上 静 江
川 上 ス エ
川 上 ケ イ 子
川 上 徳

信カ ヨ ー ソ ー プ ン
カ ヨ ー プ ラ シ リ ー ナ
嘉 陽 ウ シ
嘉 陽 宗

信嘉 陽 吉 川
嘉 陽

マ

リ ア
嘉 陽 ヨ シ
嘉 陽 相 備
嘉 陽 八 重
嘉 陽 宗 福
嘉 陽

松

田
木 元 弘 子
喜 納

マ

リ ヤ
喜 納 ヨ ネ
喜 納 ネ ル ソ ン
喜 納 新 垣

光金 城

友

子
金 城

フ

ジ コ
金 城 ミ ツ ェ

ェ ッ コ

サ チ コ

子

城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
名
名
名
名
川
川
知
知
浜
津
津
津
津
洲
須
須
野

場
場
保
田
田
吉
吉
吉
吉
名
名
田
田
田
田
川
城
ア
田

友

友
友
友

橋
橋
我
我

波
波
波
波

保

友
友
栄

リ

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
喜
喜
喜
喜
小
小
古
古
小
小
小
小
小
米
米
米
河
久
久
久
久
久
国
国
国
国
喜
喜
前
前
前
前
前
渓

マ松

才

ナ

コ

次ノ
一

松
行
ザ
シ
正
ル
久
モ
子
光
子
勇
ミ
ン
コ

子
雄

栄
子
純
子
コ

保
亀
コ

乃
繁
ア

栄
子
子
郎

オ
三
イ
ミ
幸
ヨ

栄

武
子
口

子

ゼト

キ
レ

イ

ユ

サ
り

チ

イ

リ

美

サ

カ

・

ウ

ル
ン

郁
ア
エ
常
常
ル
ヨ

ハ

喜
卜

節
朝
揮
朝

フ

ジ
ミ
ゆ
初
守
房
清
春

サ
清
清
セ
綾
良

マ

玉
喜

光次ミ

信サ

フ

朝

チ
朝
光
妙
パ
芳

ス
ア

シ ズエ

仁 正

ロ イ チ

ス
コ

キ

ェ
ヨ

・

ゲ
ア

デ
ン
ラ

ス

オ

コ
文
子
リ
デ
ラ

カ
ミ
ヒ
ネ
揮
ッ

ド

マ

栄
子
清
子
ノ
滋
隆
子
ナ
詞
コ
シ
リ
枝
真

チ
正
コ

リ
枝
ヒ
ソ
ウ
子
ル
ク
子
子
盛
コ
ピ
ロ

ゼ広

リ

ヨ

ジ

ズ
ツ
メ

ョ

キ

ド

シ
ル
ザ

シ

ル
ア

ド
ョ

ゲ

メ

スベ
サ

マ

ス
シ
ョ

栄
ハ

サ
ク
調
節
賢
節
ク

義
ミ
レ
秀
シ

マ

ア
浩

チ
真

ト
ミ

治
ヨ
ネ
イ
初
ハ
キ
文
卜

光

マ
フ

ベ

ジ
明

卜
興
達
ア
ル
イ

田
良
良
良
ン
平
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
成
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
平
平
平
平
田
里
浜
浜
浜
浜
浜
浜
嶺

茂
茂
茂

JH

見

松
松
松
松
‘`、
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
宮
森
諸
長
長
長
長
長
長
長

長 嶺 ト ミ
長 嶺 栄 正
長 嶺 明 徹
長 嶺 弘 子
長 嶺 セ イ ジ
長 嶺 フ ラ ヴ ィ ア
長 田 輝 子
ナ イ ル マ リ ア ス サエデル
仲 田 芳 憲
仲栄真 ツ ル
仲 川 実 留
仲 川 幸 雄
仲 島 パ ウ ロ
仲 島 照 子
仲 間 春 子
仲 間

マ

モル
仲渓次 栄 徳
仲渓次 ルイ ザ
仲 増 ヒ デ
仲 松 弥 光
仲 松 ス ミエ
仲 松 貞 雄
仲 松 エ リ ー ザ
仲 本 順
仲 本 ラ ウ ド
仲 本 裕
仲 村 昭 治
仲 村 ク リ ス チー ニ ジゼレ

仲 村 ロ ー ザ
仲村渠 保 彦
仲村渠 美佐子
仲村渠 ヨ シ
仲村渠 幸 代
仲村渠 レ イ 子
仲村渠 ツ ネ オ
仲村渠 クケヨ

仲村渠 コ ー キ
仲 野 ト ミ
仲 里

ゼ
ン デ ィ オ

仲 里 セ ッ コ

仲宗根 いね子
仲宗根 清 正
仲宗根 セ イ ケン
仲宗根 ア ル リ ン ド
仲宗根 セ イ ホ
仲宗根 ヤ ス ノ リ
仲宗根 ア リ セ

フ

サ コ
仲宗根 清
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仲 座 清一郎
仲 座 正 栄
仲 里 全 良
仲 里 全 徳
仲 里 マ リ オ
仲 里 サ チ コ

仲 里 ア セ リ ノ

名幸仁 亀
名幸仁 正
名幸仁 ト シ子
成 田 イ チ ロ ウ
ネ ル ソ ン ラ イ ム ド
根路銘 米 子
西 銘 光 男
野 原 栄 喜
野 原 進
野 原 ト ミ
野 原 秀 子
野 原 兼 式
野 原 光 子
野 原 進 栄
野 原 秀 子
野 原 美 代
小 渡 静 子
大 野 ミ ヨ
岡 本 ク デオ
奥 浜 和 江
奥 間 正 春
奥 本 ツ ル
奥 本 フ ァ チマ
奥 本 カ メ
大 嶺 ハ ツ ェ
大 嶺 シゲ イ サ
大 嶺 キ コ
翁 長 み ど り
大 城 ト シ子
大 城 清
大 城 イ サ ウ ラ
大 城 テ レ ー ザ
大 城 善 栄
大 城 善 孝
大 城 盛 造
大 城 ウ シ

大 城 美智子
大 城 長

次大 城 均
大 城 貞 夫
大 城 進

城
城
城
田
沢
島
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
田
祖
祖
祖
祖
祖
祖
川
川
川
口
本
浜
浜
原
川
川
野
野
野
藤

久
久

富
富
富
富
富
富

大
大
大
大
小
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
親
親
親
親
親
親
親
親
親
パ
坂
崎
崎
崎
佐
佐
佐
佐
佐
佐

キ ヌ
竹 友
末 子
信 雄
ヘ ン リ
美枝子
政 吉
常 子
ノ ポル
ア ヤ コ
ナガ ト シ
ア デ リ ア
清 勝
ゼ ン ヂ

花 江
ヨ シ
美 枝 マ リ ア
チオ シ ン
ア リ セ
シ デ ネ イ
ホ セ セ イ ジ
ロ ー ザ
セ イ キ
ハ ル コ
カ レ ン
盛 昌
ミ ツ 子
徳 助
マ サ ト
金 城 ケ イ コ
イ サ ガワ 和 子
金 城 チ ョ コ
シゲ ゾ ウ
シゲ オ
世 松
吉 子
ア ケ ミ
コ ス タ
ジ ュ リ オ
ヨ シ コ
ヨ シ
カ マ ク
ハ ツ 子
ハ ル コ
パ ウ ロ
ノ エ ミ ア

ス マ ラ
ジ ュ ジ ッ チ

マ リ ナ

チ ア キ

勇

テ
ル
プ
シ

ィ
ィ
ノ
ト

俊
子
リ
寛
コ
富
子
子
子
コ
コ
子
エ
リ

ッ
ド
コ
ズ
ド

十
ゲ
ヨ
ダ
セ
セ
『
コ
ネ
ミ
ミ

良
文
子
良
ヨ
子
誠
文
成
夫
里
市
子

オ
ー

ツ
ツ

ネ
ド

イ

代
プ
サ
ウ
チ

ツ
ェ

ジ
シ

マ

ン
リ

ド
リ
ミ
シ
ル

サ
ミ

フ
ル
ミ
ミ
正
ヨ
ミ
善
レ
義
美
ノ
マ
ユ
サ
順
ハ
ス
浩
マ
イ
ヨ
シ
カー
亀
シ
キ
リ
ア
ホ
ジ
ョ
ホ
ヨ
ハ
平
房
信
為
フ
ト

安

盛
一

宮
善
清

藤
デ

客
客
底
底
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
袋
足
袋
袋
袋
袋
袋
田
田
田
田
城
城
城
城
城
城
里
里

ャ
里
里

佐
シ
勢
勢
瀬
瀬
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
新
新
新
新
新
新
新
新

キ ミ オ

正

也

子

新 里
信

子
新 里 ケ イ 子
新 里 志 子
志良堂 ニ ウ ト ン キ ヨ シ
志良堂 川 平 ヴェ ラ ル シア
城 間 茂 ヴ ァ ル ジ
城 間 三 郎
城 間 政 光
城 間 ス ミ 子
城 間

光城 間 章
城 間 清 敏
城 間 ア ルベル ト
城 間 カ ズ エ

城 間 ヨ シ
城 間 セ イ タ カ
城 間 マ リ ウ ザ
城 間 ハ ツ ェ
シ ロ タ イ チ ロ

城 田 ア ン ジ ェ ラ
島 田 ヒ ロ ミ ミ レ ネ
祖 慶 薫
ソ ウ ザ ル イ ス
杉 田 ト ミ コ
ス ウ ゼル ジ ェ ズ ス
鈴 木 マ ウ リ シ オ
田

場
ジ ョ ル ヂ

田
場

サ チ子
平 良 テ レ ー ザ

平 良 ミ ル ト ン
平 良 ネ リ イ
平 良 光 清
平 良 チ エ 子
平 良 重 美
平 良 慎
平 良 米 子
平 良 玉 茂
平 良 マ チ ウ デ
平 良 テ ツ ォ
平 良 シ ゲ オ
平 良 ノ プ コ

平 良 キ ヨ コ

平 良 マ チ ル ダ
高 松 イ サ ガ ワ
高 良 正 弘
高 良 テ レ ザ
高 良 キ ヨ

高 良 清 徳

ミ ド リ

弘 子
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光

子
ヒ ロ ア キ
タ ケ
和 子
マ サ子
亀 吉
宏 芳

光朝 樽
セ ッ コ

淳 厚
秀 雄
吉 子

信
代

サ ク エ
ト ミ

和 子
ソ ー ニ ア
あ け子

オ デ テ

サ ク エ
伝

栄

ナ ヘ

信
行

ク ッ

貞 雄
ト ヨ 子

弘
シ ゲ
ト ミ

喜 助
ミ チ子
ロ ー ザ
マ ー リ オ

ラ ウ ロ ノ リ ヨ シ
清

栄

は る
カ ルロ ス
セ シ リ ア

ス エ コ

原
原
原
原
原
原
原
原
原
原
原
原
原
間
間
間
間
間
洲
洲
洲
崎
崎
添
添
ダ
慶
久
久
田
田
田
田
田
口
口
口
城
城

・

江
江
江

シ

宇
比
比

上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
浦
浦
浦
浦
ウ
和
屋
屋
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山

屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
地
地
次
山
山
間
間
間
直
山
山
山
波
波
山
山
地
地
地
地
地
地
地
地
原
原
原
原
原
原
原
原

久
久
慶

嘉
嘉
嘉

嘉
嘉

照
照
照
照
照
照
照
渡
渡
渡
富
富
営
営
営
営
津
津
津
津
津
津
津
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上

高 良
高 良
高 良
高 良
高 良
高 良
高 安
高 安
大工廻
玉

栄
玉 城
玉 城
玉 城
玉 城
玉 城
玉 城
玉 元
玉 元
玉 城
玉 城
玉 里
棚 原
田 里
天 願
天 願
天 願
天 願
照 屋
照 屋
照 屋
照 屋
照 屋
照 屋
照 屋
照 屋
照 屋
照 屋
照 屋
照 屋

□ 安慶名 オ ルガ
新 垣 善太郎
新 垣 善 市
新 垣 ハ ルコ
新 垣 初 子
新 垣 八 重 子
新 垣 盛

キ ヨ シ
マ リ ー オ
ホ セ
マサ コ
セ イ

ゼ
ン

高 良 ケイ 子
昇

パ ウ ロ
フ ロ ー ラ

光

雄
安 徳
和 子
文 子
カ リ ー ナ
テ ルサ
ヨ シ
朝

信明 美
実

マ ルチ ー ニ ョ
米 子

英

サユ リ
勇 仁
シ ゲ
チ ョ

千恵子
マ リ 子
シ ゲ ヨ シ
ミ ッ ェ

赤 嶺 ユ リ 子
エ リ ー ザ

幸 啓
実

初 子
ト キ子
セ イ イ チ
チ ェ

武 夫

セ イ コ
マサコ
ジ ュ リ オ
マ リ 子
ジ ョ ン
セ イ キ チ
ツ ル コ
マ ノ エル
正太郎
松 子
ミ ヨ
アケオ
マサ シ ゲ
ハ ク ダ マ リ 子
ト シ
ヨ シ子
ジ ャ イ メ
エ ジ ソ ン
ジ ェ ー ソ ン
一 雄
悦 子
ナエ コ

直秀
ア キ ラ
清
キ ク
ヨ シ コ

朝六
敏子
ハ ッ コ
義秀
春枝
義宗
ミ ツ ェ
ア ン ト ニオ
エ イ シ ョ ウ
シ ズ コ
ト シ子

勇
政芳

山 城 良 行
山 城 千枝子
山 城 八重子
ヤ マ シ ロ コ ウ エ イ
山 城 宮 城 マ リ ア
山 城 清 栄
山 内 賢 一
ャ ス ト ミ エ レ ナ
与 儀 み さ よ
与 儀 ハ ッ ク ロ
与 儀 キ ク エ
与 儀 ヒ ロ 子
与 儀 明 夫
与那覇 静 子
与那覇 千 代
与那嶺 真 次
与那嶺 ハ ル
与那嶺 ト シ オ
与那嶺 リ ン ダル ヴ ァ
与那嶺 チエ ミ
与那嶺 セ ル ジ オ
与那嶺 米 子
与那嶺 ジ ン コ ウ
与那嶺 フ ミ コ

与那嶺 ミ ツ 子
与那嶺 和 代
与那嶺 エ レナ
与那嶺 シ ン ロ ク
義 田 善 栄
義 田 ツ ネ
嘉 陽 吉 川
吉 村 安 子
吉 村 ミ リ ア ン
座 波 慶 子
座嘉比 昇
7 ェ リ ベ ネウザ オカうイル ナシベ ‘I

マ リ ア

ェ ッ コ

ハレ ミ

L』
-＝

新 垣 恵 子
安 里 菊 江
安 里 エ ス テ ラ ア レハ ン ド ラ

安 里 すみ江
安 里 よ し

栗 森

栄

幸
栗 森 静 子

』 ·

バテ ィ ス ク フ イ ジ ェ タ

プ リ ト ベ セ ン テ

知 念 ル イ ス

知 念 佑 憲
知 念 絹 子
知 念 イ ザベ ル

エ ド ナ ン ド キ シ モ ト

栄 門 グ ス タ ー ポ
フェルナ ンデス 名 護 ナ リ ア

我 謝 正 亀
我 謝 文 子
我那覇 隆 八
我那覇 ア ンヘル オ ラ シ オ
我那覇 文 子
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僚 武 息 松
宜野座 ガ プ リ エ ル

宜野座 新 三
ゴ メ ス ア ル フ ォ ン シナ
呉 屋 宜 光
呉 屋 盛 尚
呉 屋 静 子
呉 屋 マ リ ナオ
畑 中 デ リ ア
畑 中 エ リ サ
服 部 静 江
比 喜 ア ン ト ニオ 普雄
比 嘉 エ ク ト ル オラ シオ
比 昴 ロ ベル ト
比 嘉 礼 子
比 嘉 光 雄
比 嘉 哲 夫
比 嘉 ホ セ

比 嘉 エ レ ナ
比 嘉 エ ク ト ル

比 嘉 マル ク

比 嘉 徳 吉
比 嘉 良 秀
比 嘉 房 子
外 間 カ ル ロ ス
伊 計 盛 信
伊 計 米 子
伊 計 オルガ
伊 計 恵 子
伊 g セパス チ ャ ン ア ン ド レ ス
伊 g ェルナ ン ク ラ ウディ オ
伊 盛 秀
稲 福 ダニエル
稲 福 モニ カ ガ プ リ エ ラ
稲 嶺 ダニエル
伊良波 幸 雄
伊 佐 真 吉
伊 佐 定 子
石 川 ジ ュ リ ア
糸 数 良 喜
喜 納 義 彦
金 城 仲 安

ぃ·
安仁屋
ア パ リ シ オ
新 垣 真
新 垣 和

ンァ
進
フ
永
子

金 城 デ リ ア
金 城 ヒ デ
木 島 ア レハ ン ド ロ
岸 本 忠 夫
キ シ モ ト マ ー サ
喜友名 エ リ カ
喜友名 朝 幸
久 場 兼 照
真喜志 オ ス カ ル
真喜志 ス サ ー ナ
又 吉 正 之
又 吉 エル ネ ス ト
松 堂 克
松 堂 春 美
松 堂 リ カ ル ド
松 堂 ま ゆみ
松 本 ユミ コ
新 門 シル ピ ア
宮 城 ト ミ
宮 城 エ ル ネ ス ト
宮 城 ユ リ 子
宮 城 カ オ ル
水 谷 ナ タ リ ア
水 谷 ナ ク リ
名 護 敬
名 護 ノ ル マ
中見J I I エ リ サ
仲 村 実 好
仲村渠 清 子
仲村渠 真 史
仲村渠 ロ ペル ト
仲宗根 マ リ ア
仲宗根 マ リ オ
仲宗根 ヨ シ 子
仲宗根 グ ス ク ポ
名 城 フ ミ
名 城 美代子
名 城 フ リ オ
根路銘 フ ェ ルナ ン ド
小 川 れい子
翁 長 清 子
大 城 秀 光

静
銅
ル
英

マ

里
里
一

木
デ

安
安
ア
古

1
 

大 城 徹 三
大 城 フ ェ リ サ
大 城 ク ラ ウ デ ィ ア ノ エ ミ
親 泊 イ サペル
親 川 幸 子
栄 ロ アルベルト
栄 ロ ハル子
崎 原 朝 一

佐 藤 勲
佐 藤 マルガ リ ー ク
佐 藤 愛
勢 礼 千代子
志伊良 ロ ベル ト
志伊良 マ リ ア エ レ ナ
志伊良 タ デオ
志伊良 サ プ リ ナ
志伊良 正 子
島 袋 正 子
島 袋 リ カ ル ド ア ン ド レ ス
島 袋 マ ル テ ィ ン
島 袋 重 雄
新 門 美 智
新 門 ト ミ
新 門 定 雄
新 門 リ カ ルド
新 門 シ ル ピ ア
新 里 孝 徳
新 里 真
城 間 工 セ キ エル
城 間 精 保
城 間 フ サ 子
鈴 木 て い子
平 良 晃
平 良 秀 子
平 良 エ ン リ コ
高江洲 勝 子
高 倉 ラ ウ ロ
高 山 テ レ サ
玉 城 ア ン ト ネ ッ タ
玉 城 み え 子
玉那覇 義 明
玉那覇 ク リ スチ ャ ン

ぃ そ • - → ,  -: ＇  • 

昭

玉 那 覇 ロ ミ ー ナ
玉 那 覇 オ ラ シ オ
玉 那 覇 盛 徳
玉 那 覇 リ デ ィ ア
玉 城 昌
玉 城 ア ド リ ア ン
俵 豊 一

照 屋
信

夫
渡久地 政 徳
渡嘉敷

マ

リ ア
徳 盛 レ ア ン ド ロ マ リ オ

ト ー ナ ト レ グ ラ シ ェ ラ
当 山 カ ルロ ス
内 間 広 勝
内 間 キ ヨ 子
上 原 ベ ロ ニ カ
上 原 豊 子
上 原 ルベ ン
上 間 ラ ウ ラ ミ リ ア ン
上江洲 な つ よ
内 間 ヒ ロ カ ッ
屋富祖

マ

キ シ ミ リ ア ノ
山 本 美佐 子
山 城 洋 子
山 城 剛 男
山 里 将 祐
安 田 パ プ ロ ア リ エル
安 田

栄

一

饒平名 朝 美
与那嶺 ジ ャ ン
与 那 城 カ レ ン
与 座 宏 章
与 座 孝 子
与 座 謙
与 座 あ ゆみ
与 座 正 章
座喜味 盛 一

瑞慶覧 長
瑞慶覧 広
瑞慶覧 朝
瑞慶覧 弘 子
勢 礼 千代子

- . 

子
幸
カ マ ーチ ョ

次

義 部
具志堅
具志堅
比 嘉

ュ

ハ ピエ ル
興 貞
春 子
敬

光

比
池
池
池

子

二］
嘉
原
原
宮

節
正
卜

秀

子

次ミ
孝
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池 宮
池 宮
神 谷
神 谷
金 城
喜 瀬
岸 本
岸 本
岸 本
古我地
久 場

に安谷屋 比 嘉 ロバ ー ト
ア ドバ ン ジ セ ラ
安富祖 フ リ ア
東 江 テ ルオ
東 江 ナ ン シ ー イ ズミ
ア ガ リ ジ ョ ベ ラ ア ル
マ ン ド ー

安慶名 マ ルガ リ ー タ
ア イ ダ ア マ ノ ア ン グロ ミ ェ コ
ア ジ ト マ リ ア
赤 嶺 マ ルク
赤 嶺 全重 郎
赤 嶺 静 子
赤 嶺 ア ナ
赤 嶺 マ リ オ
赤 嶺

光

弘
赤 嶺 貴 子
天 野 名 幸 ヒ ルダ ー

ア マ ヤ オ ス カ ル
ア ナニ ャ ロ バ ー ト
新 垣 ユ キ
新 垣 ヨ シ
新 垣 ミチ コ
新 垣 シ ン ハチ ロ
新 垣 ヒ デコ
新 垣 ア キ ラ
新 垣 マ ニ ュ エ ル
新 垣 ロ ベル ト
新 垣 マ ル ガ リ タ
新 垣 ア ン ジ ェ リ カ
新 垣 ロ ー ザ
新 垣 美代 子
新 垣 実
新 垣 米 子
新 垣 マ ルセ ラ

貞
朝

子
美
健

房 康
る み子
普 二 男
し の ぶ
工 グ ア ル ド
ミルサ

清
シ ゲ子

高
高
田
里
村
村
里
長
長
長
長

久
久
町
宮
中
仲
野
翁
翁
翁
翁

美津子
将 司
ョ イ チ
艶 子
留理子

信
子

栄

順
真 智子
ベ ロ ニ カ
ク テ ィ ア ナ

チ ョ

新 垣 新 垣
新 垣 フ リ オ
新 垣 新 垣 セ イ キ
新 垣 新 垣 カ ル ロ ス
厨 垣 藤 本 オマル アルベル ト
新 垣 比 嘉 ジ ュ リ ア
新 川 ユ キ
新 川 嘉手刈 ジ ョ ー

ジ
荒 木 タ ケシ
荒 木 吉 田 オ ス カ ー

新 崎 オ マ ー

ア ラ シ ロ 仲 松 ロ ー ザ
ア ラ ヤ カ ワ ノ オ ス カ ー

安 里 ロ ク サ ー ナ
安 里 昌
安 里 セ ナ イ ダ
安 里 大 城 ネ リ ー

安 里 大 城 ネ ル ー

安座間 ジ ュ ア ナ
安座間 シ ェ イ ラ ー

バルク 松 坂 ニ ナ
パ ス デ ラ マ ド ロ レ ス
プラ ン カ デ パス ト ロ ニルダ
ポ ン ク ン ルイ ザ
カ デ ロ ン ジ ョ ー ジ

カ ニ ク コ ヤ ジ ェ シ カ
カ ル メ ン ベル セ ズ カ ル ビオ
知 念 フ ラ ン シ ス カ
知 念 ロ ー ザ エ レナ
知 念 カ マ
知 念 エ ン リ ケ
知 念 マ リ サ
知 念 ビ ク ト リ ア
知 念 エ ミ リ ア
知 念 セ ッ コ

ホ セ

酒
酒
島
島
島
島
平
平
平
高
富

井 平八郎
井 ト ヨ
袋 金 丈
袋 カ ルメ ラ
袋 エ リ カ
袋 健
良 賢 次
良 シルピア モニカ
良 ナ ン シ ー ベ ロ ニ カ
里 カ メ
田 厚

友 利
友 利
友 利
友 利
当 山 ハ
津嘉山 平
津嘉山 フ
ピ ク ト ー ル
山 城 保
山 城 興
山 内

知 念 ヒ ロ シ
知 念 ミグエル

チ ネ ン ア ン ト ニ オ

チ ネ ン デニ ス

チ ネ ン マサ カ ズ

チ ネ ン ト シ ヒ コ
知 念 金 城 カ ル ロ ス
知 念 仲村渠 ファ ン
コ ン ト ラ ス カ ル ロ ス
コ ン ト レ ラ ス リ リ ア ン
コ ー ヤ シ ー ザ ー

デ イ ト ピ オ レ ー ク
デル ア ギ ラ ナ ク リ ー

デル ボ ゾ ルイ ス
エルゲ ラ カルロ ス
エ ノ ヒ ルミコ
フ ァ キ ミ タケオ
フ ァ ルフ ァ ン ワ ルテル
フ ェ ルナ ン デ ス マ リ オ
フ ィ リ ッ プ チ ュ ク ロ ー ザ
福 原 フ ァ ナ
普久原 朝 英
普久原 ア ナ
普久原 朝 喜
普久原 ヘルマ ン

普久原 エ ミ子
普久原 テ レ サ
普久原 照 子
フルシ オ ハ ッ ェ
フ ル シ オ モ リ ナ カ ロ レ ン ゾ
ガ ラ ー カ タ リ ナ
ガ ラ ー マ ルチ ェ ロ
ガ ラ ー ナ ン シ ー

我那覇 ヘルマ ン
我那覇 エ レ ナ

ク＇
 

）
 

オ

ラ

郎
代
シ
ナ
ツ
雄
ミ
ペ

徳
喜
勇

三

―
―

金
美
ル
ア

我那覇 巳 代
我那覇 ト シコ
ガナハ ピ ク ト ル
ガナハ オルガ
ガナハ ミヤコ
我如古 ロ イ サ
我如古 ジ ェ シ カ
ガ シ ャ レ ダ
儀 保 初 江
犠 保 ミ ツ ォ
俄 保 ツ ルコ
績 部 ロ ー ザ
儀 間 光 善

ジ セ ラ ア バ ン ト
ゴ ガ サ ラ
呉 我 ト ヨ コ

呉 我 パ ト リ シ ア
ゴイ コチ ェ ア
ゴイ コチ ェ ア
呉 屋 セ ザ ー

呉 屋 敏 子
呉 屋 ヒ ロ シ

呉 屋 リ カ ル ド

呉 屋 ミゲル
呉 屋 勇
グ ラ シ エ ラ 伊 佐
係 保 実
具志堅 イ サ ベル

具志堅 マサル
具志堅 貞 子
具志堅 コ ウ

ゼ
ン

具志堅 ビ ク ト ル
具志堅 新 垣
具志堅 伊 礼
具志堅 幸 喜

リ ミ コ
マ リ ア
マルハ

フ ァ ナ
フ リ オ

ピク ト ル
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城 間 フ リ ア
グテ ィ エ レ ス 還 天 リ テ ィ ア
ハ ベ ル シ ラ
ハ マ モ ト オ ス カ ル
花 城 イ リ ス

比 嘉 マ ッ ジ ュ

比 嘉 カ ズコ

比 嘉 ネ リ ー

比 嘉 ロ ー ザ
比 嘉 ミグエ リ ナ
比 嘉 リ カ ー ド
比 嘉 栄 長
比 嘉 リ リ ア ン

比 嘉 ア ン ド レ ス

比 嘉 マルガ リ ー ク
比 嘉 幸 子
比 嘉 ツ ル

比 嘉 ツ ネ オ
比 嘉 シ ュ ウ ジ ャ ン

比 嘉 マ リ サ
比 嘉 ユ キ コ

比 嘉 ピク ト リ ア

比 嘉 ル シ ア

比 嘉 フ ェ ルナ ン ド
比 嘉 マ ニ ュ エル
比 嘉 フ リ ア
比 嘉 フ ァ ン
比 嘉 比 嘉 サ ン テ ィ ア ゴ
比 昌 カマ ド ルイス アルパー ト
比 嘉 諸見里 ヒュ ー ゴ
東恩納 ル イ サ
東恩納 シ ゲ コ
樋 ロ ヒ ロ シ
平 川 マ リ ア
平 川 フ ア ナ
平 岡 ベ ガ ゲ イ ビ
ヒ ロモ ト ヒ ロモ ト フ ィ リ ッ プ
外 間 ロ ラ ン ド
ホ リ カ ワ テ レ サ
フ エ ム ラ ア ン ジ ェ ラ
伊 芸 シ ゲル
伊 芸 治 夫
伊 芸 信 行
伊 芸 和 子
伊 芸 銀 勇
伊 集 守 徳
伊 集 カ ク リ ナ
イ ケハ ラ サ ダ ヨ シ

池宮城 オ ウ ガ ス ト
稲 福 サ ラ
稲 福 モ ニ カ
イ ナ フク ホ セ
イ ナ フ ク ア キ ラ
イ ナミ ピク ト ル
稲 嶺 イ ネ ス
稲 嶺 ロ ー ザ
稲 嶺 セ イ

ゼ
ン

稲 嶺 エ ン リ ケ
稲 嶺 セ イ ジ
稲 嶺 フ ル シ オ カ ルメ ン
稲 嶺 稲 嶺 オ ー ガ ス ト
伊 礼 英 夫
伊 礼 貞 子
伊 礼 伊 礼 エミ リ オ
伊 礼 マ サ ノ プ
伊 礼 島 袋 スザーナ マサ コ

伊 佐 マ ル ガ リ ー タ
伊 佐 ハ ッ コ
伊 佐 幸 子
伊 佐 静 子
イ シ カ ワ サ ラ
イ ト ウ シ ズコ
糸 数 マ ル ガ リ ー タ
伊是名 宮 平 ピク ト ル
ハ イ メ デル ア ロ ウ ラ
ハイ メ マ ヌ エル デルア ギ ラ
カ デカ ル ノ プコ
嘉手苅 良 信
嘉手苅 洋 子
カ デカ ル カ ル ロ ス
嘉手苅 嘉手苅 カル ロ ス
カ メ ヤ 比嘉 カ ロ リ ナ
カ メ ヤ ナガミネ フ リ オ
神 谷 尚 子
金 城 金 城 シ ズ コ
金 城 ク マ
金 城 ア ルバー ト
金 城 ジ ャ ン
金 城 マ ル ガ リ タ
金 城 タ カ
金 城 エ ン リ コ
金 城 リ ジ 一

金 城 セ イ ユ
金 城 ロ ー ザ
金 城 テ ツ ォ
カ ナ シ ロ ル イ ス

カ ナ シ ロ 森田 フ ァ ン
カ ネク バ イ オ レ ッ ト
カネク イ プ ノ ン ルイ ス
兼 城 ル イ ス

漢 那 小橋川 マ ヌ エル
カ ワ ゾ ト クゾ ミグエル
亀 甲 ミゲ ル
喜 納 ロ ー ル
金 城 ユ リ 子
金 城 エ イ
金 城 ナ ン シ
金 城 光太郎
岸 本 ル イ ス
喜屋武 ア キ コ
喜屋武 フ ラ ン シ ス カ
喜屋武 ア ル マ ン ド
喜屋武 ア ナ マ リ ア
喜屋武 テ レ サ
喜屋武 貞 子
喜屋武 ダ ン テ
喜屋武 ネ リ ー

キ ャ ン ダ ン テ
小橋川 フ ァ ン
小橋川 ソ イ ラ
小橋川 エ サ ベル
小橋川 繁 子
小橋川 孝 盛 · 又 吉
小橋川 小橋川 ミグエル 又 吉
小橋川 新 里 ダニエル
幸 地 努
小波津 浩
小波津 モ ニ カ
小波津 ア ン ト ニオ
小波津 喜美子
小被津 新 ）II コ ン スエロ ツキ
小 島 銀 一

コチ ホ セ
コ ト ア レ サ ン ド ロ
幸 地 長 永
幸 地 長 文
幸 地 エ リ サ
小 渡 ジ ョ ニー

久 場 良 繁
久 場 良 喜
久 場 フ サ コ
ク ダ カ ベ セ ラ ル イ ス
国 頭 ジ ョ ー ジ
国 頭 ァ イ コ

頭
頭
頭
頭

国
国
国
国
国
国
黒

ア レ ハ ン ド リ ナ
テ レ サ
フ ァ ン
セ イ ポ ク

頭 国 頭 リ カ ル ド
吉 大 城 カ タ リ ナ
川 村 上 フ ァ ン

ク リ マ ジ ャ ピ エ ル
桑 江 オ ウ ガ ス ト
ラ イ セ ッ チ ゴンザレス マニュエラ
ラ イ セ ッ チ オ マ ラ ー パプロ
フ ク シ マ ダ ゴベ ル ト
ロ パズ ユ リ
前 平 ク リ ス チ ー ナ
マ エ ヒ ラ ト ヨ コ
前 盛 ト ミ
真栄城 エ ン リ ケ
真栄城 レ ベ ッ カ
マ エ ゾ ノ ア ナ
マ キ カ ド ロ ー ザ
マ ス ド ー ニ ア ー ネ ス ト
又 吉 ダ ニ エル
又 吉 ド ミ ン ゴ

吉
吉
吉

又
又
又

吉
吉
吉
吉
吉
吉

又
又
又
又
又
又

ルイ ス
マ カ ト
ロ ー ザ
タ ケ オ
ミ ッ コ
ス ミコ
キ ミコ
ハ ル
フ リ オ
セ ユ コ

オ
ー ガ ス ト

マ タ ヨ シ サ ユ リ
松 田 マ ニ ュ エ ル
松 田 力 、
松 田 ミ ツ ェ

松 田 芳 春
松 田 杉 江
松 田 フ リ オ
松 田 ネ リ ー

松 田 ミズモ ト リ カ ル ド
松 田 仲宗根 フ ァ ン
マ エ シ ロ ロ サ
メ ド ラ ノ カ ル ロ ス
メ ド ラ ノ 渡久地 テ レ サ
宮 平 タ ケ

-90-



南 ス ミ コ
嶺 井 清

栄

嶺 井
信

子
ミ ラ ン ダ チ ュ エ ラ ル イ ス
ミ ラ ン ダ ネ コ チ ェ ア ノ ー マ
ミ ッ チ ェ ン 仲 松 ロ ー ザ
光 増 恭 子
宮 城 ロ サ マ リ ア
宮 城 盛 喜
宮 城 マ ル ガ リ ー タ
宮 城 エ ッ コ
ミ ヤ ギ ヒ サ コ
宮 城 テ レ サ
宮 城 ヒ サ コ
宮 城 ク リ ス チ ン
宮 城 マ ヌ エ ル
宮 平 エ ル ネ ス ト
宮 里 ヤ ス コ
宮 里 新 垣 ペ ド ロ
宮 城 フ ア ナ
宮 城 カ ル メ ン
宮 城 テ ラ イ ダ チ サト
モ ラ レ ス 宮 城 ベ ッ ティ
モ レ イ ラ マ リ ア
諸見里 フ ア ナ チ ョ コ
諸見里 安 憲
諸見里 カ ロ リ ナ
諸見里 フ リ オ
諸見里 ル シ ア
諸見里 グ ラ ディス チエ ミ
諸見里 比 嘉 ルイ ス カルロス
諸見里 ア ン キ
諸見里 ツ ）レ
諸見里 安 徳
諸見里 美枝子
諸見里 真 義
諸見里 ヘ レ ナ
ム ラ ノ ア ク エ ラ ー ル イ ス
ム ラ ノ ア ネチ ョ シ ェ ー ド
村 上 エ ク ト ル
長 嶺 オ ス カ ル
長 嶺 タ エ コ
長 嶺 ル ー シ ー

長 田 恵 美 子
長 田 康 稔
名 嘉 ア グ ネ
仲 田 マサ ヒ ロ
仲 田 カ ズ子

仲 田 勝
信仲 田 キ ヨ シ

仲 田 マ リ ー

ナ カ ダ リ ー ス
仲 田 正 篤
仲 程 善 樽
仲 程 フ ァ ン
仲 程 ホ セ ー

仲 程 通 孝
ナ カ ホ ド ト メ ロ サ
ナ カ ホ ド ナ カ オ パ ト リ シ ア
名 嘉 真 布
名 嘉 真 アルベルト
仲

松

信
子

仲

松

カ ル メ ン
仲

松

森 市
仲

松

ミ ッ コ
仲 松 屋 良 アル フ レ ド
仲 嶺 オ ス カ ー

仲 嶺 アナ
仲 嶺 比 嘉 ア ウ ガ ス ト
仲 本 ヨ シ コ
仲 本 ア ン ジ ェ リ カ
ナ カ ム ラ ア ン ト ニ オ
ナ カ ム ラ カ レ フ ロ ー レ ン ス
ナ カ ン ダ カ リ ア ントニ オ
仲村渠 イ ザベル
中 西 ガペデ ィ ア マニュエル
仲宗根 ワル タ ー

仲宗根 フ ェ ルナ ン ド
仲宗根 ロ サ
仲宗根 儀 間 エ ン リ コ
仲宗根 沢 砥 オルガ
仲宗根 幸 弘
ナ カ タ ハ ラ リ カ ルド
ナ カ タ ハ ラ ル シ ラ
ナ カ ヤ タ カ ヨ シ
中 谷 新 垣 アルベル ト
仲 座 ロ ー ザ
仲 座 金 城 ジ ョ ア ン
仲 里 実
仲 里 ス ミ 子
仲 里 フ リ ア
名 幸 清 栄
名 幸 ホ ルヘ

名 幸 ア レ ン ジ ャ ン ロ
名 幸 安 里 アナ
登 川 ホ セ

野 ロ メ リ ー

野 村 荒 木 ギ レ ロ
小 渡 ジ ョ ニ ー

オ ガ 伊 藤 マニ ュエル
オガ ロ ド リ ゲス テ オ フ ィ ラ
小 川 敏 子
奥 間 工 ミ リ ア
奥 間 ロ ー ザ
奥 間 ケ ン ジ
奥 間 ア レ ン ジ ャ イ ロ
奥 村 ノ ー マ
大 城 サ ンティアゴ
大 城 ア ナ
大 城 カ ナ
大 城 ビクトル
大 城 ホルヘ
大 城 イ サベル
大 城 ケ ン ジ
大 城 マ ス ミ
大 城 オウ ガ ス ト
大 城 アルフ レ ッ ド
大 城 シ ズ
大 城 シ ン イチ
大 城 武 彦
大 城 ユ カ リ
大 城 パトリ シ ア
大 城 ス ミ エ
大 城 トヨ 子
大 城 光 子
大 城 キ ミ 子
大 城 テ レ サ ヨ ネ コ
大 城 徳 田 アルベル ト
大 城 山 城 エ ン リ コ
大 城 座喜味 フ ラ ン シ ス カ
大 田 アルフ レ ッ ド
太 田 初 子
大 谷 タ カ シ
オ タ ニ カ ワ ウチ ル イ ス

オ タ ニ オ タ ニ フ ァ ン
親 川 義
パ ントハ フ ァ ン
パス ト ル 渡 辺 ア ドル フ ォ
ペ ド ロ ルイ ス
ビ ロ リ ゴベ ル ト
キ ン タ ナ ア ナ
ロ ド リ ゲス クルー ス ジ ョ ー ジ
ロ メ ロ パルマ ノ ー マ
サ カ グチ ルル ビナ イ ズ ミ
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崎 原 フ ェ ルナ ン ド
崎 原 リ カ ルド
崎 原 カ ル メ ン
崎 原 カ ル ロ ス
崎 原 ホ ル ヘ アキ ラ
佐久田 ア ケ ミ
佐久田 ナ ン シ ー マ サ ミ
佐久田 キ ク コ
佐久田 田 崎 フア ナ
佐久川 政 義
佐久川 貞 子
佐久川 フ ロ リ ン ダ
シ ゲヤマ ピ ク ト ル
シ ゲヤ マ カ ルメ ン
識 名 ヘル ナ ン セ イ ジ
識 名 アルフ ォ ン ク 宗 仁
シ マ コ ウ シ オ
島 袋 ルイ ス
島 袋 ド リ ス
島 袋 セ サル
島 袋 ギ レ ラ モ
島 袋 デ ラ
島 袋 マ リ ア
島 袋 澄 子
シ マ プ ク ロ ピ サ ル
シ マ プ ク ロ セ リ シ ア
島 袋 伊 波 ファ ン
島 袋 石 川 カルメ ン
島 袋 又 吉 ゾ イ ラ
島 袋 宮 里 アレハ ン ド ロ
島 袋 オ ス カ ー

シ モ ヒ ラ ノ ー マ
志 村 卜 、
志 村 ア ケ ミ
新 城 ファ ン
新 城 パウ ラ
新 城 蒲 吉
シ ン ノ フ ェ ルタ ロ ペルト
新 里 カ ル メ ン ツ ル コ
城 間 ナ ン シ ー

ソ ペ ロ ア ン ド レ ス
ス ト ルプ ラ パ ト リ シ ア
末 吉 フ リ ア
末 吉 ハ リ コ

菅 野 遠 藤 ホ セ
菅 野 フ ェ ルタ ロ ベル ト
菅 野 平 良 ギ レ ー モ

ス ガ シ マ ホ セ ノ ベル ト



鈴 木 東 江 フ リ ア
鈴 木 東 江 メ ラ ニ ー

田 場 ホ ルヘ ル イ ス
田 場 ピ ラ ル
田 場 ミ ラ グ ロ ス
ク パ エ リ サ
ク パ ワ カ ン イ チ
平 良 ジ ュ リ ア
平 良 ロ ー ザ
平 良 フ ア ナ
平 良 フ ァ ン
平 良 金 城 ル イ ス
平 良 平 良 フ リ オ
高江洲 ヘ ン リ ー

高江洲 フ
高 橋 フ ィ リ ッ ク ス
高 良 ミ レ ネ
嵩 原 ヨ シ子
ク コ サキハ ラ ア リ シ ア
玉 械 上 原 7 ア ン ヘ ラ ル ド
玉 城 全 助
玉 城 ホ セ
玉那覇 春 子
玉那覇 ル イ ス
玉 城 マ サ カ ズ
玉 城 フ ア ナ
玉 城 吉 雄
玉 城 幸 子
玉 城 康 正
玉 城 ア レ ハ ン ド ロ
玉 城 セ サ ー

玉 城 ヨ シ コ
玉 城 エ レ ナ
玉 城 フ ラ ン シ ス コ
玉 城 美枝子
玉 城 ア ナ
玉 城 京 子
玉 城 正 一

玉 城 儀 間 ソ フ ィ ア
玉 城 玉 城 ド ミ ン ゴ
田 中 マ ヌ エ ラ ク ツ ェ
クナカ グレ ー シ 7 ン ジェル 3 シ ミ

に
石 川 新 助

ぃ石 津 ホ セ

谷 本
ク オ ク カ コ
ク サ ト ユ ウ セ イ
田 里 シ ズエ
俵 ツ ミ ダ チ ェ サ ー

テ ィ ル ド ガ ピ ノ
天 願 ミ グエ ル
天 願 テ レ サ
天 願 フ ァ ノ
照喜名 ミ カ
照喜名 シ ゲ ク ニ
照喜 名 名 博
照喜名 清 子
照喜名 カ ク リ ー ナ
照 屋 エ ミ コ
照 屋 憲 昭
照 屋 光 子
照 屋 栄太郎
渡 ロ サ ラ
渡 口 知 花 オ ル ガ
渡 口 知 花 ペ ド ロ
渡嘉敷 桑 江 イ サ ペル
徳 森 清 田 セ プ ジオ
徳 村 ロ ー ザ
徳 村 オ ス カ ー

ト ミ ー 山 川 オ ウ ガ ス ト
鳥 居 エ ミ コ

富 山 ア サ コ
当 山 リ カ ル ド
豊 浜 ジ ョ ー ジ
豊 浜

・
ゾイ ラ

土 田 テ ロ ー マ ニ ュ エル
土 田 テ ロ ー マ リ ノ
津波古 弘
津波古 好 子
ッ ハ リ カ ル ド
津 覇 屋 良 テ オ ド ロ
津嘉山 カ ル ロ ス
津嘉山 イ ン グ リ ド
津嘉山 小橋ll 1 デ ビク ト リ ア
津嘉山 津嘉山 フ ン ペル ト
ツ ネ シ ゲ ル イ サ

ッ ツ ミ カ ル メ ン
津嘉山 ミ チ コ

上 地 ）レ イ ス
上 地 清 子
上 原 良 和
上 原 ケ ン ゾ
ウ エハ ラ ケ ン ジ
ウ エハ ラ ヨ シ コ

上 間 ハル コ
上 間 ア マ ン ド
上 村 ア ン ヘ ラ
上江洲 ト ヨ コ
上江洲 ハ ッ コ
ウ ニハ ラ ヨ シ コ
運 天 秀 子
運 天 エ ミ コ
ウ ン テ ン フ リ ア
上運天 ツ ル
宇 座 ア ン ト ニ オ
宇 座 エ リ カ
バ ス デ ラ マ ド ロ ー レ ス
ピ ラ ペル ト マサキ フ ァ ン
ピ ラ ペル ト ペ レ ー ズ カ ル メ ン
ワ ガ ツ マ ナ カ ガ ワ デ エルサ
ワ ガ ツ マ シ ン ド ウ パ プ ロ
ワ ガ ツ マ シ ン ド ウ ペ ド ロ
若 林 ハ ピエル フ ラ ン シ ス コ
渡 辺 マ ル セ ラ
渡 辺 ホ ル ヘ
ワ ク ナ ペ ル イ ス
ヤ ペ ク ク レ イ ド
屋 我 エ ミ コ
屋 宜 盛 繁
屋 宜 フ ァ ン
屋 宜 サ ン チ ャ ゴ
屋 宜 ロ サ マ リ ア
屋 宜 エ イ コ
屋 宜 フ ミ コ
屋 宜 ミ ヨ
屋 宜 フ ア ナ
屋 宜 フ リ ア
屋 宜 ア ラ シ ロ イ ザペル

石 川 万 里

古波蔵 求 古波蔵 忠

屋 宜 又 吉 オ ル ガ
屋嘉比 フ ァ ン
屋嘉比 エ ミ コ
屋嘉比 カ ル メ ン
屋嘉比 フ リ オ
山 川 エ ク ト ル
山 川 静 子
山 川 ウ ネ ア ン ト ニ オ
ヤ マ ニ ハ オ ウ ガ ス ト
ヤ マ ニ ハ マ ル ガ リ ー ク
山 入端 カ ル メ ン
山 入端 喜 新
山 崎 遠 藤 ロ サ
山 城 善 次
山 内 ロ サ リ オ
山 内 シ ゲ子
屋 良 楚 南 エ ン リ コ
屋 良 屋 宜 ロ ー ザ
与那嶺 マ ツ ェ

与那嶺 ジ ョ ー ジ
与那嶺 ア ナ
与那嶺 栄 清
与那嶺 シ ル ピ ア
与那嶺 ． カ ナ
与那嶺 ル イ ス
ヨ ナ ミ ネ ネ リ
与那城 ス ミ コ
ョ ナ シ ロ 正 一

与那城 カ ミ ガ ロ ー ザ
与那城 小橋川 ジ ャ ン
吉 村 ア ル フ レ ッ ド

吉 永 フ リ ア
ヨ シ サ ト フ リ ア
伊 佐 堀 川 テ レ サ
ユ キ 松 城 ）レ イ ス
ザキハ ラ 安 里 ジ ョ ー ジ
ゼバ ロ ス ミ グエ ル
瑞慶覧 長 亀
瑞慶覧 ト ヨ 子
フ ァ ン ギ ム

古波蔵 美和子

］

］
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古波蔵 裕 美
古波蔵 健
村 上 え み こ
仲 程 ア ン ト ニ オ
仲 村 リ カ ル ド
仲宗根 貞 子

□ ヒ ル ベル ト

三グ ン プ レ イ ン キ ヌ エ
ベ ネ ッ ト チ ャ ー ル ズ
ポ ン ガ ー ド ジ ュ ン コ
カ バ ラ マ イ ケ ル
カ バ ラ ミ ヨ コ
知 花 和 子
知 念 サ ト コ
フ ィ ッ シ ャ ー ヤ ス コ

八重子 ゲ ン バ レ ラ ル
ガ ー ラ ン ド ミ ッ コ
ガ ー ラ ン ド レ ベ ッ カ
ガ ー ラ ン ド リ ナ

二
サ チ

仲宗根
仲宗根
仲宗根
仲宗根
西 村
ヌ ニ ェ ス

豊 美
沙緒里
英 吉
正 英
み な こ

仲 村 イ ル マ

.I ヽ エ ン

サ チの 母
知 念 テ ラ ー キ ヨ コ
チ ョ ウ ォ ン ス ク
チ ョ ノ コ ス
チ ョ ア レ ッ ク ス
チ ョ ジ ェ イ ソ ン
チ ョ ナ オ ミ
ク ラ ン ス メ グ ミ
ダ グ ラ ス チ ェ コ

こ
安 里 昇
安 里 グ レ ー ン
ゴ ン ザ レ ス 上地 ノ プ コ

ヘ ス ノ プ コ

比 嘉 ジ ョ ー ジ

比 嘉 ペ リ ー

平 田 健 治

グ ラ ン デル
グ ラ ベ リ ン
ヘ イ ザ ー

比 嘉
比 嘉
比 嘉
比 嘉
ハ イ オ
ハ イ オ

平 川
ジ ン グ

金 城

ヨ シ コ

キ ヌ エ
カ ズ コ

良 治
啓

子貴 子
ア ド レ イ ン
ア ケ ミ
テ レ サ

俊 子
ロ バ ー ト

専 吉

ハ ラ ダ ス エ コ

ホ ル ト 八 重子
ホ ル ト ダ ピ ド

ホ ル ト ト ー マ ス

ホ ル ト ア ン ド レ ア

久 高 カ ッ コ

ク ダ カ マ サ テ ル

ク ダ カ ア ヤ

那 覇 ト シ コ
ニ コ ル ソ ン サ チ コ.. 

本 圧 美佐子

嘉 数 廂

キ ヌ カ ン ス エ

ラ フ ォ ー レ ス ト 仲 西ハ ッ コ

ラ フ ォ ー レ ス ト レ イ ジ ミ ー

ラ ウ ソ ン ジ ー ン

メ ゼル チ ヨ

ヌ ニ ェ ス サ ルバ ド ル
大兼久 正 康

高 良 英 樹

大兼久 貴美子
高 良 ノ ル マ

大兼久 功
ペ イ ラ ン 山 川

島 尻 エ 屋 宜 竜 三

島 尻 明 美
屋 宜 康 子
山 川 喜久子

二、 -．-― -

金 城 カ ミ 子 仲 地 政 夫
幸 喜 新 岡 嶋 清 子
前 川 昌 道 奥 間 良 徳
真栄城 美枝子 大 城 要
マ ー テ ィ ン 俊 子 大 城 弘 子
マ ー テ ィ ン ロ ニ ー セ イ パー パ ラ
マ ー テ ィ ン ジ ョ ー ン セ イ ルペ ン
マ ー テ ィ ン ハ ー レ イ 新 城 秀 機
松 川 重 一 城 間 勇 美
松 川 節 子 ス ト ッ ケ イ ク ユキ

ミ ン ズ ヨ ウ コ 鈴 木 ア キ ラ

ミ ン ズ キ ヨ コ ク ー シ 定 子

ニ ッ ク ス
ニ ッ ク ス
ノ ワ ケ フ サ コ

オ ー ル ド フ ィ ール ド
ポペル ア ー チ
ポペル ア ー チ
ポペル ジ ェ セ カ
ポペル 大 城 キ ヨ ミ
ソ エ レ イ
ソ エ レ イ

ア ケ ミ
ロ ー ン ・

ス エ コ

ポ ト ピ ン

メ ゼル レ オ ン

ナ カ モ ト ト ク ヒ デ
ナ カ モ ト ツ ル コ

ペル キ ー セ ッ コ

ボ ク ー ヒ デ コ
プ レ ッ チ ェ ル
ロ ー ラ ミ エ コ

エ イ コ

ス タ ン ド リ ッ チ 竹
テ ー ラ ー ロバー ト

テ ー ラ ー ミ

テ ー ラ ー ジ ェ イ ム ス

テ ー ラ ー ラ ッ シ ェ ル

テ ー ラ ー ジ ュ リ ア ン

ウ ィ ー ラ ー サ ダ コ

ウ ィ ー ラ ー ハ ツ ェ

山 ロ ヘ レ ナ

コ

直 美

J
 

子

』

＇

み ど り

サ ン ダ リ ン

島 袋 ト シ コ

清 水 と し 子
ス テ イ ン ヤ エ コ
ス テ イ ン ジ ョ セ フ
ス テ イ ン ナ タ リ ア

ヨ ウ コ

ジ ョ ー ジ ア

安富祖 節 子
ア イ ヤ ス リ チ ャ ー ド

ア イ リ ス

キ ャ ン プ

昭�
高

屋
良

末 子
ヨ シ 子

ク ラ ー ク キ ャ サ リ ン
砂 川 たつ子

カ ー ノ

名 護

たつ 子
和 江
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コ ナ ー ズ キ ン バ リ ー

コ ー チ
コ ー チ

デメ テ ィ ア
ト ミ コ

文 子

レ ニ ー ガ ヨ リ 子
ル イ ス ド ウ エ イ ン
ナ ン シ ー E )レ イ ス

牧 志 昌 子仲宗根
ダ レ ン 仲 村 喜代子 又 吉 美代子
エ ス ペ イ レ イ モ ン ド
エ テ ィ ン ガ ー ス キ ッ プ
ヵ ョ ウ ミ サ エ

安谷屋 俊 子
福 原 な つ き
ジ ェ ラ ー ド レベ ッ カ ジ ュ ン
ジ ェ ラ ー ド リ ナ キ ャ サ リ ン
ジ ェ ラ ー ド 又 吉 陸 子
キ プ ン ズ 平 良 順 子
ギ プ ン ズ オ リ ン
宮 城 ゴ ン ザ レ ス 隆 子
コ ー ム ズ 具志堅 政 子
池 宮 （米須） 順 子
賀 数 敏 子
上 村 ガ ン ト ナ ー 和 子
伊 佐 ケ ン プ ツ ネ 子

l 北 米 （ ロ サ ン ゼルス）

ア レ ク サ ン ダ ー ヒ デ コ
新 垣 キ ク

新 崎 智 責
アサ リ ト シ

アサ リ サ ン ド ラ
安 里 エ ー ト ル
パ ー ナ ー デ ィ ペ ド ロ
ピ ッ ト グ レ シ ゲ コ
プ レ ナ サ ダ コ
カ ル ド ウ エル ジ ョ ン
カ ル ド ウ エル ス ミ エ

キ ャ ッ セ イ 嘉悶田 ヒ サ エ

セ ル ツ キ ミ コ
チ ャ ッ プ リ ー デン 美智子
コ ン ナ ー セ ッ コ

コ ナ ー ス ウ メ コ

ク ラ ン デル ミ ノ ル

ク ル ー ズ チ ョ コ

ク ル ー ズ デ イ ピ ッ ト

ダ ウ ル ト チ エ

ダ ウ ル ト ク エ

デ ィ リ ー ウ イ リ ア ム

デ ィ リ ー ジ ャ ニ シ ー

土 井 フ ァ イ フ ミ コ

F I T H U G H  レ イ モ ン ド

又 吉 サ ン ダ ース ツル子
又 吉 絹 子
比 嘉 ヨ シ 子
宮 城 康 子
仲 村 ジ ェ ー ム ス 米 子
ル イ ス ナ ン シ ー エ ミ コ

ネ ウ ト ン 宮 城 英 子
玉 城 エ ツ 子
小 川 米 子
大 城 百合子
パル マ ー フ ィ リ ッ プ
パ ン ク ー ク レ イ グ
パ ン ク ー マ イ ケ ル

玉 城 初 子
パ ウ エ ル フ レ デ ィ ー

諸喜田 愛 子

F I Z H U G H  イ ク コ
フ ォ ン ロ ー ラ ン ド
フ レ ク ッ グ ジ ュ ン コ
古 堅 ヤ ス シ
古 堅 キ ク コ
グ ラ ゼ シ ズ コ

具志堅 ユ カ リ

具志堅 芳 子
ハ ミ ル ト ン キ ヨ

ハ ー パ ー H ヒ デ コ

ハ ク ケ ヤ マ ケ ン ジ
ハ ク ケ ヤ マ ア ケ ミ
ハ タ ケ ヤ マ エ 、
ヘ ー パル ピ ー

ヘ イ デ ィ バ フ ィ プ
ヘ ン リ ー キ ム
ヒ ガ ハ ロ ル ド
ヒ ガ フ ミ コ

比 嘉 ジ ン キ
比 嘉 利 春
ヒ ル ミ エ コ
ホ リ ヤ マ ト シ オ
ホ シ デ ミ サ オ
ホバ ク ー ミ ヨ コ
ホバ ク ー ホバム

宮 城 和 子 ス ト ロ ン グ 久 高 笑 子
リ ー ド ミ ッ チ ェ ル 平 良 順 子
リ ー ド マ サ コ パー マ ー 平 良 恵 子
リ ー ド 島 袋 ミ ツ ル イ ス 高江洲 佳代子
リ ロ ーバ 比 嘉 静 江 高 良 幸 栄
レ ム ベ テ ィ ー 玉 城 エ ッ コ

リ チ ャ ー ド ソ ン 安座問 文 子 多和田 グラ ウ ン ズ ヨ ウ コ
涌 上 和 子 ウ エ ダ ヒ デ コ
久 高 シ ゲ子 ウ ェ ッ プ ス エ
サ ン ダ ー ジェ ー ム ス デ ビ ッ ド ウ ェ イ ク ス エ
サ ッ ク ス 当 山 末 子 ホ ワ イ ト ア ー ネ ス ト
サ ッ ク ス ロ ー レ ン ス
サ ッ ク ス ク リ ス テ ィ ー ン スエ
サ ッ ク ス ス テ ィ ー プ ン
サ ッ ク ス ロ ー レ ン ス ア ン ド リ ュ ー

ウ ィ ルハ イ ト ラ ン デ ィ ー

ウ ィ ルハ イ ト 安次嶺 みち子
ウ イ リ ア ム ズ ニ ナ ト シ

ウ イ リ ア ム ズ 久 高 ト シ子
シ ャ ー キ ー ジ ミ ー 山 田 テ ル コ
シ ェ ル ト ン 喜友名 節 子 山 城 ト ラ ウ イ ッ ク 静 子

島 袋 武 子 与那覇 し ず子
シ ョ ー ズ ジ ェ イ ン

小橋 J l l 啓 子
山 川 康 子

ヒ ェ グヘ ス マ サ ノ リ
ハ ン ク ー ヒ サ エ
ヘ ッ ト ン チ ェ コ
イ ゲ カ イ カ ズエ
イ ゲ デ ピ ッ ド ヒ デ ジ
飯 田 リ ッ コ

池宮城 サ ッ キ

池宮城 エ イ コ
伊 佐 ハ ツ ェ

石 橋 ハル コ

石 田 敏 子
石 原 ハル オ
石 原 テ ル コ
石 嶺 ヒ デオ
糸 村 ト シ コ
イ ワ ナ ガ ミ ド リ
岩 田 ベ テ ィ
ジ ョ ン ソ ン ユ リ コ
ジ ョ セ フ 宮 里 ミ ッ コ
ジ ョ イ ス ソ ナ ス
嘉 数 ハル コ
カ ミ カ ワ ミ ッ

神 山 修 旭
金 城 武 男
金 城 シ ゲ ノ プ

キ ミ ヘ ン リ ー

キ ム カ ズ ミ
キ モ ツ キ 和 子
木 村 セ ッ コ
金 城 ヨ シ オ
金 城 イ サ ム
金 城 シ ズエ
金 城 ヨ リ コ

喜舎場 ノ リ コ

喜舎場 ツ ）レ コ
ク ルバ ー パ メ ラ
ク ルバ ー ジ ョ ナ サ ン
米 谷 シ ェ リ ル
国 吉 シ ン ギ
国 吉 エ サ ン ユ ウ ジ
ラ ン グ フ ォ ー ド ス コ ッ ト

レ ン ケ フ ジ コ
ロ ン ガ ン ウ イ リ ア ム
ロ ン ガ ン
メ イ ソ ン
メ イ ソ ン

松
松

ッ ハ マ キ コ

ジ ェ イ ム ス
カ イ

ミ サ コ

ケ ン ネ ス

松 田 キ ャ サ リ ー ン

宮 城 フ ミ エ
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宮 城 マ モ ル
宮 城 ク カ コ

宮 城 ミ ヨ コ
宮 平 オ ー ガ ス ト
宮 平 ロ ー ザ
宮 城

次
夫

宮 城 久 子
宮 里 ヨ シ コ
モ リ ス ケイ コ
ナ カ ダ ミ ツ ェ
仲 田 レ イ モ ン ド
ナ カ マ ケン ネ ス
ナ カ マ ス ミ
仲 間 ジ ョ ー

ジ ア キ ラ
ナ カ モ ト ジ ャ ン
仲 本 リ ア ン
仲 本 ア ー リ ソ ン
仲 本 ス エコ デ ィ リ ー

仲宗根 シ ズエ
ナ カ ヤ ナ ン シ ー ナ ッ コ
仲 座 マ リ コ
ナ ラ ハ ラ ソ ノ エ
ネ ド ゥ ド ッ グ ジ ー ザ ス
ネ ド ゥ ド ッ グ ハ ッ コ
ニ フ ポ ー ン ズ ト シ キ
ノ ピ ダ マ キ シ ミ ノ
ノ ピ ダ ミ ヨ コ

ペ リ ー ヨ シ コ
フ ィ リ ッ プス カ ッ コ
フ ィ リ ッ プス ジ ョ ン
ラ デマ ン エ ミ コ
ル ッ セ ル W カ ズコ
崎 原 ヨ シ コ
崎 山 ヨ テ ツ リ ッ キ ー

サ ン キ ー ミ ッ コ
ス チ リ ン グ マ リ サ
ス チ リ ン グ ト シ コ
ス ク ロ エ ダ ー シゲコ
シ ャ ー プ シ ズコ
シ ャ ー プ マルシ ア
シ ャ ー プ マ ー シ ャ
シ マ ミ エコ
シ マ ハルア キ
島 袋 ヘ ン リ ー

島 袋 キ ャ シ ー

島 袋 セ イ エ イ
島 袋 ヨ シ コ

島 袋 テ ッ ロ
シ モ ツ ヤ ス オ
新 城 ヨ シ ミ チ
城 間 テルコ

城 間 コ ユ
シ ュ プ レ イ ト ミ コ
ス ミ ス ユ キ コ

ノ ゲ ン ド ラ シ ニ ー ダ ー エ イ コ
ノ ゲ ン ジ ャ イ ム ス タ ッ フ ォ ー ド ミ サ コ
ノ ゲ ン エ イ キチ ス ク プ ロ ー ラ キ ス ハ ッコ
ノ ナ タ ミ チ コ ス ク プ ロ ー ラ キ ス カ ー ラ

オ ダ マ リ ー ス ク プロ ー ラキス ア ン ド リ ュ ー

大 野 ト ミ ス ク プ ロ ー ラ キ ス リ ン ダ
奥 間 ナ ン シ ー ス ク プ ロ ー ラ キ ス ラ リ ー
大 城 フ ミ コ ス ミ ダ カ メ ヨ
大 城 ア グ ネ ス ・

ス ワ ー ッ サ ヨ コ

オ オ タ エ イ ハチ 田 端 ベ リ ー

オ ー ル ソ ー ヒ ノ コ 田 端 ハ ツ ェ
パ ラ デ ロ ツ ル コ 平 良 シゲル

ぃ加 （サ ン フ ラ ン シ ス コ ）

高宮城 ケ イ コ
高宮城 ワ ラ ス
高 良 ヒ ロ コ
タ ク シ ャ ス カ ズ
沢 祗 ミ キ
玉 栄 ネ イ ザ ン
玉 栄 グ レ ー ス
玉 栄 昌 子
玉 栄 エ ド ワ ー ド 正 一
玉 栄 庸 子
玉那覇 サ ム エル
玉那覇 カ ズコ
玉那覇 ジ ェ ー ム ス
玉那覇 サチコ
玉 城 ク ケ
ト ー マ ス マ ーチ ン
ト ー マ ス ス ザ ー ン

テ ィ ナ ヒ ュ グヘ ス ハ ッ コ
テ ィ オ ミ コ ク リ ス ト フ ァ ー

テ ョ オ ミ コ マ ー ク

チチ リ ガ シ ン デ ィ ー

チチ リ ガ ア シ ュ レ イ
桃 原 マ サ オ
渡 口 千代子
渡慶

次
ハヤ

ト ウ マ セ イ イ チ
ト ウ マ ス ミ コ

当 銘 サ ダオ
当 銘 ヨ シ ヒ ロ

当 銘 ヤ ス コ

富 田 ア サコ
ト ウ ヤマ グ レ ー ス
ト ウ ヤ マ ス エ ミ

上 原 タ ミ コ

上 間 カ ッ コ

上運天 ツ ）レ
ヴ ィ レ イ マニ ュ エル
ヴ ィ レ イ キ ミ コ
ワー ド ミ ッ ョ

ワ ー ド ア リ ソ ン
ワ ー ド ア シ ュ レ イ
ワ ー ド ア リ シ ア
ワ ー ド ス エ ミ
ワ ー ド ナ オ ミ
ワ ー ド ハルミ
ウ エ プナ ー ハルコ
ハ イ テ イ カ ー ハナ コ
ホ ワ イ ト ピル
ウ ィ ッ ト フ ィ ー ル ド ミ ッコ
ウ ィ ン ド マ ス ト シ コ
屋比久 ヨ シ コ
屋嘉比 フ ロ レ ン ス アサコ
山 本 ケイ コ
山 岡 す え 子
山 城 リ リ ア ン
山 城 リ チ ャ ー ド
山 城 エ イ コ
山 城 ヒ サコ
山 城

ゼ
ン ヂ

山 城 ミ エコ

山 城 島 袋 ヒ サコ

安 富 ミ ノ ル

安 富 ッ グ ヨ
安 富 ペ ン ジ ャ ミ ン
安 富 満 代
安 富 勉
与 餞 ス ケ サ ダ

与 儀 ヨ シコ

与 儀 セ イ ユ ウ

与 儀 シ ズエ

与 絹 ヨ シ コ

与 鐙 よ し 子
横 尾 ナ オ ミ
横 尾 エ ミ カ
与那嶺 ケ イ コ
与那嶺 キ ヨ ト
与那城 ス エコ
ヤ ン グ ケ オ ネ

―

―

 

ア ー テ ィ ー サ ム
阿 嘉 レ イ モ ン ド
阿 嘉 良 弘
新 垣 の り よ し
新 垣 みね こ
新 垣 ゆ か
新 垣 チ ョ

マ リ ア パー ト ラ フ 宮 城
デ ー ピ ッ ト パー ト ラ フ
バ グ ノ ッ ト チ ョ
バ グ ノ ッ ト ピ ク ク ー

ピ ク ト ー ル ポ プ ノ ト
カ ネ バ リ ー ト ム
カ ネ バ リ ー ヨ シ コ

チ ャ プマ ン ユ キ

ク レ モ ン ズ キ ョ ウ コ

コ リ ン ズ ミ ヨ コ
コ リ ン ズ デ ド ラ
ダ ー フ ィ ン ト

福 光 静 子
福 本 通 子

福 本 裕 司
福 村 ヨ ウ コ
ゲ ッ ツ ハ ー ベ イ
ゲ ッ ツ チェコ
呉 屋 ニ ー ル
ハ ー ガ ー チェ コ
ハ ー ガ ー ク ラ レ ン ス
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•
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一 一

ハ ー ガ ー キ ャ ロ ル
ヘ イ リ ー エ ミ コ

ハ ン コ ッ ク ス ト

ハ リ ソ ン ヨ シ

初 子 ピポ ー ト
ヘ ン リ ー ジ ュ デ ィ ー

ヘ シ キ リ カ ル ド

比 嘉 利 香

東 フ ラ ン ク

東 エ ド ワ ー ド

東 小枝子
イ ラ ハ ユ キ マ サ

ア ー ピ ン グ 小 浜 京 子
J A I O U E  ヨ シ コ

カ ネ シ マ サ ト コ

キ ミ コ レ イ ト

キ ン グ ヨ シ コ

キ ン グ ポ ー ル

キ ン グ 清 野
キ ン マ ン ミ ッ コ

小橋川 勉

古波蔵 英 雄
古波蔵 悦 子

ぃ
新 城 友 広
ベ イ ク ー ハル コ
エ イ ク ト ウ ッ ド エ ミ コ

比 嘉 アルパイ ン

ぃク リ ナ ー ド キ ャ テ ィ
ア バ ー ド キ ク
ア ー サ ー ジ ョ ニ ー

バ ー ニ イ ス ジ ェ イ ミ ニ

ポ イ ド リ ア ン

ク ラ ー ク エ ッ コ

ダ ン ド ィ 富士子
フ ィ ー ル ド キ ヨ コ

フ ォ ー サ ム 和 枝
フ ォ ア サ イ ド カ ズエ

丘プ ロ ー ズ ニ ヘ ン ひ ろ 子

フ ァ セ ッ ト 金 城 ひ さ 子

具志堅 宗 佑
伊 礼 ト ム 盛

伊 礼 節 子

小 浜 ア ン キ チ

小 浜 ト ミ
コ ー ラ ー 小 浜 ア キ コ

ク ド リ ッ ク ス ミ コ

黒 田 ち ず子
リ ー チ フ ミ コ

レ ス ニ ッ ク ロ ナ ル ド

レ ス ニ ッ ク チ ョ コ

リ オ イ ド ツ ル コ
マ ジ ャ ラ ス 光 子
マ ッ ク レ ラ ン ノ プ コ

メ リ ル ミ エ コ

宮 乎 マ イ ケ ル

長 嶺 健
仲 松 ス ミ コ

仲宗根 光 峰
仲宗根 初 子 ピパー ウ ト

中 谷 夏 子
西 平 愛
ノ ピ ダ ミ ヨ コ

オ ノ モ ト サ ナ エ

オ ノ モ ト ミ ッ チ ェ ル

大 城 キ ム
'

,

 

カ ー ン ス ド ゥ ウ ェ イ ン
カ ー ン ス ア キ コ

米 須 エ ミ コ

モ ー フ ィ ー ス ミ エ

オ ス ナ ク カ コ

新 城 ク ー ミ

ス ト ー ン ヤ ス コ

平 良 カ ル ロ ス

ク ー ラ ー ミ ッ シ ェ ル ト ー マス

ク イ ラ ー ク テ コ エ リ ザベ ス

内 間 米 子
ウ ィ ウ ン ス キ ー ヨ エ コ

_] 
フ ォ ス ク ー ツ ル コ

福 井 美佐子
福 井 久 子
フ ク イ セ ッ コ

グラ ク ザス キ ー キ ャ ロ ル
ジ ョ ン キ ン ス 千代子
ジ ョ ン ソ ン 敏 子
カ ク ニ ヤ マ サ コ

キ ル ゴ ー 文 子
キ ル ゴ ー テ ィ ナ

キ ン グ 澄 子
レ ー ン し な 子
ラ ー セ ス 和 子

リ ヴ ィ ン グ ス ト ン マ リ ア
マ ク ギ ー キ ヨ コ

宮 城 栄次郎
モ ン ト ガ マ リ ー 信 子
モ ン ト ガマ リ ー リ ン ウ ッ ド
マ ン チ ェ ヨ シ コ

サ ン ダ ー ス 美佐枝

J
 マ ー テ ィ ン ト ー マ ス

ネ イ バ ー と し 子
ネ イ バ ー ス ー ジ 一

ペ レ ッ ト ひ で子
ロ ピ ン ズ ノ プ

大 城 ア グ ネ ス

ラ サ ー ル バ ー ソ ン ズ

プロ ウ フ 上 原 ヨ シ コ

ラ ス プ ン シ ズ コ

リ ー カ ヨ ネ コ

リ ッ チ ト 、

リ ッ チ フ レ ッ ド

リ ッ チ ア ルベル ト

ラ ッ セ フ ォ ー ド チ ズ コ

ラ ッ セ フ ォ ー ド ロ ス

酒 巻 セ シ リ ア 裕 子

坂 本 く み こ
シ ャ タ ッ ク サ ン デ ィ ー

シ プ レ イ 吉 子

城 間 ト ー マ ス

城 間 良 子 ピ ー

城 間 宏 三

城 間 B E A T R I C E
ス マ ー ト ア ッ コ

ス ト ロ ー メ ア ー ス エ コ

ス ト ロ ー メ ア ー プラ ッ ド

末 吉 美 子

末 吉 業 純

ロ ピ ン ズ ア ルバ ー ト
ト ー マ ス 佐久間 保

佐久間 和 子
島 袋 ト ー マ ス

高 塚 サ ム

ス ミ オ カ ・ ヨ ネ コ

ス ミ オ カ ト シ オ

ス イ カ ー ト エ イ コ

タ イ ラ 郁 子

沢 砥 キ 、

テ イ ポ ー ン 英美子

渡 ロ ト シ ェ

エ イ ミ ー ア ミ ー

ウ ラ ベ ジ ェ ー ン

ウ ラ ベ エ イ コ

ウ ラ ベ デニ ス

ウ ラ ベ ド ナ ル ド

ウ ラ ベ デ ィ ピ ッ ト

ウ エ ハ ラ マ ツ ミ

ヴ ィ リ メ ッ ク マ リ コ

ヴ ィ リ メ ッ ク フ ラ ン ク

ワ ー ド ヒ ロ コ

山 田 ロ ー イ

安 富 勇
ヨ ギ チ ョ

サ ン ダ ー ス ス ミ コ

シ ュ ル ツ キ ヨ エ

シ ルバ 常 子
シ ルバ ニ コ ラ ス

ス ラ グル 敏 子
ス ラ グル ル イ ス

ヴ ァ ン ド リ ー 信 子

ワ ト ソ ン 金 城 清 子

ワ ト ソ ン ラ イ レ ス フ ラ ン シ ス

高 塚 セ ッ コ

ウ ォ ル ド み よ 子
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いス テ ィ ベ ン ケ アベ
ア パ ン ガ ン ソ ニ ー

アバン ガ ン ミ ヨ
アバ ン ガ ン オ ー ド リ
阿 部 マ イ ケ ル ー雄
阿 部 サ ツ ェ
伺 部 エ リ ザベ ス カ ズ コ
阿 部 ロ ー レ ン ス
阿 部 山本 オ ド リ ー
A B E L A Y E  と よ こ
安慶名 ジ ャ ニス
安慶名 マ サ ル
安慶名 ベ テ ィ ー

ア イ リ ー ン ト ム
赤 嶺 セ イ ト ク
赤 嶺 静 子
ア カ ミ ネ ジ ョ ー ジ
ア カ ミ ネ •リ リ ー

秋 山 き よ こ
アルバ ラ ド ド ロ シ ー

アルバ ラ ド ギ ルバ ー ド
新 垣 ヘ レ ン
新 垣 き く え
新 垣 タ カ シ
新 井 ケ イ コ
新 井 ミ ナ コ
新 垣 ひ ろ し
新 垣 エ ル シ ー

新 垣 デ ニ ス
新 垣 マ リ ー ハ ル コ
新 垣 ジ ェ ー ム ス ヤ ス イ チ
新 垣 シ ゲ コ
新 垣 ヤ ス オ
新 垣 カ ズコ
ア ラ カ キ ヘ ン リ ー

新 川 ジ ュ ン ヒ ロ コ
ア ラ カ ワ キ ク エ
ア ラ キ ベ ン ソ ン ヒ デオ
ア ラ キ ロ ー レ イ ン サチ コ
新 城 マ ツ モ リ
安 里 ヨ シ オ
安 里 キ ャ ロ ル
安 里 ヘ レ ン
安 里 リ ヨ ド
安 里 カ ー ル
安 里 ロ ー ズ

•

三

安 里 チ ェ
安 里 シ ゲコ
安 里 タ ケ オ
安 里 キ ト ク
安 里 ツ ルコ
芦 沢 レ ベ ッ カ
芦 沢 カ ー ル
阿 波 国 ヨ シ オ
阿 波 国 ベ ッ シ ー

バ ン ア ミ ー

ペ ラ ル ド エ リ ザペ ス ユキ
ベ ル ト ジ ェ ー ン
バイ ア ー ズ エ レ ン ス ミ コ
キ ャ ン デ ィ ラ サ ヘ レ ン ハ ッ コ
ベ ン ジャ ミ ン カ エ ク ー ノ
知 念 リ チ ャ ー ド
知 念 オ ス ミ
知 念 要
知 念 セ ッ コ
知 念 テ デ ィ
チ ン グ ロ ー ラ サナエ
チ ョ ウ キ ャ ロ ラ イ ン イ サ コ
チ ュ ー ル キ ャ サ リ ン
C O L L I E R E R R O L  
コ ウ ッ ポ ー ル
コ ウ ツ ア レ ッ ク ス モ リ サ コ
デ マ ウ ロ メ イ
ド リ ス コル シ ャ ロ ン

工 ベ ス ダ ス テ ィ ン
工ベス ベツ ィ ー エ ッ コ
工 ベ ス よ し こ モ ン マ
工 ベ ス ア リ ソ ン
エ レ ン ガ イ
エ レ ン ガ イ デラ ロ ー ザ
ユ ー ジ ェ ー ン ト ム
E V A N S  R O Y  
F A S S O U  D O R T H Y  
フ ォ ン グ ノ ー ラ ン
フ ラ ン ク リ ン ユウコ
フ ジ ジ ョ イ ス
藤 井 ハル ミ
藤 井 サ ダエ
藤 本 ヘ レ ン
藤 谷 カ リ ン ト ミ
フ ク ダ ジ ェ ミ ー ス
福 田 ケ イ コ

フ ク ハ ラ ヒ デヤ ス
フ ク ハ ラ サ ダ コ
福 原 ユ リ コ
福 島 ク ケ ル
フ ク シ マ ト 、
船 越 ヨ シ オ
古 谷 ロパー ト ケイ イ チ
古 谷 ピパ リ ー ア サ コ
冨 里 ロ イ
フサ ト マ サ イ チ
ガ プルイ エル ノ プエ
ガ キ ヤ ハルコ
G A L E A ! T A L A  
ゲー リ ッ シュ ス ー

緞 保 シゲル
俄 保 ト シ オ
俄 保 シ ズ コ
ゴメ ス ヘ レ ン
ゴ ヤ ヨ シ コ ジ ェ ー ン
ゴ ヤ ヨ シ カ ズ
ゴ ヤ ニ ール ヨ シ ヒ ロ
ガ ー レ オ ミ ッ コ
具志堅 サ ム

比 嘉 ダ グ ラ ス

比 嘉 ハ リ ー

比 嘉 コウユウ
比 嘉 サ リ ー

比 嘉 シ ゲル

比 嘉 ト ー マ ス
比 嘉 ト ミ 工

比 嘉 ヘ ン リ ー

比 嘉 フ ジ コ

比 嘉 ク ケ ジ ロ ウ
比 嘉 ワ ー レ ン

比 嘉 ケ ン ネ ス
比 嘉 マ サオ

比 嘉 ツ ヤ コ
比 嘉 グ ラ デ ィ ー ス マ ツェ

比 嘉 ノ ー マ シ ズ コ

比 嘉 ヒ サ オ

比 嘉 マ ー シ ャ ル
比 嘉 ハ ロ ル ド マ サ ヨ シ
東恩納 ナ エ
外 問 コ ン ラ ッ ド イ サ ム
ホ カ マ セ イ ア ン
外 間 イ サ ム
外 間 シ ェ リ ー ハ ッ ョ

本 田 ジ ェ ー ン
ホ ン ジ ョ ジ ョ ー ジ エ イ コ
ホ ン ジ ョ ジ ョ ー ジ タ カ シ

本 間 す え の
ホ リ ミ ズ フ ロ ー レ ン ス ヤ ス コ

ハ イ リ ー
ジ ェ ス ッ レ

ハ イ ッ カ リ リ ア ン

浜 田 バ ー ニ ス
浜 田 ダプニ ー

浜 田 ジ ェ ー ム ス
浜 田 ヤ チ ョ
ハ ル グチ マ ー コ

長谷川 ペテ ィ ー ト シ コ

羽 城 リ ッ ョ

林 は る 子
林 ユキエ
比 嘉 デ リ ー ク ケ ゴロ ウ

比 嘉 エ セル ツル
比 嘉 ス タ ン レ イ セ イ チ

比 嘉 レ ナ

比 嘉 ト ム ク ケ ヨ シ

比 嘉 ペ テ ィ ー ウ チ マ イ ハ

比 嘉 ウ シ

比 嘉 鶴 子

比 嘉 と み子

比 嘉 す み

比 嘉 ロ イ

比 嘉 コ リ ー ナ

フバ ー キ ク
イ チナガ フ レ ッ ド
イ チナガ ナン シ ー

イ ゲ カ マ ド
イ ゲ イ ジ ャ ネ ッ ト
イ ゲ イ フ ィ リ ッ プ ケイ ミ ン
伊 波 ケ ン イ チ
伊 波 フ 、
伊 波 ベ ン
伊 波 バ イ オ レ ッ ト

イ ハ
池 原
イ ケ イ
イ ケ イ

エデ ィ ス シ ズエ
ロ イ セ イ コ

イ ツ ェ
ノ ー マ ン
リ チ ャ ー ド

イ ケ イ セ イ コ

稲 福 ナ エ
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稲 嶺 ラ ー ン カ ズオ 金 城 カ メ
稲 嶺 ナオ ミ 金 城 ジ ェ ー ン
イ レ イ ロ イ
イ サ グ レ ー ス
伊 佐

ゼ
ン エ イ

伊 佐 ク マ ヨ
イ サ ラ ヘン リ ー ハ ジ メ
石 原 ハ ッ コ
石 原 シ ョ ウ フ ク
石 原 ロ ベル ト
石 井 ハル コ
石 川 フ ミ コ
石 川 シ ズエ S
石 川 ワ ル タ ー S
石 川 レ ッ ク ス
石 川 省 順
石 川 シ ズ コ
糸 村 シ ョ ウ イ チ ロ ウ
糸 村 ア ン
糸 村 千 代
ジ ョ ー ン ズ ク カ コ
カ ジヒ ロ シ ン シ ア ミ ド リ
カ カ ズ ク リ ス テ ィ ー エ ミ コ
カ カ ズ シ ズエ
K A M A E  K R I S T I N  K 
カ メ ヤ チ ョ

ゼ
ン

カ メ ヤ ツ ル コ
カ メ ヤ デニ ス シゲル
神 原 シ ェ リ ル
神 谷 ナ ン シ ー

カ ネ シ ロ ジ ェ ー ン
カ ネ シ ロ ー ド イ ア ビス スエ
カ ン サ コ エ レ ン
嘉手刈 デ ィ ー ナ
カ ワ ク ロ ー ズ
K I A M ラ ウ ラ
喜屋武 キ ヨ ト ク
キ ダ ニ プコ
キ カ ワ ロ ベル ト
吉 川 ギルバー ト
キ ン フ ミ コ
喜 納 アルフ レ ッ ド
喜 納 シゲ コ
キ ノ ポ ー ル
キ ノ ロ イ
キ ノ シ ズエ
キ シ デー ピ ッ ド
岸 本 ち ず こ
北 崎 わ た る
北 崎 ア リ ス
キ ヤ プ ウ ォ ー リ ー

キ ャ プ アニ ー

キ ャ プ ケン ネ ス
キ ャ プ プ ラ ンチ ェ
キ ヨ ヒ ロ ミ ツ ォ
キ ヨ ヒ ロ ヘ レ ン
キ ヨ ヒ ロ ジ ェ ー ン
小橋川 ア リ ス テ ル コ

カ ネ シ ロ ミ ルズ ヨ シ オ 小橋川 ハル コ
カ ネ シ ロ カ ズ ミ コパ シ カ ワ シ ド ニ ー

カ ネ シ ロ フ レ ッ ド 小 林 バ ー ト
カ ネ シ ロ ロバ ー ト コ ウチ ツ ル コ
カ ネ シ ロ キ ク エ コ ダマ ク モ ツ
カ ネ シ ロ ロ ー ズ 古波蔵 ロ ド ニー タ ダ シ
カ ネ シ ロ ハ ヤ コ 古波蔵 ノ プ ヒ デ
カ ネ シ ロ ヨ シ コ 古波蔵 ド ロ シ ー

カ ネ シ ロ サ ダエ 小 池 エ レ ン
カ ネ シ ロ カ ズコ 小 池 ケネ ス
カ ネ シ ロ メ ル ピ ン ナオヤ 古 謝 ナ ン シ ー

カ ネ シ ロ シゲ マ ッ コ ン ノ モ ナ
カ ネ シ ロ キ ク エ コ ン ノ ジ ュ ン
カ ネ シ ロ キ シ ュ ン
カ ネ シ ロ ナ ツ 工

カ ネ シ ロ マ サ イ チ
カ ネ シ ロ マ サ コ

金 城 セ ン キ チ

久 場 エ ド ワ ー ド 政行
久 場

バ ー バ ラ
ク パ ラ ン ダル
ク バ ホ リ カ レ ン
黒 川 ア キ コ ウ エ ジ ョ ウ

桑 江 リ ョ
ゼ

ン
桑 江 カ メ ド
カ ワ ザキ ク ケコ
ラ ザ ー バ イ オ レ ッ ト
リ ン デ アケミ
リ ュ ー ジ ェ ー ン
リ ュ ー フ レ ッ ド
リ ウ ク リ ス チ ャ ン
リ ウ ヘ レ ン
リ ウ マ ジ ョ リ エ

前 城 プ ラ イ ア ン
マ ー テ ィ ン ラ シ ェ ル ヤエコ
又 吉 ノ プオ
又 吉 イ ク コ
松 田 ド リ ス
松 田 ケル キ ヨ ミ
松 尾 シ ャ ー リ ー ア イ コ
松 島 ロ ス ノ プオ
松 島 し げ き
マ エ シ ロ ポ プ
マ エ シ ロ キ ャ ロ ル
マ ク ア フ ィ ー ト ー コ ペニ ー

ミ ギ ク サ ト シ
ミ ギ タ エ レ ン
ミ ー ジ ョ ー ギ ャ リ ー

光 田 ジ ョ ー ジ
光 田 エ ミ リ ー

ミ ツ ナ ガ デニ ス
三 浦 エ レ ア ン ナ ー

三 浦 ナン シ ー マサエ
ミ ヤ デ ダ ル ト シ

宮 川 ク ム リ ン
宮 城 ジ ェ ー ン
宮 平 き よ し
宮 平 よ し こ
宮 平 ミ シ ェ ル ユ キ オ
宮 平 ウ ェ ン 正
宮 本 エ ド ワ ー ド エ イ イ チ
宮 里 セ イ エ イ
宮 里 マ エ
宮 里 ケン ネ ス
宮 里 え ち こ
宮 里 アルバ ー ト
ミ ヤ シ ロ モ ー リ ス
ミ ヤ シ ロ ジ ェ ー ン
ミ ヤ シ ロ ロ ナル ド ヒデオ
ミ ヤ シ ロ シ ズ コ
ミ ヤ シ ロ

ゼ
ン タ ロ ウ
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ミ ヤ シ ロ デ ニ ー ス
ミ ズオ マ リ ー H
モ ア ア ン ナ
森 宮

フ

ロ ー レ ン ス
森 元

信
枝

モ リ サ コ ロ ー レ ン ス イ サオ
モ リ サ コ ア リ ス ヒ ガ
M U L T I D A L L I N  H .  P 
村 岡 グ レ ン
村 岡 ト ラ ビ ス
長 嶺 き よ の
ナ ガ ミ ネ ア キ ラ
ナ ガ ミ ネ ヒ デ
ナ ガ ミ ネ マ ッ
ナ ガ ミ ネ ルミ コ
ナ ガ ミ ネ ド ロ シ ー

ナ ガ ミ ネ マ サ ヤ
長 嶺 マ サ タ ッ
N A H I N U B E R N A D E T T E  
内 藤 ア リ ス
ナ カ ベ ッ テ ィ ー

仲 田 マ ネ イ
仲 原 し げ こ
仲 間 エ ルジ 一

仲 間 カルピン ナ オ ヤ ス
仲 間 マ サ イ チ
仲 間 ラ イ ア ン
ナ カ マ ト レ シ ー

ナ カ マ キ ヨ コ
ナ カ マ シ ゲ ミ ッ
名 嘉 真 マ サル
仲 間 ト ヨ
仲 間

フ

ェ レ ン ト
ナ カ ミ ネ ヘ レ ン
ナ カ ミ ネ マ サ ユ キ
ナ カ モ ト リ ヨ
仲 村 ジ ュ デ ィ ス
仲 村 グ レ ッ グ
仲 村 ヘ レ ン
仲 村 ク リ ス テ ィ ン
仲 村 ハ ナ
ナ カ ム ラ チ ャ ー ルズ
ナ カ ム ラ リ チ ャ ー ド
ナ カ ム ラ ミ ノ ル
ナ カ ム ラ ミ チ コ
仲 村 マサル
中 村 カ メ ス ケ
仲宗根 ロ バ ー ト


